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障 害 学 生 支 援 セ ン タ ー

V ol. 1 0

　 「 誰 も が 自 分 ら し く 学 び 合 う 」 の モ ッ ト ー の も と

に 平 成 2 6 年 4 月 、 設 置 さ れ ま し た 。 障 害 の 有 無

を 問 わ ず 、 心 理 支 援 や 学 習 支 援 、 生 活 リ ズ ム 支

援 や 居 場 所 の 提 供 な ど 、 一 人 一 人 の 悩 み や

ニ ー ズ に 寄 り 添 っ た 、 き め こ ま や か な 支 援 活 動 を

行 っ て い ま す 。 必 要 時 に は 、 要 望 に 応 じ て 配 慮

願 い や 支 援 申 請 書 を 作 成 。 教 職 員 、 保 護 者 等 と

の 連 携 の 中 で 支 援 を 行 っ て い ま す 。 昨 年 度 は

1 1 4 5 件 の 利 用 （ 面 談 ・ 来 室 ） が み ら れ ま し た 。

　 セ ン タ ー で は こ の ほ か  学  内  の バ リ ア フ リ ー マ ッ

プ を 作 成 、 配 布 し て お り 、 修 学 支 援 に 関 す るI C レ

コ ー ダ ー  や  車  い  す 、 支  援  ソ フ ト ウ エ  ア  等  の  貸 し  出

し も 行 っ て い ま す 。 お  気  軽  に  訪  室 く だ さ い  。

開 室 ： 月 ～ 金 曜 　 午 前 9: 0 0 ～ 午 後 5: 0 0

　 ウ イ リ ア ム ・ ウ イ リ ス は 、 英 国 総 領 事 館 付 医 官 と し て 1 8 6 2 （ 文 久 2 ） 年 に 来 日 。 生 麦 事 件

や 薩 英 戦 争 の 現 場 に 関 わ り 、 戊 辰 戦 争 に お い て は 双 方 の 負 傷 兵 治 療 に 奔 走 し ま し た 。

英 国 公 使 館 を 辞 し た 後 、 明 治 2 年 1 2 月（ 1 8 7 0 年 1 月 ） 、 西 郷 隆 盛 の 招 き に よ っ て 来 鹿 。 鹿

児 島 医 学 校 兼 病 院 （ 後 の 鹿 児 島 大 学 医 学 部 ） の 初 代 院 長 と し て 教 鞭 を と り ま し た 。 西 南

の  役 ま で  の  お よ そ 7  年  に  わ  た り 英  国  式  医  療  の  実  践 と 医  学  教  育  に  当  た り 、こ の  間  栄  養  指

導 、 妊 産 婦 検 診 、 上 下 水 道 完 備 へ の 提 言 な ど 予 防 医 学 や 公 衆 衛 生 面 に お い て も 地 域

貢 献 を 果 た し て い ま す 。 医 学 教 育 に お い て は 石 神 良 策 、 三 田 村 一 、 高 木 兼 寛 ら 3 0 0 名 余

り の 有 能 な 門 下 生 を 輩 出 。ウ イ リ ス が 導 入 し た 近 代 医 学 の 潮 流 は 、 鹿 児 島 の み な ら ず 広

く 国 内 の 医 療 と 医 学 教 育 の 中 に 継 承 さ れ て い ま す 。そ の 遺 徳 を 偲 ん で 明 治 2 6 年 、 門 下

生  に よ っ て  建  て ら れ  た  頌  徳  碑  は  、 い ま 桜 ヶ 丘  キ ャ ン パ  ス に  静  か  に た  た  ず ん で  い ま す 。

K A D AI  K A D AI  J O U R N AL

鹿 大 広 報

今 号 の 表 紙 「 ウ イ リ ア ム ・ ウ イ リ ス 頌 徳 記 念 碑 」  

特 集

地 域 に 貢 献 す る 人 材 と知  の  集 約 す る 中 核 的 拠 点  へ〜  「 南 九 州  ・  南 西 諸 島 域 共 創 機 構 」  始 動 〜

潜 入 ル ポ ～ 学 び の 部 屋 ～

身 近 な 動  物 と 人  の 病  気 を 知 る
共 同 獣 医 学 部 獣 医 学 科 臨 床 獣 医 学
矢 吹 映  准 教 授
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鹿  大 ト ピ ッ ク  ス

鹿 児 島 大 学
教 職 大 学 院 開 設 記 念 式 典 を 開 催 ほ か

1 6

進 め ！ 鹿 大 生

見  た  く な  い  け  ど  見  た  く な  る よ う な  、
自 分 が 好 奇 心 そ そ ら れ る も の を 作 り た い
教 育 学 研 究 科 １ 年 生 　 福 留 春 菜  さ ん

1 9

さ っ つ ん が 行 く ！
障 害 学 生 支 援 セ ン タ ー

先  輩  か  ら  の  メ ッ セ  ー  ジ

O B : ア  ー  テ ィ ス ト ・ イ ラ  ス ト レ  ー  タ  ー

篠 崎 理 一 郎  さ ん

1 0

研 究 室 か ら S C H O L A R I N T E R VI E W

‘ 見 え な く て も 感 じ る ’ 磁 場 の 力 を 生 か す
鹿 児 島 大 学 理 工 学 研 究 科 物 理 ・ 宇 宙 専 攻 　 三 井 好 古  准 教 授

産 学 連 携 で 最 先 端 の 移 植 ・ 再 生 医 療 研 究
医 用 ミ ニ ブ タ ・ 先 端 医 療 開 発 研 究 セ ン タ ー 　 山 田 和 彦  教 授

1 2
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地 域 に 貢 献 す る 人 材 と知  の  集 約 す る 中 核 的 拠 点  へ
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教 育 、 研 究 、 社 会 貢 献 と い う 大 学 の

3つ の ミ ッ シ ョ ン を 遂 行

す る た め 、 本 学 に お い て は 平 成

2 9年 度 、 総 合 教 育 機 構 、 研 究 推

進 機 構 、 社 会 貢 献 機 構 の

3機 構 が 設 置 さ れ ま し た 。 さ ら に 今 年

度 、 社 会 貢 献 機 構 を ﹁ 南 九 州 ・ 南 西 諸 島 域 共 創 機 構 ﹂ へ と 改 組 。従 来 の 産 学 官 連 携 推 進 セ ン タ ー 、 か ご し ま

C
O
C

セ ン タ ー の

機 能 を 集 約 し た ﹁ 産 学 ・ 地 域 共 創 セ ン タ ー ﹂ を 中 核 機 能 と し て 、よ り 実 践 的 な 社 会 貢 献 活 動 に 取 り 組 む 体 制 が 構 築 さ れ ま し た 。
南 九 州 ・ 南 西 諸 島 域 共 創 機 構 で は 、 第

3期 中 期 目 標 に お け る

基 本 的 目 標 で あ る ﹁ 南 九 州 及 び 南 西 諸 島 域 に お け る 地 域 活 性 化の 中 核 的 拠 点 ﹂ を 目 指 し 、 自 治 体 ・ 企 業 と の 連 携 協 力 に よ る 共同 研 究 ・ 受 託 研 究 等 を 通 じ て 、 地 域の 防 災 、 医 療 、 観 光 、 エ ネ ル ギ ー 、製 造 業 、 農 林 水 産 業 等 に 関 す る 課 題の 解 決 、 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 、そ の 活 動 成 果 の 教 育 へ の 反 映 等 の 取り 組 み を 行 い ま す 。
同 機 構 の 設 置 は 、 文 部 科 学 省 に よ る

﹃ 人 づ く り ﹄ の た め の 知 の 基 盤 の 強 化 を図 る 重 点 支 援 対 象 に 選 定 さ れ ま し た 。

地 域 に 貢 献 す  る 人 材 と知  の 集 約 す  る 中 核 的 拠 点  へ

〜  「 南 九 州  ・  南 西 諸 島 域 共 創 機 構 」  始 動 〜

特 集

南 九 州 ・ 南 西 諸 島 域 共 創 機 構
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本 学 に お い て こ れ ま で 実 施 し て い
る
C
O
C
お よ び

C
O
C
＋ 事 業 （

6

頁 参 照 ） を 継 承 、 発 展 さ せ 、 離 島 を中 心 と す る 地 域 の 振 興 を 図 る た め 、平 成

2 9年 度 に 設 置 し た 社 会 貢 献 機 構

を 改 組 。 今 年 度 、 新 た に 「 南 九 州 ・南 西 諸 島 域 共 創 機 構 」 と し て 立 ち 上げ ま し た 。 地 震 火 山 地 域 防 災 セ ンタ ー 、 司 法 政 策 教 育 研 究 セ ン タ ー を組 み 込 み 、 地 域 と の よ り 密 接 な 関 わり を 担 う 体 制 を 打 ち 出 し て い ま す 。
い ま 地 方 大 学 に は 地 方 創 生 へ の 取

り 組 み が 求 め ら れ て お り 、 本 学 で は 、ひ と 皮 む け た 形 で の 地 域 貢 献 、 地 方創 生 を 考 え て い ま す 。 そ の 趣 旨 の もと 新 た に 設 置 し た の が 「 産 学 ・ 地 域

共 創 セ ン タ ー 」 で す 。 地 域 と 大 学 を結 ぶ ワ ン ス ト ッ プ 窓 口 と し て 広 く 活用 い た だ き 、 地 域 の 課 題 解 決 と 活 性化 に 役 立 て て ほ し い と 思 い ま す 。

一  歩 踏 み 込 ん だ 地 域 貢 献 を 目 指 し 、全 学 で  の 取 り 組 み を  ス  タ  ー  ト  し ま  し た

南 九 州 ・ 南 西 諸 島 域 共 創 機 構

機 構 長 　 髙 松 英 夫

特 集
地 域 に 貢 献 す る 人 材 と 知 の 集 約 す る 中 核 的 拠 点 へ
〜 「 南 九 州 ・ 南 西 諸 島 域 共 創 機 構 」 始 動 〜

南 九 州 ・ 南 西 諸 島 域 共 創 機 構 運 営 体 制

9 学 部 ・1 0 研 究 科
附 属 病 院
学 内 共 同 教 育 研 究 施 設

奄 美 離 島 拠 点
● 国 際 島 嶼 教 育 研 究 セ ン タ ー

　 奄 美 分 室

● 奄 美 島 嶼 実 験 室

● 奄 美 サ テ ラ イ ト 教 室

● 徳 之 島 サ テ ラ イ ト 教 室

● 与 論 水 産 実 験 室

大 崎 活 性 化 セ ン タ ー

総 合 教 育 機 構

研 究 推 進 機 構

産 学 ・ 地 域 共 創 セ ン タ ー

連 携 推 進 部 門

〈 社 会 共 創 イ ニ シ ア テ ィ ブ 〉 鹿 児 島 県
（ 産 業 支 援 機 関 ・ 公 設 試 ）

市 町 村

他  大  学 ・ 短  大 ・ 高  専

地 域 （ 一 般 市 民 等 ）

企 業 団 体 等 ・ 企 業

地 域 産 業 高 度 化
産 学 官 連 携 協 議 会

－ 全 県 的 産 学 官 連 携 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム －

鹿 児 島 商 工 会 議 所 ほ か
C O C + 事 業 協 働 機 関

ネ ク ス ト か ご し ま
－ 鹿 児 島 銀 行 と の 地 方 創 生 事 業 －

金 融 機 関

認  定 コ ー デ ィ ネ ー タ ー

U R A セ ン タ ー

研  究  者 と と も に 研  究 の マ ネ ジ メ ン ト ・

企 画 ・ 成 果 活 用

南 九 州 ・ 南 西 諸 島 域 共 創 機 構

司 法 政 策 教 育 研 究 セ ン タ ー

生 涯 学 習 部 門

知 的 財 産 ・ リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 部 門

事 業 育 成 分 野 （ 6 部 会 ）

〈 社 会 実 装 チ ー ム 〉

地 震 火 山 地 域 防 災 セ ン タ ー
（ 附 属 南 西 島 弧 地 震 火 山 観 測 所 ）

オ ー プ ン  実  証 ラ ボ
（ 地 域 企 業 の 技 術 開 発 支 援 ）

食 品 加 工  観 光 産 業 ・ 国 際  エ ネ ル ギ ー

農 林 畜 産  水 産 業  地 域 防 災 ・ 医 療

鹿 児 島 大 学

Mi s si o n

教 育

総 合 教 育 機 構
● 高 等 教 育 研 究 開 発 セ ン タ ー ● 共 通 教 育 セ ン タ ー

● ア ド ミ ッ シ ョ ン セ ン タ ー ● グ ロ ー バ ル セ ン タ ー

Mi s si o n

研 究

研 究 推 進 機 構
● 医 用 ミ ニ ブ タ ・ 先 端 医 療 開 発 研 究 セ ン タ ー ● 国 際 島 嶼 教 育 研 究 セ ン タ ー
● 難 治 ウ イ ル ス 病 態 制 御 研 究 セ ン タ ー ● 研 究 支 援 セ ン タ ー

Mi s si o n

社 会 貢 献

南 九 州 ・ 南 西 諸 島 域 共 創 機 構
● 産 学 ・ 地 域 共 創 セ ン タ ー ● 地 震 火 山 地 域 防 災 セ ン タ ー

● 司 法 政 策 教 育 研 究 セ ン タ ー
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（ 産 業 支 援 機 関 ・ 公 設 試 ）

市 町 村

他  大  学 ・ 短  大 ・ 高  専

地 域 （ 一 般 市 民 等 ）

企 業 団 体 等 ・ 企 業

地 域 産 業 高 度 化
産 学 官 連 携 協 議 会

－ 全 県 的 産 学 官 連 携 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム －

鹿 児 島 商 工 会 議 所 ほ か
C O C + 事 業 協 働 機 関

ネ ク ス ト か ご し ま
－ 鹿 児 島 銀 行 と の 地 方 創 生 事 業 －

金 融 機 関

認  定 コ ー デ ィ ネ ー タ ー

U R A セ ン タ ー

研  究  者 と と も に 研  究 の マ ネ ジ メ ン ト ・

企 画 ・ 成 果 活 用

南 九 州 ・ 南 西 諸 島 域 共 創 機 構

司 法 政 策 教 育 研 究 セ ン タ ー

生 涯 学 習 部 門

知 的 財 産 ・ リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 部 門

事 業 育 成 分 野 （ 6 部 会 ）

〈 社 会 実 装 チ ー ム 〉

地 震 火 山 地 域 防 災 セ ン タ ー
（ 附 属 南 西 島 弧 地 震 火 山 観 測 所 ）

オ ー プ ン  実  証 ラ ボ
（ 地 域 企 業 の 技 術 開 発 支 援 ）

食 品 加 工  観 光 産 業 ・ 国 際  エ ネ ル ギ ー

農 林 畜 産  水 産 業  地 域 防 災 ・ 医 療

鹿 児 島 大 学

Mi s si o n

教 育

総 合 教 育 機 構
● 高 等 教 育 研 究 開 発 セ ン タ ー ● 共 通 教 育 セ ン タ ー

● ア ド ミ ッ シ ョ ン セ ン タ ー ● グ ロ ー バ ル セ ン タ ー

Mi s si o n

研 究

研 究 推 進 機 構
● 医 用 ミ ニ ブ タ ・ 先 端 医 療 開 発 研 究 セ ン タ ー ● 国 際 島 嶼 教 育 研 究 セ ン タ ー
● 難 治 ウ イ ル ス 病 態 制 御 研 究 セ ン タ ー ● 研 究 支 援 セ ン タ ー

Mi s si o n

社 会 貢 献

南 九 州 ・ 南 西 諸 島 域 共 創 機 構
● 産 学 ・ 地 域 共 創 セ ン タ ー ● 地 震 火 山 地 域 防 災 セ ン タ ー

● 司 法 政 策 教 育 研 究 セ ン タ ー

0 3 2 0 1 8 S u m m e r   N o. 2 0 8



大 学 の 使 命 の 一 つ で あ る 地 域 貢 献
を ひ と 言 で 表 す と 「 鹿 児 島 大 学 と つき あ っ て よ か っ た 」 と 言 っ て も ら える 存 在 に な る こ と だ と 思 い ま す 。 その た め 、 産 学 ・ 地 域 共 創 セ ン タ ー では 私 を 含 む

8人 の 教 員 と 複 数 の コ ー

デ ィ ネ ー タ ー を 配 置 。 食 品 加 工 、 観光 産 業 ・ 国 際 、 エ ネ ル ギ ー 、 農 林 畜産 、 水 産 業 、 地 域 防 災 ・ 医 療 の

6分

野 に 各 数 名 の 教 職 員 を 配 し 、 全 学 あげ た 取 り 組 み を 始 動 さ せ ま し た 。

今 年 度 は 、 徳 之 島 と 甑 島 を 対 象 地 域
と し た プ ロ ジ ェ ク ト に 着 手 。 徳 之 島 では 主 と し て 農 業 、 甑 島 で は 水 産 業 を 中心 と し た 地 域 活 性 化 の ケ ー ス ス タ デ ィを 実 践 し て い き ま す 。 南 西 諸 島 域 で の研 究 体 制 の 充 実 を 図 り 、

8月 に は 、 琉

球 大 学 と の 産 学 連 携 の 協 力 推 進 に 関 する 協 定 を 締 結 す る 予 定 で す 。
一 方 、 セ ン タ ー で は 県 や 各 自 治 体 、

民 間 団 体 へ 「 御 用 聞 き 」 に 出 か け る活 動 も 始 め ま し た 。 相 談 を 待 つ だ け

で は な く 「 攻 め の 姿 勢 」 で 、地 域 の 中 へ 打 っ て 出 よ う と いう 発 想 で す 。 ま た 、 自 治 体 等の 研 修 先 と し て 職 員 を 積 極 的に 受 け 入 れ る 体 制 を 整 え て いま す 。 鹿 大 と つ な が り の で きた 「 サ ポ ー タ ー 」 が 地 域 に 戻る こ と で 、 将 来 的 に 地 域 と の連 携 が ス ム ー ズ に な る こ と も期 待 の 一 つ で す 。
県 本 土 か ら 与 論 島 ま で の

南 北

6 0 0

㎞ を 我 々 は 活 動

フ ィ ー ル ド と 捉 え て い ま す が 、 特 に離 島 に は 地 理 的 条 件 や 人 材 不 足 な ど課 題 も あ り ま す 。 効 率 化 や 合 理 化 など 「 太 く 短 い 」 都 会 の 論 理 を 持 ち 込む の で は な く 、 島 の 豊 か な 地 域 資 源や 独 自 の ラ イ フ ス タ イ ル を 尊 重 し た「 細 く 長 い 」 地 域 お こ し の お 手 伝 い をし て い き た い と 考 え て い ま す 。

「 鹿 児 島 県 鳥 瞰 図 」（ 鹿 児 島 大 学 教 育 学 部 　 桶 田 洋 明 教 授 作 ）

南 北 6 0 0 k m が 、 我 々 の 活 動 フ ィ ー ル ド

産 学  ・  地 域 共 創 セ  ン  タ  ー
﹁ 鹿 児 島 大 学 と  つ  き あ  っ  て  よ  か  っ  た ﹂  のひ と 言 を 聞 く  た め 、  全 力 で 頑 張 り ま す ！

鹿 児 島 大 学 産 学 ・ 地 域 共 創 セ ン タ ー

セ ン タ ー 長  　 前 田 広 人

徳 之 島 等 に お け る 土 壌 微 生 物 改 善 に よ る 生 姜 栽 培 の 実 証 実 験

0 42 0 1 8 S u m m e r   N o. 2 0 8

特 集
地 域 に 貢 献 す る 人 材 と 知 の 集 約 す る 中 核 的 拠 点 へ
〜 「 南 九 州 ・ 南 西 諸 島 域 共 創 機 構 」 始 動 〜

産 学 連 携 は 着 実 に 鹿 児 島 地 域 に も
拡 が り つ つ あ り ま す が 、  「 小 粒 か つ 個別 テ ー マ が 多 い 」 事 案 が 多 い 実 態 があ り ま す 。

1件 あ た り の 共 同 研 究 費

は
1 0 0

万 円 未 満 が

4割 と い う 国 の

報 告 も あ り ま す 。 こ の 「 粒 」 を 「 より 大 き く 、 さ ら に 成 長 性 を 期 待 さ せる 粒 」 と し 、 新 し く 強 い 産 業 の 種 を創 出 し な く て は な り ま せ ん 。 そ の ため 、 連 携 推 進 部 門 で は 、 鹿 児 島 に 不足 す る 機 能 を 補 う た め の 、  「 社 会 共 創イ ニ シ ア テ ィ ブ 」  、  「 オ ー プ ン 実 証 ラボ 」  、  「 社 会 実 装 チ ー ム 」  、  「 学 内 ・ 学外 連 携 強 化 」 を 整 備 し ま す 。
［ 社 会 共 創 イ  ニ  シ  ア  テ  ィ  ブ ］

地 域 課 題 の 収 集 ・ 集 約 の 強 化地 域 課 題 の 包 括 的 な 収 集 ・ 集 約 と
大 学 の 知 的 資 源 の 効 果 的 提 供 を 図 るた め の 中 長 期 的 な 地 域 課 題 を 設 定 し 、

6分 野 （ 食 品 加 工 、 観 光 産 業 ・ 国 際 、
エ ネ ル ギ ー 、 農 林 畜 産 、 水 産 業 、 地域 防 災 ・ 医 療 ） の 学 部 横 断 的 な 教 員グ ル ー プ 等 に よ る 事 業 育 成 分 野 に よる 地 域 課 題 の 解 決 を 目 指 す 。

［ オ  ー  プ  ン 実 証 ラ  ボ ］
中 小 企 業  の 研 究 ・ 開 発 力 強 化県 内 の 中 小 企 業 と の 研 究 開 発 機 会

の 拡 大 と 研 究 成 果 の 可 視 化 （ 試 作 ・

プ ロ ト タ イ ピ ン グ ） に よ る 事 業 化 支援 の 充 実 を 図 る た め 、 地 域 一 帯 で の研 究 成 果 の 試 作 の 機 会 を 確 保 す る 。
オ ー プ ン 実 証 ラ ボ は 、 大 学 （ 南 九

州 ・ 南 西 諸 島 域 共 創 機 構 棟 及 び 学 内部 局 施 設 ） や 主 な 公 設 研 究 機 関 （ 民間 企 業 へ の 拡 張 、 離 島 の 未 利 用 施 設も 想 定 ） に 設 置 し 、 関 係 教 員 、 地 域の 公 設 研 究 機 関 や 中 小 企 業 が 集 い 、当 初 は 企 画 検 討 、 外 部 資 金 等 を 獲 得し た 上 で 試 作 や 技 術 評 価 を 行 う 。
［ 社 会 実 装 チ  ー  ム ］

本 学  の 研 究 成 果  の 展 開 及 び 社 会 実 装南 九 州 ・ 南 西 諸 島 域 を 中 心 と し て 、
技 術 移 転 活 動 の 支 援 の ほ か 、 行 政 との 連 携 、 公 的 資 金 の 活 用 や ビ ジ ネ スプ ラ ン 構 築 の 支 援 等 を 通 じ た 本 学 の研 究 成 果 の 社 会 実 装 を 目 指 す 。

［ 学 内 ・ 学 外 連 携  の 強 化 ］
① 産 学 ・ 地 域 連 携 本 部 機 能 強 化 及 び

教 員 等 の 配 置 に よ る イ ン タ ー フ ェイ ス 機 能 の 強 化
② 卒 業 生 ・

O
B
人 材 （ 特 に 島 嶼 出 身

者 ・ 生 活 者 ） の コ ー デ ィ ネ ー タ ー化 及 び 人 材 バ ン ク 制 度 創 設
③ 島 嶼 等 自 治 体 か ら の 若 手 人 材 受 入

＆ 産 学 連 携 コ ー デ ィ ネ ー ト 実 務 研修 制 度 の 創 設

教 育 研 究 活 動 の 中 で 生 ま れ た 知 的
財 産 を 一 元 的 に 取 り 扱 い 、 維 持 ・ 管理 を 行 う と と も に 、 本 学 の 研 究 成 果を 広 く 社 会 に 還 元 す る た め の 戦 略 的な 知 的 財 産 活 動 を 推 進 し ま す 。 ま た 、産 学 官 連 携 活 動 に 伴 い 生 じ う る リ スク の マ ネ ジ メ ン ト に 努 め ま す 。

大 学 は 今 、 人 生

1 0 0

年 時 代 に お

い て 、 職 業 教 育 を 含 め て す べ て の 年代 の 方 に ひ ら か れ 、 学 び 直 し の で きる 生 涯 学 習 機 関 と し て 期 待 さ れ て いま す 。 本 学 で は 、 鹿 児 島 大 学 生 涯 学習 憲 章 を 定 め て お り 、 人 口 減 少 型 社会 を 見 据 え た 生 涯 学 習 の 質 的 転 換 に挑 み ま す 。
生 涯 学 習 部 門 は 、 そ の 推 進 機 関 と

し て の 役 割 を 担 っ て い ま す 。 青 年 期教 育 と 成 人 教 育 、 教 養 教 育 と 職 業 教育 な ど を 接 続 さ せ た 高 等 教 育 機 関 とし て の 生 涯 学 習 推 進 体 制 、 お よ び 地域 の 生 涯 学 習 の 再 構 築 に 向 け 、 学 校 、行 政 、 民 間 な ど と 協 働 し て 取 り 組 みま す 。

連 携 推 進 部 門

知 的 財 産  ・リ  ス  ク  マ  ネ ジ  メ  ン  ト 部 門

生 涯 学 習 部 門

特 許 出 願 件 数 ・ 実 施 契 約 件 数

0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

7 0

8 0

9 0
出 願 件 数

0

5

1 0

1 5

2 0

2 5
契 約 件 数

1 1
1 0

1 6

7

7

3

1 7

5 5

1 0

9

1 7

4 2

6 8
6 2

3 7

4 8

3 5

4 2 4 2
4 5

6 2

7 8

5 7

2 3

6 0

H 1 7 H 1 8 H 1 9 H 2 0 H 2 1 H 2 2 H 2 3 H 2 4 H 2 5 H 2 6 H 2 7 H 2 8 H 2 9年 度

※ 特 許 等 実 施 契 約 件 数 に は 、 特 許 ・ 商 標 ・ ソ フ ト ウ ェ ア ・ ノ ウ ハ ウ ・ マ テ

リ ア ル  等  を  含  む

特 許 出 願 件 数 特 許 等 実 施 契 約 件 数発 明 相 談 の 様 子

公 開 授 業 ガ イ ダ ン ス の 様 子

0 5 2 0 1 8 S u m m e r   N o. 2 0 8



特 集
地 域 に 貢 献 す る 人 材 と 知 の 集 約 す る 中 核 的 拠 点 へ
〜 「 南 九 州 ・ 南 西 諸 島 域 共 創 機 構 」 始 動 〜

産 学 連 携 は 着 実 に 鹿 児 島 地 域 に も
拡 が り つ つ あ り ま す が 、  「 小 粒 か つ 個別 テ ー マ が 多 い 」 事 案 が 多 い 実 態 があ り ま す 。

1件 あ た り の 共 同 研 究 費

は
1 0 0

万 円 未 満 が

4割 と い う 国 の

報 告 も あ り ま す 。 こ の 「 粒 」 を 「 より 大 き く 、 さ ら に 成 長 性 を 期 待 さ せる 粒 」 と し 、 新 し く 強 い 産 業 の 種 を創 出 し な く て は な り ま せ ん 。 そ の ため 、 連 携 推 進 部 門 で は 、 鹿 児 島 に 不足 す る 機 能 を 補 う た め の 、  「 社 会 共 創イ ニ シ ア テ ィ ブ 」  、  「 オ ー プ ン 実 証 ラボ 」  、  「 社 会 実 装 チ ー ム 」  、  「 学 内 ・ 学外 連 携 強 化 」 を 整 備 し ま す 。
［ 社 会 共 創 イ  ニ  シ  ア  テ  ィ  ブ ］

地 域 課 題 の 収 集 ・ 集 約 の 強 化地 域 課 題 の 包 括 的 な 収 集 ・ 集 約 と
大 学 の 知 的 資 源 の 効 果 的 提 供 を 図 るた め の 中 長 期 的 な 地 域 課 題 を 設 定 し 、

6分 野 （ 食 品 加 工 、 観 光 産 業 ・ 国 際 、
エ ネ ル ギ ー 、 農 林 畜 産 、 水 産 業 、 地域 防 災 ・ 医 療 ） の 学 部 横 断 的 な 教 員グ ル ー プ 等 に よ る 事 業 育 成 分 野 に よる 地 域 課 題 の 解 決 を 目 指 す 。

［ オ  ー  プ  ン 実 証 ラ  ボ ］
中 小 企 業  の 研 究 ・ 開 発 力 強 化県 内 の 中 小 企 業 と の 研 究 開 発 機 会

の 拡 大 と 研 究 成 果 の 可 視 化 （ 試 作 ・

プ ロ ト タ イ ピ ン グ ） に よ る 事 業 化 支援 の 充 実 を 図 る た め 、 地 域 一 帯 で の研 究 成 果 の 試 作 の 機 会 を 確 保 す る 。
オ ー プ ン 実 証 ラ ボ は 、 大 学 （ 南 九

州 ・ 南 西 諸 島 域 共 創 機 構 棟 及 び 学 内部 局 施 設 ） や 主 な 公 設 研 究 機 関 （ 民間 企 業 へ の 拡 張 、 離 島 の 未 利 用 施 設も 想 定 ） に 設 置 し 、 関 係 教 員 、 地 域の 公 設 研 究 機 関 や 中 小 企 業 が 集 い 、当 初 は 企 画 検 討 、 外 部 資 金 等 を 獲 得し た 上 で 試 作 や 技 術 評 価 を 行 う 。
［ 社 会 実 装 チ  ー  ム ］

本 学  の 研 究 成 果  の 展 開 及 び 社 会 実 装南 九 州 ・ 南 西 諸 島 域 を 中 心 と し て 、
技 術 移 転 活 動 の 支 援 の ほ か 、 行 政 との 連 携 、 公 的 資 金 の 活 用 や ビ ジ ネ スプ ラ ン 構 築 の 支 援 等 を 通 じ た 本 学 の研 究 成 果 の 社 会 実 装 を 目 指 す 。

［ 学 内 ・ 学 外 連 携  の 強 化 ］
① 産 学 ・ 地 域 連 携 本 部 機 能 強 化 及 び

教 員 等 の 配 置 に よ る イ ン タ ー フ ェイ ス 機 能 の 強 化
② 卒 業 生 ・

O
B
人 材 （ 特 に 島 嶼 出 身

者 ・ 生 活 者 ） の コ ー デ ィ ネ ー タ ー化 及 び 人 材 バ ン ク 制 度 創 設
③ 島 嶼 等 自 治 体 か ら の 若 手 人 材 受 入

＆ 産 学 連 携 コ ー デ ィ ネ ー ト 実 務 研修 制 度 の 創 設

教 育 研 究 活 動 の 中 で 生 ま れ た 知 的
財 産 を 一 元 的 に 取 り 扱 い 、 維 持 ・ 管理 を 行 う と と も に 、 本 学 の 研 究 成 果を 広 く 社 会 に 還 元 す る た め の 戦 略 的な 知 的 財 産 活 動 を 推 進 し ま す 。 ま た 、産 学 官 連 携 活 動 に 伴 い 生 じ う る リ スク の マ ネ ジ メ ン ト に 努 め ま す 。

大 学 は 今 、 人 生

1 0 0

年 時 代 に お

い て 、 職 業 教 育 を 含 め て す べ て の 年代 の 方 に ひ ら か れ 、 学 び 直 し の で きる 生 涯 学 習 機 関 と し て 期 待 さ れ て いま す 。 本 学 で は 、 鹿 児 島 大 学 生 涯 学習 憲 章 を 定 め て お り 、 人 口 減 少 型 社会 を 見 据 え た 生 涯 学 習 の 質 的 転 換 に挑 み ま す 。
生 涯 学 習 部 門 は 、 そ の 推 進 機 関 と

し て の 役 割 を 担 っ て い ま す 。 青 年 期教 育 と 成 人 教 育 、 教 養 教 育 と 職 業 教育 な ど を 接 続 さ せ た 高 等 教 育 機 関 とし て の 生 涯 学 習 推 進 体 制 、 お よ び 地域 の 生 涯 学 習 の 再 構 築 に 向 け 、 学 校 、行 政 、 民 間 な ど と 協 働 し て 取 り 組 みま す 。

連 携 推 進 部 門

知 的 財 産  ・リ  ス  ク  マ  ネ ジ  メ  ン  ト 部 門

生 涯 学 習 部 門

特 許 出 願 件 数 ・ 実 施 契 約 件 数

0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

7 0

8 0

9 0
出 願 件 数

0

5

1 0

1 5

2 0

2 5
契 約 件 数

1 1
1 0

1 6

7

7

3

1 7

5 5

1 0

9

1 7

4 2

6 8
6 2

3 7

4 8

3 5

4 2 4 2
4 5

6 2

7 8

5 7

2 3

6 0

H 1 7 H 1 8 H 1 9 H 2 0 H 2 1 H 2 2 H 2 3 H 2 4 H 2 5 H 2 6 H 2 7 H 2 8 H 2 9年 度

※ 特 許 等 実 施 契 約 件 数 に は 、 特 許 ・ 商 標 ・ ソ フ ト ウ ェ ア ・ ノ ウ ハ ウ ・ マ テ

リ ア ル  等  を  含  む

特 許 出 願 件 数 特 許 等 実 施 契 約 件 数発 明 相 談 の 様 子

公 開 授 業 ガ イ ダ ン ス の 様 子
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産 学 ・ 地 域 共 創 セ ン タ ー の 前 身 の
ひ と つ で あ る 「 か ご し ま

C
O
C
セ

ン タ ー 」 は 、 文 部 科 学 省 の 「 地 （ 知 ）の 拠 点 整 備 事 業 （ 通 称 「

C
O
C

事

業 」  ）  」 の 採 択 を 受 け 設 置 さ れ た セ ンタ ー で す 。 火 山 と 島 嶼 を 有 す る 鹿児 島 県 の 地 域 課 題 （ 防 災 、 災 害 時医 療 、 農 林 畜 産 業 ・ 水 産 業 、 水 、 エネ ル ギ ー 、 離 島 医 療 、 流 通 輸 送 、 地域 教 育 、 観 光 等 ） へ の 取 り 組 み を 通じ 、 こ れ ら の 課 題 に 果 敢 に 取 り 組 む人 材 の 養 成 を 目 指 し 活 動 を 行 っ て 来ま し た 。 特 に 鹿 児 島 県 の 自 治 体 と の組 織 間 協 働 連 携 の 下 、 地 域 課 題 の 解決 に あ た り 、 そ の 活 動 成 果 を 活 用 した 教 育 カ リ キ ュ ラ ム を 構 築 し て き まし た 。 そ し て 、 産 学 ・ 地 域 共 創 セ ンタ ー の 前 身 の も う 一 つ で あ る 産 学 官連 携 推 進 セ ン タ ー に は 、  「 地 （ 知 ） の拠 点 大 学 に よ る 地 方 創 生 推 進 事 業（ 通 称 「

C
O
C
+
事 業 」  ）  」 を 推 進 す

る  「

C
O
C
+
推 進 部 門 」  が 設 置 さ れ 、

学 卒 者 の 地 元 就 職 ・ 定 着 を 図 る た めの 各 種 事 業 が 行 わ れ て き ま し た 。
こ れ ら の 事 業 の う ち 、 か ご し ま

C
O
C
セ ン タ ー が 担 っ て い た 地 域 自

治 体 か ら の 課 題 収 集 に つ い て は 、 新セ ン タ ー の 「 社 会 共 創 イ ニ シ ア テ ィブ 」  、 産 学 官 連 携 推 進 セ ン タ ー の

C
O
C
+
推 進 部 門 が 担 っ て い た 学 卒

者 の 「 課 題 解 決 型 イ ン タ ー ン シ ッ プ 」や 「 雇 用 拡 大 ・ 創 出 に 向 け た 取 組 」に つ い て 、 産 学 ・ 地 域 共 創 セ ン タ ーの 連 携 推 進 部 門

C
O
C
+
グ ル ー プ に

引 き 継 ぐ こ と と し ま し た 。大 学 発  ベ  ン  チ  ャ  ー 創 出  ・技 術 経 営 に 関 す る 教 育
産 学 ・ 地 域 共 創 セ ン タ ー で は 、 大

学 発 ベ ン チ ャ ー 創 出 や 技 術 経 営 に 資す る 教 育 活 動 も 実 施 し て い ま す 。 学

部 学 生 向 け に は 、  「 起 業 ～ ビ ジ ネ スの 発 見 と 創 出 」  （ 前 期 ） を 開 講 し てい ま す 。 こ の 講 義 は 野 村 證 券 株 式会 社 及 び 鹿 児 島 銀 行 と の 連 携 協 定（
2 0 1 4

年

1 0月 締 結 ） に 基 づ き 、 起

業 マ イ ン ド を 持 つ 人 材 養 成 を 目 指 して い ま す 。
ま た 、 大 学 院 生 向 け に は 、  「 新 事

業 創 出 や 技 術 の 事 業 化 ・ 特 許 化 」  「 技術 と 経 営 の セ ン ス を 併 せ 持 っ た 人 材（ 高 度 専 門 的 職 業 人 ） 育 成 」 を 目 的 とし て ① 実 践 技 術 経 営 及 び 社 会 連 携 学

 

② 知 的 財 産 （ 特 許 ）

 

2科 目 を 開 講 し

て い ま す 。

大 学 発  ベ  ン  チ  ャ  ー 認 定及 び 支 援 制 度
鹿 児 島 大 学 の 教 員 ・ 学 生 が 興 し た

大 学 発 ベ ン チ ャ ー を 支 援 す る た め に2 0 1 6

年 に 「 国 立 大 学 法 人 鹿 児 島 大

学 発 ベ ン チ ャ ー 認 定 及 び 支 援 に 関 す る規 則 」 を 制 定 し ま し た 。 こ の 制 度 は 、認 定 の 手 続 き を 公 平 か つ 明 確 に し 、 ベン チ ャ ー ビ ジ ネ ス の 効 率 的 な 事 業 運 営や 大 学 へ の 利 益 還 元 及 び 社 会 へ の 貢 献活 動 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と し て い ます 。

2 0 1 8

年

3月 現 在 、 こ の 「 鹿 児

島 大 学 認 定 ベ ン チ ャ ー 」 に は

3社 が 認

定 さ れ て い ま す 。

産 学  ・  地 域 共 創 セ  ン  タ  ー が 実 施 し て  い  る地 域 志 向 教 育

新 事 業 ・ 起 業 家 育 成

■ 学 部 生 向 け
共 通 教 育 科 目 「 起 業 〜 ビ ジ ネ ス の 発 見 と 創 出 」

前 期 ・ 水 1 （ 2 単 位 ）

当 科 目 は 、 野 村 證 券 、 鹿 児 島 銀 行 と の 連 携 協 定 に 基 づ

き 開  講 し て い ま す 。

■ 大 学 院 生 向 け 〜 M O T 教 育 プ ロ グ ラ ム
大 学 院 全 学 横 断 的 教 育 プ ロ グ ラ ム 科 目

「 知 的 財 産 戦 略 構 築 実 務 論 」 　 「 技 術 経 営 と 社 会 連 携 」

前 期 ・ 不 定 期 土 曜 日 （ 2 単 位 ）

「 起 業 〜 ビ ジ ネ ス の 発 見 と 創 出 」 の 授 業 風 景

鹿 児 島 大 学 認 定 ベ ン チ ャ ー 称 号 記 授 与 式

0 62 0 1 8 S u m m e r   N o. 2 0 8

災 害 の 実 態 解 明 、 災 害 対 応 、 防 災
教 育 な ど 地 域 防 災 の 諸 課 題 に 地 域 と連 携 し て 取 り 組 ん で き た 「 地 域 防 災教 育 研 究 セ ン タ ー 」 と 、 地 震 予 知 、火 山 噴 火 予 知 研 究 を 推 進 す る 施 設 であ る 「 南 西 島 弧 地 震 火 山 観 測 所 」 とが 統 合 し 「 地 震 火 山 地 域 防 災 セ ンタ ー 」 と し て 今 年

4月 、 活 動 を 開 始

し ま し た 。
全 島 避 難 と な っ た 口 永 良 部 島 噴 火 、

2 0 1 6

年 の 熊 本 地 震 、 予 断 を 許 さ

な い 霧 島 新 燃 岳 等 、 そ し て 近 い 将 来 、大 噴 火 が 予 想 さ れ て い る 桜 島 と 、 近年 、 地 域 に お け る 地 震 災 害 、 火 山 災害 の 防 災 研 究 ・ 教 育 は よ り 一 層 重 要な 課 題 と な っ て い ま す 。 ま た 今 年

7

月 の 西 日 本 豪 雨 、

2 0 1 7

年

7月 の

九 州 北 部 豪 雨 に 見 る よ う に 、 わ が 国

で は 豪 雨 災 害 と そ れ に 伴 う 土 砂 災 害に よ っ て も 毎 年 多 数 の 犠 牲 者 が 出 てい ま す 。
新 組 織 で は 、 地 震 ・ 火 山 防 災 研 究

の 機 能 を 一 層 高 め る と と も に 豪 雨 ・土 砂 災 害 を は じ め と す る 多 様 な 災 害に 対 し て も 重 要 視 し 、 地 域 防 災 力 の向 上 に さ ら に 貢 献 し た い と 考 え て いま す 。

「 地 域 に 学 び 、 地 域 に 貢 献 す る 」 とい う タ イ ト ル の も と で 活 動 を 行 っ てい た 法 科 大 学 院 の 社 会 貢 献 分 野 を 継承 、 発 展 さ せ て き た の が 本 セ ン タ ーで す 。 法 科 大 学 院 の 教 育 活 動 の 中 で蓄 え た さ ま ざ ま な 「 教 育 資 産 」 を 有効 活 用 し た 社 会 貢 献 を 軸 と し て 活 動し て い ま す 。
主 な 活 動 は 、 法 学 分 野 の 教 育 研 究

デ ー タ ベ ー ス の 整 備 と 提 供 で す 。 中で も

A
I
技 術 を 利 用 し て い る 全 国 条

例 デ ー タ ベ ー ス は 他 に 類 を 見 な い 情報 量 と 機 能 を 誇 り 、 全 国 の 自 治 体 に広 く 活 用 さ れ て い ま す 。 ま た 、 裁 判官 、 検 察 官 、 弁 護 士 の ほ か 地 域 の 法律 系 専 門 職 の リ カ レ ン ト 教 育 や 、 一般 の 方 を 含 む 幅 広 い 層 へ の 法 学 セ ミナ ー 等 も 活 発 に 開 催 し て い ま す 。

当 セ ン タ ー
の 特 徴 は 、 最先 端 の

I
C
T

を 活 用 し た 遠隔 講 義 シ ス テム を 導 入 し てい る こ と で す 。九 州 沖 縄 の 各法 科 大 学 院 、さ ら に 中 央 大 学 、 早 稲 田 大 学 と 連 携 協定 を 結 び 、 居 な が ら に し て 複 数 の 法 科大 学 院 の 講 義 を 体 験 す る こ と が 可 能 です 。 法 曹 を 志 す 学 部 生 へ の 講 義 の ほ かリ カ レ ン ト 教 育 、 各 種 セ ミ ナ ー に お いて 、 国 内 ト ッ プ レ ベ ル の 情 報 と 知 識 の供 給 が 実 現 し て い ま す 。
一 方 、 法 律 相 談 な ど に よ っ て 現 場

で 実 践 的 に 学 ぶ 「 臨 床 法 学 教 育 活 動 」を 通 じ た 社 会 貢 献 も 継 続 し て 取 り 組ん で お り 、 地 域 か ら の 信 頼 と 期 待 を肌 で 感 じ て い ま す 。
全 国 的 に 弁 護 士 は 増 え て い る も

の の 、 地 方 と 大 都 市 圏 と の 格 差 は 広が っ て お り 、 鹿 児 島 で は 特 に 離 島 とい う 事 情 へ の 対 応 も 必 要 で す 。 地 域に よ る 「 司 法 の 格 差 」 の 解 消 に 向 けた 取 組 み を 、 今 後 も 進 め た い と 思 って い ま す 。

特 集
地 域 に 貢 献 す る 人 材 と 知 の 集 約 す る 中 核 的 拠 点 へ
〜 「 南 九 州 ・ 南 西 諸 島 域 共 創 機 構 」 始 動 〜

地 震 火 山 地 域 防 災 セ  ン  タ  ー︵ 附 属 南 西 島 弧 地 震 火 山 観 測 所 ︶

司 法 政 策 教 育 研 究 セ  ン  タ  ー

司 法 政 策 教 育 研 究 セ ン タ ー

セ ン タ ー 長  　 米 田 憲 市

地 震 火 山 地 域 防 災 セ ン タ ー

セ ン タ ー 長  　 地 頭 薗 隆

鹿 児 島 大 学 　 地 震 火 山 地 域 防 災 セ ン タ ー
地 域 に お け る 地 震 ・ 火 山 災 害 を は じ め と し た 防 災 研 究 ・ 防 災 教 育 の 中 核 的 セ ン タ ー

デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ 等 を 用 い た
防 災 情 報 の 地 域 へ の 発 信

気 象 台 等
防 災 機 関

（ 附 属 ）南 西 島 弧地 震 火 山 観 測 所

地 震 観 測 網
デ ー タ

火 山 噴 火
デ ー タ

地 震 火 山 防 災研 究 分 野

機 動 的 火 山観 測 用  レ  ー ダ  ー

気 象 水 象 地 盤 災 害 研 究 分 野災 害 医 療 総 合 防 災 研 究 分 野
防 災 教 育 推 進 部 門社 会 実 装 推 進 部 門

地 震 ・ 火 山 噴 火 予 知
研 究 協 議 会

市 町 村

国 ・ 県

他 大 学
研 究 機 関

リ ア ル  タ イ ム
地 震 ・ 火 山 情 報 の 提 供

調 査 研 究 推 進 部 門

連 携

災  害  デ  ー タ ベ  ー ス の
構 築

最 先 端 のI C T を 活 用 し た 遠 隔 講 義
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災 害 の 実 態 解 明 、 災 害 対 応 、 防 災
教 育 な ど 地 域 防 災 の 諸 課 題 に 地 域 と連 携 し て 取 り 組 ん で き た 「 地 域 防 災教 育 研 究 セ ン タ ー 」 と 、 地 震 予 知 、火 山 噴 火 予 知 研 究 を 推 進 す る 施 設 であ る 「 南 西 島 弧 地 震 火 山 観 測 所 」 とが 統 合 し 「 地 震 火 山 地 域 防 災 セ ンタ ー 」 と し て 今 年

4月 、 活 動 を 開 始

し ま し た 。
全 島 避 難 と な っ た 口 永 良 部 島 噴 火 、

2 0 1 6

年 の 熊 本 地 震 、 予 断 を 許 さ

な い 霧 島 新 燃 岳 等 、 そ し て 近 い 将 来 、大 噴 火 が 予 想 さ れ て い る 桜 島 と 、 近年 、 地 域 に お け る 地 震 災 害 、 火 山 災害 の 防 災 研 究 ・ 教 育 は よ り 一 層 重 要な 課 題 と な っ て い ま す 。 ま た 今 年

7

月 の 西 日 本 豪 雨 、

2 0 1 7

年

7月 の

九 州 北 部 豪 雨 に 見 る よ う に 、 わ が 国

で は 豪 雨 災 害 と そ れ に 伴 う 土 砂 災 害に よ っ て も 毎 年 多 数 の 犠 牲 者 が 出 てい ま す 。
新 組 織 で は 、 地 震 ・ 火 山 防 災 研 究

の 機 能 を 一 層 高 め る と と も に 豪 雨 ・土 砂 災 害 を は じ め と す る 多 様 な 災 害に 対 し て も 重 要 視 し 、 地 域 防 災 力 の向 上 に さ ら に 貢 献 し た い と 考 え て いま す 。

「 地 域 に 学 び 、 地 域 に 貢 献 す る 」 とい う タ イ ト ル の も と で 活 動 を 行 っ てい た 法 科 大 学 院 の 社 会 貢 献 分 野 を 継承 、 発 展 さ せ て き た の が 本 セ ン タ ーで す 。 法 科 大 学 院 の 教 育 活 動 の 中 で蓄 え た さ ま ざ ま な 「 教 育 資 産 」 を 有効 活 用 し た 社 会 貢 献 を 軸 と し て 活 動し て い ま す 。
主 な 活 動 は 、 法 学 分 野 の 教 育 研 究

デ ー タ ベ ー ス の 整 備 と 提 供 で す 。 中で も

A
I
技 術 を 利 用 し て い る 全 国 条

例 デ ー タ ベ ー ス は 他 に 類 を 見 な い 情報 量 と 機 能 を 誇 り 、 全 国 の 自 治 体 に広 く 活 用 さ れ て い ま す 。 ま た 、 裁 判官 、 検 察 官 、 弁 護 士 の ほ か 地 域 の 法律 系 専 門 職 の リ カ レ ン ト 教 育 や 、 一般 の 方 を 含 む 幅 広 い 層 へ の 法 学 セ ミナ ー 等 も 活 発 に 開 催 し て い ま す 。

当 セ ン タ ー
の 特 徴 は 、 最先 端 の

I
C
T

を 活 用 し た 遠隔 講 義 シ ス テム を 導 入 し てい る こ と で す 。九 州 沖 縄 の 各法 科 大 学 院 、さ ら に 中 央 大 学 、 早 稲 田 大 学 と 連 携 協定 を 結 び 、 居 な が ら に し て 複 数 の 法 科大 学 院 の 講 義 を 体 験 す る こ と が 可 能 です 。 法 曹 を 志 す 学 部 生 へ の 講 義 の ほ かリ カ レ ン ト 教 育 、 各 種 セ ミ ナ ー に お いて 、 国 内 ト ッ プ レ ベ ル の 情 報 と 知 識 の供 給 が 実 現 し て い ま す 。
一 方 、 法 律 相 談 な ど に よ っ て 現 場

で 実 践 的 に 学 ぶ 「 臨 床 法 学 教 育 活 動 」を 通 じ た 社 会 貢 献 も 継 続 し て 取 り 組ん で お り 、 地 域 か ら の 信 頼 と 期 待 を肌 で 感 じ て い ま す 。
全 国 的 に 弁 護 士 は 増 え て い る も

の の 、 地 方 と 大 都 市 圏 と の 格 差 は 広が っ て お り 、 鹿 児 島 で は 特 に 離 島 とい う 事 情 へ の 対 応 も 必 要 で す 。 地 域に よ る 「 司 法 の 格 差 」 の 解 消 に 向 けた 取 組 み を 、 今 後 も 進 め た い と 思 って い ま す 。

特 集
地 域 に 貢 献 す る 人 材 と 知 の 集 約 す る 中 核 的 拠 点 へ
〜 「 南 九 州 ・ 南 西 諸 島 域 共 創 機 構 」 始 動 〜

地 震 火 山 地 域 防 災 セ  ン  タ  ー︵ 附 属 南 西 島 弧 地 震 火 山 観 測 所 ︶

司 法 政 策 教 育 研 究 セ  ン  タ  ー

司 法 政 策 教 育 研 究 セ ン タ ー

セ ン タ ー 長  　 米 田 憲 市

地 震 火 山 地 域 防 災 セ ン タ ー

セ ン タ ー 長  　 地 頭 薗 隆

鹿 児 島 大 学 　 地 震 火 山 地 域 防 災 セ ン タ ー
地 域 に お け る 地 震 ・ 火 山 災 害 を は じ め と し た 防 災 研 究 ・ 防 災 教 育 の 中 核 的 セ ン タ ー

デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ 等 を 用 い た
防 災 情 報 の 地 域 へ の 発 信

気 象 台 等
防 災 機 関

（ 附 属 ）南 西 島 弧地 震 火 山 観 測 所

地 震 観 測 網
デ ー タ

火 山 噴 火
デ ー タ

地 震 火 山 防 災研 究 分 野

機 動 的 火 山観 測 用  レ  ー ダ  ー

気 象 水 象 地 盤 災 害 研 究 分 野災 害 医 療 総 合 防 災 研 究 分 野
防 災 教 育 推 進 部 門社 会 実 装 推 進 部 門

地 震 ・ 火 山 噴 火 予 知
研 究 協 議 会

市 町 村

国 ・ 県

他 大 学
研 究 機 関

リ ア ル  タ イ ム
地 震 ・ 火 山 情 報 の 提 供

調 査 研 究 推 進 部 門

連 携

災  害  デ  ー タ ベ  ー ス の
構 築

最 先 端 のI C T を 活 用 し た 遠 隔 講 義
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矢 吹

 

　 映
や ネ  コ  に と  っ  て 有 害 だ と い  う こ と 。 イヌ に ブ ド ウ を 食 べ さ せ て は い け な い話 。  ユ リ 科 の 植 物 を 口 に す る だ け でネ  コ  が 死 ぬ 話 。 知 ら な  い  と 危 な  い 物 が身 の 周 り に た く さ ん あ る と い  う こ とに 改 め て 気 づ く 。

　 慢 性 の 腎 臓 病 に  つ  い て も 、 飲 む 水
の 量 、 尿 の 量 や 回 数 を 注 意 深 く 見 るこ と の 必 要 性 が 説 か れ る 。 水 を 飲 みす ぎ る か ら 尿 の 量 が 多 い  、 と 考 え がち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 を多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ とい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ント  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と がで  き ま す 」

　
1 0年 く ら い 前 か ら ネ

コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発す る よ う に な っ た 。 特発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が

大 き く 影 響 し て お り 、 特 に フ ー ド 付き ト イ  レ は ネ  コ  に と  っ  て  ス  ト  レ  ス  の 元 にな る 。 通 常 は 1 週 間 く ら い で 自 然 に治 る が  、 ネ  コ 自 身 の 交 感 神 経 系 や ホル  モ  ン  の 乱 れ 、 肥 満 、 膀 胱 の  バ  リ ア 低下 な ど 諸 条 件 と 重 な る こ と で 重 症 化を 招 く こ と も あ り 、 最 悪 の 場 合 は 死に 至 る こ と も あ る と い う  。  「 治 療 は 、飼 い 主 に 対 す る ネ コ の 飼 い 方 指 導 です 」  。 動 物 を 飼 う 人 間 の 責 任 に  つ いて 、 矢 吹 先 生 は 力 を こ め た 。
　 十 数 年 前 か ら 続 け ら れ て  い る 講 座

は 例 年 人 気 が 高 く 、  一  昨 年 、 定 員 を倍 の 3 0 0 人 に 増 や し た 。 広 い 講 義室 を 大 勢 の 学 生 が 占 め 、 動 物  へ  の 高い 関 心 が 伝 わ  っ  て く る 。 中 で も 熱 心 に聴 講 す る 学 生 に 尋 ね た と こ ろ 共 同 獣医 学 部 生 だ と い  う  。  「 1 年 生 の う ち から 専 門 性 の 高 い 勉 強 が で き て 面 白 い  。興 味 深 い 話 を 聴 く こ と が で き て 2 年生 か ら の 勉 強 も 楽 し み で す 」 と 、 目を 輝 か  せ る 姿 が 印 象 に 残  っ  た 。

ち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 をち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 を多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ と多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ とい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ンい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ント  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階ト  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と が

年 く ら い 前 か ら ネ年 く ら い 前 か ら ネ年 く ら い 前 か ら ネ年 く ら い 前 か ら ネ年 く ら い 前 か ら ネ年 く ら い 前 か ら ネ年 く ら い 前 か ら ネ年 く ら い 前 か ら ネ年 く ら い 前 か ら ネ年 く ら い 前 か ら ネ年 く ら い 前 か ら ネ年 く ら い 前 か ら ネ年 く ら い 前 か ら ネ年 く ら い 前 か ら ネ年 く ら い 前 か ら ネ年 く ら い 前 か ら ネ年 く ら い 前 か ら ネ年 く ら い 前 か ら ネ年 く ら い 前 か ら ネ

コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発す る よ う に な っ た 。 特す る よ う に な っ た 。 特す る よ う に な っ た 。 特す る よ う に な っ た 。 特す る よ う に な っ た 。 特す る よ う に な っ た 。 特す る よ う に な っ た 。 特す る よ う に な っ た 。 特す る よ う に な っ た 。 特す る よ う に な っ た 。 特す る よ う に な っ た 。 特す る よ う に な っ た 。 特す る よ う に な っ た 。 特す る よ う に な っ た 。 特す る よ う に な っ た 。 特す る よ う に な っ た 。 特す る よ う に な っ た 。 特す る よ う に な っ た 。 特す る よ う に な っ た 。 特す る よ う に な っ た 。 特発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が
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　 共 同 獣 医 学 部 の 教 員

1 5人 が 毎 週 交

代 で 教 壇 に 立 ち 、  動 物 の 病 気 に  つ  い  てオ ム  ニ  バ  ス 形 式 で 展 開 す る 共 通 教 育 講座 。  講 義 は  「 動 物 の 体 の 形 態 的 構 造 およ び 機 能 」  「 薬 に 対 す る 反 応 」  「 病 気 の要 因 」  な ど 概 論 か ら  「 人 と 動 物 の 共 通感 染 症 」  「 伴 侶 動 物 の が ん 治 療 」  「 使 役犬 の 関 節 疾 患 」  な ど 具 体 的 な 内 容 の タイ ト  ル が 並 ぶ 。  動 物 病 院 で  の 臨 床 事 例か ら 、  あ る  い  は 最 新 の 研 究 成 果 や  ト  ピ  ック を も と に 伝 え ら れ る 動 物 の 話 に は 学生 の 注 目 度 も 高 く 、  例 年 多 く  の 受 講 生を 集 め  て  い  る 。  農 業 県  ・  鹿 児 島 に 立 地 する 本 学 な ら  で  は 、  の 講 義 を 覗  い  て  み た

。

　 こ の 日 の 授 業 は 、 実 際 に 動 物 病 院
で の 臨 床 に も あ た る 矢 吹 映 先 生 に よる 「 動 物 の 腎 泌 尿 器 疾 患 」  。 腎 臓 の構 造 と 機 能 に  つ  い  て  、 イ ヌ や ネ  コ  、 ウシ  、 ブ タ な ど と 人 間 を 対 比 し な が ら話 が 進 め ら れ る  。  「 脳 の 次 に 複 雑 な 機能 を 持 つ の が 腎 臓 」  。 尿 を 作 る ほ か  、血 圧 や 体 液 成 分 の 調 整 な ど 複 雑 な 働き を 行  っ  て  い  て  、 構 造 的 に は さ ら に 複雑 に 分 化 し て  い  る と い  う  。  「 分 化 が 進ん  で  い  る 臓 器 は 1 回 壊 れ る と 、 な か な

「 動 物 の 病 気 」

（ 共 通 教 育 科 目 ）

農 水 産 獣 医 学 域 獣 医 学 系

 共 同 獣 医 学 部
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先 生

鹿 児 島 大 学 農 水 産 獣 医 学 域 獣 医 学 系 共 同 獣 医 学 部

獣 医 学 科 臨 床 獣 医 学

［ 学 位 ］ 博 士 （ 獣 医 学 ） 東 京 大 学

［ 所 属 学 会 ］ 日 本 獣 医 学 会 、 日 本 腎 臓 学 会 、 日 本 獣 医 腎

泌 尿 器 学 会 、 日 本 獣 医 臨 床 病 理 学 会

［ 専 門 分 野 ］ 腎 臓 病 理 学 、 獣 医 腎 泌 尿 器 学 、 獣 医 臨

床 病 理 学

［ 研 究 テ ー マ ］ 犬 と 猫 の 腎 疾 患 の 病 態 メ カ ニ ズ ム

矢 吹 　 映 (  や ぶ き ・ あ き ら ) 准 教 授  

脳 に 次 ぐ 複 雑 な 臓 器

か 元 に 戻 ら な い  の で す 」  。  の ん 気 な わが 家 の 愛 犬 の 顔 が ち ら  つ く と 同 時 に 、自 分 の 食 生 活 も ち ら  っ  と 気 に な る  。
　 動 物 の 腎 臓 病 も ほ ぼ  ヒ ト と 同 様 で  、

慢 性 の も の と 急 性 の も の が あ る と いう  。 が  、 動 物 の 病 気 は あ  っ  と い  う 間 に悪 く な り 、 命 を 落 と し て  し ま う ケ ー  スが 少 な く な い と 先 生 は 話 す  。 薬 物 や毒 物 を 食  べ  る 、 あ る  い  は 感 染 症 に か かる 、 ま た 脱 水 に よ  っ  て も 急 性 腎 障 害 が起 こ る の だ と  い  う  。 点 滴 や 利 尿 剤 に よる 治 療 を 行 う の が  一  般 的 で  、 人 間 の よう に 人 口 透 析 に よ  っ  て 命 を 永 ら え  る こと は で き な  い  。 急 性 腎 不 全 に か か  っ  て助 か る 動 物 は 5 割 以 下 。 治  っ  て も 元の よ う な 健 康 体 に 戻 る こ と は ほ ぼ ない  、 と  い  う 話 に 切 な く な る  。
　 「 気 を  つ け な き ゃ  い け な い  の は 無 闇

な 薬 の 接 種 。 そ し て ネ コ は 特 に 熱 があ る か ら と い  っ て 安 易 に 解 熱 剤 を 飲ま せ て は い け ま せ ん 」  。 そ の ほ か  、 動物 が 避 け る  べ  き 食 べ  物 や 薬 剤 に  つ  い  ての 解 説 が 続 く 。 ジ  ェ  ル タ  イ プ  の 保 冷 剤に 入  っ  て  い  る  エ  チ  レ  ン グ リ  コ  ー  ル は イ ヌ

身 近 な 動 物 と 人 の 病 気 を 知 る

潜 入 ル ポ

～ 学 び の 部 屋 ～

0 82 0 1 8 S u m m e r        K A D AI J O U R N AL N o. 2 0 80 9 2 0 1 8 S u m m e r        K A D AI J O U R N AL N o. 2 0 8

知 ら な い と コ ワ いや  っ  て は い け な い こ と 。

ヒ ト に や さ し く 、ネ コ に き び し い 環 境

　 共 同 獣 医 学 部 6 年 間 で 体 の 構
造 、 機 能 、 生 理 か ら 始 ま  っ  て 病 原体 、 腫 瘍 、 治 療 と 勉 強 が 進 ん  で  いく の で す が  、 本 講 義 は 、 そ の 6 年間 の 学 び を 集 約 し た 形 で 進 め て  いま す  。

　 講 義 は 、 若 手 の 教 員 が 中 心 と
な  っ  て 行  っ  て  い  ま す  。 獣 医 学 を 目 指す 学 生 は も ち ろ ん 、 文 系 の 学 生 に

も わ か り や す  い  授 業 を 工 夫 す る こ と で  、 教 員 の 授 業 ス  キ  ル  を磨 く と  い  う 狙  い  も あ り ま す  。 受 講 生 は 、 動 物 の 病 気 に  つ  い  て幅 広  い 知 識 を 得 て  、 身 近 な 人 た ち に も 正 し  い 情 報 を 伝 え  てほ  し  い  と 願  っ  て  い  ま す  。

共 同 獣 医 学 部

 三 好

 宣 彰

 教 授

「 動 物 の 病 気 」  講 義 コ ー デ  ィ ネ ー タ ー



矢 吹

 

　 映
や ネ  コ  に と  っ  て 有 害 だ と い  う こ と 。 イヌ に ブ ド ウ を 食 べ さ せ て は い け な い話 。  ユ リ 科 の 植 物 を 口 に す る だ け でネ  コ  が 死 ぬ 話 。 知 ら な  い  と 危 な  い 物 が身 の 周 り に た く さ ん あ る と い  う こ とに 改 め て 気 づ く 。

　 慢 性 の 腎 臓 病 に  つ  い て も 、 飲 む 水
の 量 、 尿 の 量 や 回 数 を 注 意 深 く 見 るこ と の 必 要 性 が 説 か れ る 。 水 を 飲 みす ぎ る か ら 尿 の 量 が 多 い  、 と 考 え がち だ が  、 多 尿 に よ  っ て 喉 が 渇 き 水 を多 量 に 飲 む 、 こ と の 方 が 多 い の だ とい  う  。  「 症 状 が 出 る 前 に ど れ だ け  コ  ント  ロ  ー  ル す る か と い  う こ と 。 早 い 段 階で 気 づ  い て ケ ア す る こ と が で き れ ば 、病 気 が あ  っ  て も 寿 命 を 延 ば す こ と がで  き ま す 」

　
1 0年 く ら い 前 か ら ネ

コ に 特 別 な 病 気 が 頻 発す る よ う に な っ た 。 特発 性 膀 胱 炎 （ FI C ）と 呼 ば れ る 病 気 だ 。 室内 飼 育 や 騒 音 、 多 頭 飼育 な ど の 環 境 ス  ト  レ  ス  が

大 き く 影 響 し て お り 、 特 に フ ー ド 付き ト イ  レ は ネ  コ  に と  っ  て  ス  ト  レ  ス  の 元 にな る 。 通 常 は 1 週 間 く ら い で 自 然 に治 る が  、 ネ  コ 自 身 の 交 感 神 経 系 や ホル  モ  ン  の 乱 れ 、 肥 満 、 膀 胱 の  バ  リ ア 低下 な ど 諸 条 件 と 重 な る こ と で 重 症 化を 招 く こ と も あ り 、 最 悪 の 場 合 は 死に 至 る こ と も あ る と い う  。  「 治 療 は 、飼 い 主 に 対 す る ネ コ の 飼 い 方 指 導 です 」  。 動 物 を 飼 う 人 間 の 責 任 に  つ いて 、 矢 吹 先 生 は 力 を こ め た 。
　 十 数 年 前 か ら 続 け ら れ て  い る 講 座

は 例 年 人 気 が 高 く 、  一  昨 年 、 定 員 を倍 の 3 0 0 人 に 増 や し た 。 広 い 講 義室 を 大 勢 の 学 生 が 占 め 、 動 物  へ  の 高い 関 心 が 伝 わ  っ  て く る 。 中 で も 熱 心 に聴 講 す る 学 生 に 尋 ね た と こ ろ 共 同 獣医 学 部 生 だ と い  う  。  「 1 年 生 の う ち から 専 門 性 の 高 い 勉 強 が で き て 面 白 い  。興 味 深 い 話 を 聴 く こ と が で き て 2 年生 か ら の 勉 強 も 楽 し み で す 」 と 、 目を 輝 か  せ る 姿 が 印 象 に 残  っ  た 。
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　 共 同 獣 医 学 部 の 教 員

1 5人 が 毎 週 交

代 で 教 壇 に 立 ち 、  動 物 の 病 気 に  つ  い  てオ ム  ニ  バ  ス 形 式 で 展 開 す る 共 通 教 育 講座 。  講 義 は  「 動 物 の 体 の 形 態 的 構 造 およ び 機 能 」  「 薬 に 対 す る 反 応 」  「 病 気 の要 因 」  な ど 概 論 か ら  「 人 と 動 物 の 共 通感 染 症 」  「 伴 侶 動 物 の が ん 治 療 」  「 使 役犬 の 関 節 疾 患 」  な ど 具 体 的 な 内 容 の タイ ト  ル が 並 ぶ 。  動 物 病 院 で  の 臨 床 事 例か ら 、  あ る  い  は 最 新 の 研 究 成 果 や  ト  ピ  ック を も と に 伝 え ら れ る 動 物 の 話 に は 学生 の 注 目 度 も 高 く 、  例 年 多 く  の 受 講 生を 集 め  て  い  る 。  農 業 県  ・  鹿 児 島 に 立 地 する 本 学 な ら  で  は 、  の 講 義 を 覗  い  て  み た

。

　 こ の 日 の 授 業 は 、 実 際 に 動 物 病 院
で の 臨 床 に も あ た る 矢 吹 映 先 生 に よる 「 動 物 の 腎 泌 尿 器 疾 患 」  。 腎 臓 の構 造 と 機 能 に  つ  い  て  、 イ ヌ や ネ  コ  、 ウシ  、 ブ タ な ど と 人 間 を 対 比 し な が ら話 が 進 め ら れ る  。  「 脳 の 次 に 複 雑 な 機能 を 持 つ の が 腎 臓 」  。 尿 を 作 る ほ か  、血 圧 や 体 液 成 分 の 調 整 な ど 複 雑 な 働き を 行  っ  て  い  て  、 構 造 的 に は さ ら に 複雑 に 分 化 し て  い  る と い  う  。  「 分 化 が 進ん  で  い  る 臓 器 は 1 回 壊 れ る と 、 な か な

「 動 物 の 病 気 」

（ 共 通 教 育 科 目 ）

農 水 産 獣 医 学 域 獣 医 学 系

 共 同 獣 医 学 部

獣 医 学 科

 臨 床 獣 医 学

 准 教 授

先 生

鹿 児 島 大 学 農 水 産 獣 医 学 域 獣 医 学 系 共 同 獣 医 学 部

獣 医 学 科 臨 床 獣 医 学

［ 学 位 ］ 博 士 （ 獣 医 学 ） 東 京 大 学

［ 所 属 学 会 ］ 日 本 獣 医 学 会 、 日 本 腎 臓 学 会 、 日 本 獣 医 腎

泌 尿 器 学 会 、 日 本 獣 医 臨 床 病 理 学 会

［ 専 門 分 野 ］ 腎 臓 病 理 学 、 獣 医 腎 泌 尿 器 学 、 獣 医 臨

床 病 理 学

［ 研 究 テ ー マ ］ 犬 と 猫 の 腎 疾 患 の 病 態 メ カ ニ ズ ム

矢 吹 　 映 (  や ぶ き ・ あ き ら ) 准 教 授  

脳 に 次 ぐ 複 雑 な 臓 器

か 元 に 戻 ら な い  の で す 」  。  の ん 気 な わが 家 の 愛 犬 の 顔 が ち ら  つ く と 同 時 に 、自 分 の 食 生 活 も ち ら  っ  と 気 に な る  。
　 動 物 の 腎 臓 病 も ほ ぼ  ヒ ト と 同 様 で  、

慢 性 の も の と 急 性 の も の が あ る と いう  。 が  、 動 物 の 病 気 は あ  っ  と い  う 間 に悪 く な り 、 命 を 落 と し て  し ま う ケ ー  スが 少 な く な い と 先 生 は 話 す  。 薬 物 や毒 物 を 食  べ  る 、 あ る  い  は 感 染 症 に か かる 、 ま た 脱 水 に よ  っ  て も 急 性 腎 障 害 が起 こ る の だ と  い  う  。 点 滴 や 利 尿 剤 に よる 治 療 を 行 う の が  一  般 的 で  、 人 間 の よう に 人 口 透 析 に よ  っ  て 命 を 永 ら え  る こと は で き な  い  。 急 性 腎 不 全 に か か  っ  て助 か る 動 物 は 5 割 以 下 。 治  っ  て も 元の よ う な 健 康 体 に 戻 る こ と は ほ ぼ ない  、 と  い  う 話 に 切 な く な る  。
　 「 気 を  つ け な き ゃ  い け な い  の は 無 闇

な 薬 の 接 種 。 そ し て ネ コ は 特 に 熱 があ る か ら と い  っ て 安 易 に 解 熱 剤 を 飲ま せ て は い け ま せ ん 」  。 そ の ほ か  、 動物 が 避 け る  べ  き 食 べ  物 や 薬 剤 に  つ  い  ての 解 説 が 続 く 。 ジ  ェ  ル タ  イ プ  の 保 冷 剤に 入  っ  て  い  る  エ  チ  レ  ン グ リ  コ  ー  ル は イ ヌ

身 近 な 動 物 と 人 の 病 気 を 知 る

潜 入 ル ポ

～ 学 び の 部 屋 ～
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知 ら な い と コ ワ いや  っ  て は い け な い こ と 。

ヒ ト に や さ し く 、ネ コ に き び し い 環 境

　 共 同 獣 医 学 部 6 年 間 で 体 の 構
造 、 機 能 、 生 理 か ら 始 ま  っ  て 病 原体 、 腫 瘍 、 治 療 と 勉 強 が 進 ん  で  いく の で す が  、 本 講 義 は 、 そ の 6 年間 の 学 び を 集 約 し た 形 で 進 め て  いま す  。

　 講 義 は 、 若 手 の 教 員 が 中 心 と
な  っ  て 行  っ  て  い  ま す  。 獣 医 学 を 目 指す 学 生 は も ち ろ ん 、 文 系 の 学 生 に

も わ か り や す  い  授 業 を 工 夫 す る こ と で  、 教 員 の 授 業 ス  キ  ル  を磨 く と  い  う 狙  い  も あ り ま す  。 受 講 生 は 、 動 物 の 病 気 に  つ  い  て幅 広  い 知 識 を 得 て  、 身 近 な 人 た ち に も 正 し  い 情 報 を 伝 え  てほ  し  い  と 願  っ  て  い  ま す  。

共 同 獣 医 学 部

 三 好

 宣 彰

 教 授

「 動 物 の 病 気 」  講 義 コ ー デ  ィ ネ ー タ ー
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誰 か の 言 う こ と を 鵜 呑 み に し な い で 、 い ろ ん な 世 界 を 経 験 し 、

突 き 抜 け て し ま え ば い い ん じ ゃ な い か な 。

自 分 の フ ィ ル タ ー を 通 し て 発 信 す る と い う こ と を や っ て み る 。

ア ー テ ィ ス ト ・ イ ラ ス ト レ ー タ ー

篠 崎 理 一 郎 （ し の ざ き り い ち ろ う ） 　

O B
く 見 せ よ う と 背 伸 び して も だ め で 、  い  ま 自 分

が 持  っ て い る も の 、 表 現 で きる も の を そ の ま ま 出 す 方 が 響く と 思 い  ま す 」  。 篠 崎 理  一  郎 さん は 会 話 の 中 で 、 何 度 か そ う繰 り 返 し た 。 子 ど も の 頃 か ら絵 を 描 く こ と が 好 き で 、 ふ すま な ど に 漫 画 の 落 書 き を す る子 だ  っ た が  、 高 校 生 ま で は スポ ー ツ 少 年 だ  っ た 。 大 学 で 理学 部 に 入 っ た の を 機 に 、  一  人で も 続 け ら れ る 趣 味 を 持 と うと 美 術 部 に 入 部 。 最 初 は 油彩 で 風 景 画 な ど を 描 い  て  い たが  、 ア  イ デ  ィ ア を 練 る と き に走 ら せ て  い  る 線 の 面 白 さ に 気づ く 。

「 見 た ま ま を き れ い に

絵 に 描  い  て 終 わ る よ り 、  パ  ズ  ルと か だ ま し 絵 も 取 り 入 れ て  、な ん じ ゃ こ り ゃ 、 と い う と ころ か ら 入  っ て い け た ら 面 白 いか な と 。 自 分 自 身 も 飽 き が こな  い 作 品 を 作 り た  い  し … 」
　 卒 業 後 も 理 工 学 研 究 科 で

数 学 を 研 究 す る 傍 ら 、 主 に  ペン に よ る ド ロ ー イ ン グ で 日 常風 景 や 町 並 み 、 人 物 、 人 工物 な ど 、 断 片 的 で あ り な がら 繋 が  っ て  い る よ う な 独 特 な

世 界 を 描 き 続 け て き た 。  「 数学 は 答 え を 求 め る も の だ けど 、 ア ー ト は 答 え が な い も の」  。 2 つ の 道 を 自 分 の 中 で 融合 さ せ 、 バ ラ ン  ス を と り な がら 卒 業 後 は 普 通 に 働 く つ もり だ  っ た 。 実 際 に 企 業 に 就 職し た が 「 い ず れ そ う な る 時 がく る か な と は 思  っ て い た の です が 、 い ざ 就 職 し た ら 、 そ の時 は す ぐ 来 ま し た 」  。 就 職 した こ と で 、 自 分 自 身 が 本 当に や り た い こ と 、 や る べ  き こと が 見 え た 、 と 篠 崎 さ ん は独 立 当 時 を 振 り 返 る 。  「 思 いつ き で 行 動 す る タ  イ プ で は なか  っ た の に 、 ル ー ト か ら 飛 び降 り て  し ま  い  ま し た

」

　 現 在 、 鹿 児 島 を 本 拠 地 と
し て 、 県 内 外 で の 展 覧 会 やア ー ト プ  ロ  ジ  ェ  ク ト で 作 品 を 発表 す る ほ か  、 国 内 外 の  バ  ッ グ  、ジ ー  ン  ズ  の ブ ラ  ン ド と の  コ  ラ ボレ  ー  シ  ョ  ン  や  コ  マ  ー  シ  ャ  ル 中 の 作画 な ど を 手 が け て  い  る 。 最 近嬉 し か  っ た 仕 事 は 「

T
K fr

o
m

 

凛 と し て 時 雨 」  、  「

T
H

U
R
S

-

D
A
Y

’S 
Y

O
U

T
H

」 な ど ミ  ュ ー

ジ シ ャ ン と の コ ラ ボ  。 ミ  ュ ージ  ッ  ク  ビ デ  オ の ア ー ト ワ  ー ク や

グ  ッ  ズ  の イ ラ ス  ト 、 デ ザ  イ  ン など に 携 わ る 機 会 を 得 た 。  「 メデ  ィ ア 越 し に 見 て  い た 人 と 出会 え 、  一  緒 に 仕 事 が で き る のは 不 思 議 。 ラ ッ キ ー で し た 」と 笑 う  。 以 前 は 東 京 で 活 動 する こ と も 考 え た が  、 今 は 「 どこ に 住 ん で  い て も 情 報 発 信 でき る 。 鹿 児 島 は 、 ア ー ト の 需要 は 少 な  い 半 面 、 制 作 に 集 中で  き る 環 境 が あ る 」 と  い  う  。
　 後 輩  へ  の  メ  ッ  セ ー ジ を 尋 ね る

と 「 僕 自 身 S N S 活 用 し てネ ッ ト ワ ー ク を 広 げ 、 足 を 運ん で い ろ い ろ 体 感 す る 、 と いう こ と を や  っ て き ま し た 。 実際 に 知 る と 、 興 味 な い と 思  って  い た こ と が 面 白 か  っ た り する 。 そ う や  っ て 受 け 取 っ た もの を  一  回 自 分 の フ  ィ  ル タ ー に かけ て 、 自 分 ら し く 表 現 す る 。そ う い う こ と を や  っ て き ま した 。 誰 か の 言  っ た こ と を 鵜 呑み に す る の で は な く 、 な ん でも  い  い  か ら 自 分 で や り 続 け て 、突 き 抜 け て  い  っ  た ら  い  い  と 思 いま す 」  。 後 輩  へ  の メ  ッ  セ ー ジ には 、 決 し て ラ ッ キ ー だ け で はな い  、 自 分 の 道 を 切 り ひ ら いて  き た 足 跡 が 見 え た 。

鹿 児 島 県 出 身 。 2 0 1 3 年 鹿 児 島 大 学 大 学 院 理 工 学 研 究 科 数 理 情 報 科 学 専 攻 修 了 。 学 生 時 代 か ら ペ ン 画 を 駆 使 し た ド ロ ー イ ン グ 作 品 を 県 内

外 の 展 覧 会 や ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト に て 発 表 。 近 年 「 T Kfr o m 凛 と し て 時 雨 」 ら ミ ュ ー ジ シ ャ ン の コ ラ ボ グ ッ ズ 他 、J o h n b ull 、

M a n h att a n P ort a g e と い っ た フ ァ ッ シ ョ ン ブ ラ ン ド や 企 業 広 告 等 の ア ー ト ワ ー ク を 担 当 。 2 0 1 8 年 2 月 霧 島 ア ー ト の 森 美 術 館 に て 個 展 を 開 催 。
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誰 か の 言 う こ と を 鵜 呑 み に し な い で 、 い ろ ん な 世 界 を 経 験 し 、

突 き 抜 け て し ま え ば い い ん じ ゃ な い か な 。

自 分 の フ ィ ル タ ー を 通 し て 発 信 す る と い う こ と を や っ て み る 。

ア ー テ ィ ス ト ・ イ ラ ス ト レ ー タ ー

篠 崎 理 一 郎 （ し の ざ き り い ち ろ う ） 　

O B
く 見 せ よ う と 背 伸 び して も だ め で 、  い  ま 自 分

が 持  っ て い る も の 、 表 現 で きる も の を そ の ま ま 出 す 方 が 響く と 思 い  ま す 」  。 篠 崎 理  一  郎 さん は 会 話 の 中 で 、 何 度 か そ う繰 り 返 し た 。 子 ど も の 頃 か ら絵 を 描 く こ と が 好 き で 、 ふ すま な ど に 漫 画 の 落 書 き を す る子 だ  っ た が  、 高 校 生 ま で は スポ ー ツ 少 年 だ  っ た 。 大 学 で 理学 部 に 入 っ た の を 機 に 、  一  人で も 続 け ら れ る 趣 味 を 持 と うと 美 術 部 に 入 部 。 最 初 は 油彩 で 風 景 画 な ど を 描 い  て  い たが  、 ア  イ デ  ィ ア を 練 る と き に走 ら せ て  い  る 線 の 面 白 さ に 気づ く 。

「 見 た ま ま を き れ い に

絵 に 描  い  て 終 わ る よ り 、  パ  ズ  ルと か だ ま し 絵 も 取 り 入 れ て  、な ん じ ゃ こ り ゃ 、 と い う と ころ か ら 入  っ て い け た ら 面 白 いか な と 。 自 分 自 身 も 飽 き が こな  い 作 品 を 作 り た  い  し … 」
　 卒 業 後 も 理 工 学 研 究 科 で

数 学 を 研 究 す る 傍 ら 、 主 に  ペン に よ る ド ロ ー イ ン グ で 日 常風 景 や 町 並 み 、 人 物 、 人 工物 な ど 、 断 片 的 で あ り な がら 繋 が  っ て  い る よ う な 独 特 な

世 界 を 描 き 続 け て き た 。  「 数学 は 答 え を 求 め る も の だ けど 、 ア ー ト は 答 え が な い も の」  。 2 つ の 道 を 自 分 の 中 で 融合 さ せ 、 バ ラ ン  ス を と り な がら 卒 業 後 は 普 通 に 働 く つ もり だ  っ た 。 実 際 に 企 業 に 就 職し た が 「 い ず れ そ う な る 時 がく る か な と は 思  っ て い た の です が 、 い ざ 就 職 し た ら 、 そ の時 は す ぐ 来 ま し た 」  。 就 職 した こ と で 、 自 分 自 身 が 本 当に や り た い こ と 、 や る べ  き こと が 見 え た 、 と 篠 崎 さ ん は独 立 当 時 を 振 り 返 る 。  「 思 いつ き で 行 動 す る タ  イ プ で は なか  っ た の に 、 ル ー ト か ら 飛 び降 り て  し ま  い  ま し た

」

　 現 在 、 鹿 児 島 を 本 拠 地 と
し て 、 県 内 外 で の 展 覧 会 やア ー ト プ  ロ  ジ  ェ  ク ト で 作 品 を 発表 す る ほ か  、 国 内 外 の  バ  ッ グ  、ジ ー  ン  ズ  の ブ ラ  ン ド と の  コ  ラ ボレ  ー  シ  ョ  ン  や  コ  マ  ー  シ  ャ  ル 中 の 作画 な ど を 手 が け て  い  る 。 最 近嬉 し か  っ た 仕 事 は 「

T
K fr
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凛 と し て 時 雨 」  、  「

T
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R
S

-
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」 な ど ミ  ュ ー

ジ シ ャ ン と の コ ラ ボ  。 ミ  ュ ージ  ッ  ク  ビ デ  オ の ア ー ト ワ  ー ク や

グ  ッ  ズ  の イ ラ ス  ト 、 デ ザ  イ  ン など に 携 わ る 機 会 を 得 た 。  「 メデ  ィ ア 越 し に 見 て  い た 人 と 出会 え 、  一  緒 に 仕 事 が で き る のは 不 思 議 。 ラ ッ キ ー で し た 」と 笑 う  。 以 前 は 東 京 で 活 動 する こ と も 考 え た が  、 今 は 「 どこ に 住 ん で  い て も 情 報 発 信 でき る 。 鹿 児 島 は 、 ア ー ト の 需要 は 少 な  い 半 面 、 制 作 に 集 中で  き る 環 境 が あ る 」 と  い  う  。
　 後 輩  へ  の  メ  ッ  セ ー ジ を 尋 ね る

と 「 僕 自 身 S N S 活 用 し てネ ッ ト ワ ー ク を 広 げ 、 足 を 運ん で い ろ い ろ 体 感 す る 、 と いう こ と を や  っ て き ま し た 。 実際 に 知 る と 、 興 味 な い と 思  って  い た こ と が 面 白 か  っ た り する 。 そ う や  っ て 受 け 取 っ た もの を  一  回 自 分 の フ  ィ  ル タ ー に かけ て 、 自 分 ら し く 表 現 す る 。そ う い う こ と を や  っ て き ま した 。 誰 か の 言  っ た こ と を 鵜 呑み に す る の で は な く 、 な ん でも  い  い  か ら 自 分 で や り 続 け て 、突 き 抜 け て  い  っ  た ら  い  い  と 思 いま す 」  。 後 輩  へ  の メ  ッ  セ ー ジ には 、 決 し て ラ ッ キ ー だ け で はな い  、 自 分 の 道 を 切 り ひ ら いて  き た 足 跡 が 見 え た 。

鹿 児 島 県 出 身 。 2 0 1 3 年 鹿 児 島 大 学 大 学 院 理 工 学 研 究 科 数 理 情 報 科 学 専 攻 修 了 。 学 生 時 代 か ら ペ ン 画 を 駆 使 し た ド ロ ー イ ン グ 作 品 を 県 内

外 の 展 覧 会 や ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト に て 発 表 。 近 年 「 T Kfr o m 凛 と し て 時 雨 」 ら ミ ュ ー ジ シ ャ ン の コ ラ ボ グ ッ ズ 他 、J o h n b ull 、

M a n h att a n P ort a g e と い っ た フ ァ ッ シ ョ ン ブ ラ ン ド や 企 業 広 告 等 の ア ー ト ワ ー ク を 担 当 。 2 0 1 8 年 2 月 霧 島 ア ー ト の 森 美 術 館 に て 個 展 を 開 催 。
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原 料 粉 末 (非 磁 石 ) 

磁 場 中 合 成 無 磁 場 合 成 
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鹿 児 島 大 学 理 工 学 研 究 科物 理  ・  宇 宙 専 攻

　 博 士  （ 工 学 ）

 

S C H O L A R
I N T E R V I E W

三 井

  好 古

 准 教 授

分 野 に ま た が る 学 際 的 分 野 であ る と こ ろ に も 魅 力 を 感 じ 、東 北 大 学 工 学 部  へ 進 学 し た 。だ が  、 3 年 生 で 研 究 室 に 配 属さ れ る 際 、  脳 科 学 を 取 り 扱  って  い た 研 究 室 が な く な  っ て  いた 。  進 路 に 迷  っ て  い る と き 、  小山 先 生 に 出 会  い  、  磁 石 の 道  へ  進む こ と に 。
　 そ ん な 自 ら の 体 験 も 踏 ま

え 、  学 生 に は  「 ど こ に 行  っ て も楽 し め る よ う に 性 格 を 持  っ  てい く と 、  な ん で も 楽 し く な るよ 、  と 言 い た い で す 」  と 語 る 。「 進 学 も 就 職 も 、  ず  っ と 第  一  志
望 と い う こ と は 滅 多 に な い  。た と え 希 望 の 会 社 に 入  っ  て も望 ま な い 部 署 に 配 置 さ れ る こと も あ り ま す  。  収 ま  っ た と ころ で 百 パ ー セ ン ト 楽 し む と いう 意 識 を も  つ と 、  そ の 先 の 研究 や 仕 事 の モ チ  ベ  ー  シ  ョ  ン は 変わ り ま す

」

　 こ れ ま で の 研 究 で は 、  マ  ン
ガ ン ビ ス  マ  ス の ほ か 、  マ  ン ガ ンと ア ル ミ  ニ ウ ム を 合 成 し 、  強い 磁 性 を 帯 び た 磁 石 を 作 り

　 三 井 先 生 の 実 験 室 に 足 を
踏 み 入 れ る と 、  体 が 熱 気 に 包ま れ た 。  室 内 に は い く つ か の小 さ な 炉 や ガ ス  バ ー ナ ー が 並び 、  陶 芸 の 工 房 の よ う で も ある 。  元 素 を 組 み 合 わ せ て 新 しい 合 金 を 作 り 出 す 試 み は 、  予想 以 上 に 地 道 な 手 作 業 と 検証 が 繰 り 返 さ れ て  い  る こ と が窺 え る

。

　 先 生 が 今 取 り 組 ん で  い  る の
は 、  マ  ン ガ  ン と ビ ス  マ  ス  の 合 成 。非 磁 性 の  マ  ン ガ  ン と ビ ス  マ  ス とい  う 2 つ の そ れ ぞ れ は 磁 石 では な  い 物 質 を 混 ぜ て 磁 石 を 作り 出 し て  い  る の だ 。  こ の 2  つ の元 素 の 化 合 物 が 磁 石 に な る こと は 既 に 知 ら れ て い た が  、  合成 の プ  ロ  セ  ス を 、  高 温 に よ る 溶解 に 頼 る と 、  い ず れ も 溶 け 残  って  し ま う と い  う 欠 陥 が あ  っ た 。そ こ で 、  三 井 先 生 は 、  溶 解 で はな く 焼 結 と い う 手 法 を と り 、比 較 的 低 温 で の 合 成 を 試 みた 。  焼 結 は 、  粉 と 粉 を 融 点 以下 の 温 度 で 熱 し て 結 合 さ せ る手 法 で 、  陶 土 を 練  っ  て 窯 の 中  へ入 れ た 時 に 起 こ る 反 応 が そ れ

出 す こ と に 成 功 し た 。  マ  ン ガン ビ ス  マ  ス 、  マ  ン ガ ン ア ル ミ の磁 力 を 強 化 し 永 久 磁 石 化 する 方 法 の 検 討 に 加 え 、  ほ か の元 素 の 組 み 合 わ せ に も 視 野を 広 げ 、  多 角 的 な 研 究 を 進め た い と い  う

。

　 夢 は  「 自 分 が や っ て い る プ
ロ  セ ス 、  手 法 に よ  っ て 、  だ れ も見 た こ と の な い 新 し い 物 質を 作 る こ と 」  。  磁 場 は 、  機 械に よ る 加 工 や 加 熱 な ど に 比べ て エ ネ ル ギ ー が 小 さ い ため 、  も の を 作 る 世 界 で は 注 目さ れ ず 、  基 本 的 に 、  新 し い 物質 は 圧 力 や 熱 を 使 っ て 生 み出 さ れ る こ と が  一  般 的 だ と いう 。  「 現 段 階 で 得 ら れ て い る成 果 は 、  磁 場 を 使  っ て 作 り にく い も の が で き や す く な った 、  と い う く ら い で す が 、  今後 、  磁 場 に よ  っ て 初 め て で きる 、  と い う 全 く 新 し い 物 質 を生 み 出 す こ と が で き た ら 世界 的 に も イ ン  パ  ク ト は 大 き いと 思 い ま す 」  。  日 露 戦 争 に おい て  「 日 本 騎 兵 の 父 」  と 呼 ばれ た 偉 人 と 同 じ 名 を 持 つ 科学 者 の 言 葉 の 端 々 に 、  志 の 高さ が に じ み 出 た

。

 

東 北 大 学 工 学 研 究 科 応 用 物 理 学 専 攻 修 士 課 程 2 0 0 9 年 0 3 月 修 了

東 北 大 学 工 学 研 究 科 応 用 物 理 学 専 攻 博 士 課 程 2 0 1 2 年 0 9 月 修 了

■ 所 属 学 会 ： 応 用 物 理 学 会 、 日 本 磁 気 科 学 会 、 日 本 物 理 学 会 、 日 本 磁

気 学 会 、 日 本 金 属 学 会

■ 専 門 分 野 ： 強 磁 場 材 料 学

■ 研 究 テ ー マ ： 磁 場 中 熱 処 理 に よ る 磁 性 材 料 の 合 成

三 井 　 好 古 （ み つ い ・ よ し ふ る ）

未 知 の 物 質 を 生 み 出 し た  い 偶 然 の 成 功

に 当 た る 。  実 験 室 に 、  陶 房 さ なが ら の 炉 が 置 か れ て  い た 所 以で あ る 。  だ が  、  焼 結 で は 逆 に 温度 が 低 す ぎ て 混 ざ ら な い  。  「 そこ で 磁 場 を か け る こ と を 思 いつ  い  た の で す  。  そ う し た ら 、  な ぜか  、  で き て  し ま  っ た 」  。  原 理 に  つい て は そ の 後 の 研 究 に よ  っ て解 明 し て き た そ う だ が  、  全 く予 想 だ に し な か  っ た 奇 跡 的 なタ  イ ミ  ン グ で の 発 見 だ  っ た そう  。  「 偶 然 み  つ か  っ た 現 象 な ので 、  な ん で も や  っ て み る と い  うの は 大 事 な こ と だ と 思  っ て  いま す 」
　 三 井 先 生 が 高 校 生 の 頃 、  脳

ト レ が ブ ー ム に な  っ た こ と もあ り 、  脳 科 学 に 関 心 を 抱 い た 。医 学 、  工 学 、  文 学 な ど あ ら ゆ る置 か れ た 環 境 を 楽 し め る か

三 井 好 古 先 生 は 、 本 誌 2 0 5 号 の 本 コ ー ナ ー で ご 紹 介 し た 小 山 佳 一 教 授 と と も に 、 磁 場 を 利

用 し た 物 質 合 成 の 研 究 に 携 わ る 気 鋭 の 科 学 者 だ 。 三 井 先 生 は 、 熱 エ ネ ル ギ ー の 一 部 を 磁 場

と 磁 石 の エ ネ ル ギ ー で 代 替 し て 強 磁 性 を 帯 び た 物 質 を 合 成 す る 手 法 を 発 見 。 こ の 手 法 を 用

い て 、 磁 場 中 合 成 に よ っ て 新 し い 物 質 を 生 み 出 す 研 究 を 進 め て い る 。

磁 場 に よ る 物 質 合 成 で 未 知 の 物 質 を 作 り 出 す 。
‘ 見 え な く て も 感 じ る’ 磁 場 の 力 を 生 か す

原 料 粉 末 (非 磁 石 )

磁 場 中 合 成 無 磁 場 合 成 
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鹿 児 島 大 学 理 工 学 研 究 科物 理  ・  宇 宙 専 攻

　 博 士  （ 工 学 ）

S C H O L A R
I N T E R V I E W

三 井

  好 古

准 教 授

分 野 に ま た が る 学 際 的 分 野 であ る と こ ろ に も 魅 力 を 感 じ 、東 北 大 学 工 学 部  へ 進 学 し た 。だ が  、 3 年 生 で 研 究 室 に 配 属さ れ る 際 、  脳 科 学 を 取 り 扱  って  い た 研 究 室 が な く な  っ て  いた 。  進 路 に 迷  っ て  い る と き 、  小山 先 生 に 出 会  い  、  磁 石 の 道  へ  進む こ と に 。
そ ん な 自 ら の 体 験 も 踏 ま

え 、  学 生 に は  「 ど こ に 行  っ て も楽 し め る よ う に 性 格 を 持  っ  てい く と 、  な ん で も 楽 し く な るよ 、  と 言 い た い で す 」  と 語 る 。「 進 学 も 就 職 も 、  ず  っ と 第  一  志
望 と い う こ と は 滅 多 に な い  。た と え 希 望 の 会 社 に 入  っ  て も望 ま な い 部 署 に 配 置 さ れ る こと も あ り ま す  。  収 ま  っ た と ころ で 百 パ ー セ ン ト 楽 し む と いう 意 識 を も  つ と 、  そ の 先 の 研究 や 仕 事 の モ チ  ベ  ー  シ  ョ  ン は 変わ り ま す

」

こ れ ま で の 研 究 で は 、  マ  ン
ガ ン ビ ス  マ  ス の ほ か 、  マ  ン ガ ンと ア ル ミ  ニ ウ ム を 合 成 し 、  強い 磁 性 を 帯 び た 磁 石 を 作 り

三 井 先 生 の 実 験 室 に 足 を
踏 み 入 れ る と 、  体 が 熱 気 に 包ま れ た 。  室 内 に は い く つ か の小 さ な 炉 や ガ ス  バ ー ナ ー が 並び 、  陶 芸 の 工 房 の よ う で も ある 。  元 素 を 組 み 合 わ せ て 新 しい 合 金 を 作 り 出 す 試 み は 、  予想 以 上 に 地 道 な 手 作 業 と 検証 が 繰 り 返 さ れ て  い  る こ と が窺 え る

。

　 先 生 が 今 取 り 組 ん で  い  る の
は 、  マ  ン ガ  ン と ビ ス  マ  ス  の 合 成 。非 磁 性 の  マ  ン ガ  ン と ビ ス  マ  ス とい  う 2 つ の そ れ ぞ れ は 磁 石 では な  い 物 質 を 混 ぜ て 磁 石 を 作り 出 し て  い  る の だ 。  こ の 2  つ の元 素 の 化 合 物 が 磁 石 に な る こと は 既 に 知 ら れ て い た が  、  合成 の プ  ロ  セ  ス を 、  高 温 に よ る 溶解 に 頼 る と 、  い ず れ も 溶 け 残  って  し ま う と い  う 欠 陥 が あ  っ た 。そ こ で 、  三 井 先 生 は 、  溶 解 で はな く 焼 結 と い う 手 法 を と り 、比 較 的 低 温 で の 合 成 を 試 みた 。  焼 結 は 、  粉 と 粉 を 融 点 以下 の 温 度 で 熱 し て 結 合 さ せ る手 法 で 、  陶 土 を 練  っ  て 窯 の 中  へ入 れ た 時 に 起 こ る 反 応 が そ れ

出 す こ と に 成 功 し た 。  マ  ン ガン ビ ス  マ  ス 、  マ  ン ガ ン ア ル ミ の磁 力 を 強 化 し 永 久 磁 石 化 する 方 法 の 検 討 に 加 え 、  ほ か の元 素 の 組 み 合 わ せ に も 視 野を 広 げ 、  多 角 的 な 研 究 を 進め た い と い  う

。

夢 は  「 自 分 が や っ て い る プ
ロ  セ ス 、  手 法 に よ  っ て 、  だ れ も見 た こ と の な い 新 し い 物 質を 作 る こ と 」  。  磁 場 は 、  機 械に よ る 加 工 や 加 熱 な ど に 比べ て エ ネ ル ギ ー が 小 さ い ため 、  も の を 作 る 世 界 で は 注 目さ れ ず 、  基 本 的 に 、  新 し い 物質 は 圧 力 や 熱 を 使 っ て 生 み出 さ れ る こ と が  一  般 的 だ と いう 。  「 現 段 階 で 得 ら れ て い る成 果 は 、  磁 場 を 使  っ て 作 り にく い も の が で き や す く な った 、  と い う く ら い で す が 、  今後 、  磁 場 に よ  っ て 初 め て で きる 、  と い う 全 く 新 し い 物 質 を生 み 出 す こ と が で き た ら 世界 的 に も イ ン  パ  ク ト は 大 き いと 思 い ま す 」  。  日 露 戦 争 に おい て  「 日 本 騎 兵 の 父 」  と 呼 ばれ た 偉 人 と 同 じ 名 を 持 つ 科学 者 の 言 葉 の 端 々 に 、  志 の 高さ が に じ み 出 た

。

東 北 大 学 工 学 研 究 科 応 用 物 理 学 専 攻 修 士 課 程 2 0 0 9 年 0 3 月 修 了

東 北 大 学 工 学 研 究 科 応 用 物 理 学 専 攻 博 士 課 程 2 0 1 2 年 0 9 月 修 了

■ 所 属 学 会 ： 応 用 物 理 学 会 、 日 本 磁 気 科 学 会 、 日 本 物 理 学 会 、 日 本 磁

気 学 会 、 日 本 金 属 学 会

■ 専 門 分 野 ： 強 磁 場 材 料 学

■ 研 究 テ ー マ ： 磁 場 中 熱 処 理 に よ る 磁 性 材 料 の 合 成

三 井 　 好 古 （ み つ い ・ よ し ふ る ）

未 知 の 物 質 を 生 み 出 し た  い未 知 の 物 質 を 生 み 出 し た  い未 知 の 物 質 を 生 み 出 し た  い未 知 の 物 質 を 生 み 出 し た  い 偶 然 の 成 功偶 然 の 成 功偶 然 の 成 功

に 当 た る 。  実 験 室 に 、  陶 房 さ なが ら の 炉 が 置 か れ て  い た 所 以で あ る 。  だ が  、  焼 結 で は 逆 に 温度 が 低 す ぎ て 混 ざ ら な い  。  「 そこ で 磁 場 を か け る こ と を 思 いつ  い  た の で す  。  そ う し た ら 、  な ぜか  、  で き て  し ま  っ た 」  。  原 理 に  つい て は そ の 後 の 研 究 に よ  っ て解 明 し て き た そ う だ が  、  全 く予 想 だ に し な か  っ た 奇 跡 的 なタ  イ ミ  ン グ で の 発 見 だ  っ た そう  。  「 偶 然 み  つ か  っ た 現 象 な ので 、  な ん で も や  っ て み る と い  うの は 大 事 な こ と だ と 思  っ て  いま す 」
　 三 井 先 生 が 高 校 生 の 頃 、  脳

ト レ が ブ ー ム に な  っ た こ と もあ り 、  脳 科 学 に 関 心 を 抱 い た 。医 学 、  工 学 、  文 学 な ど あ ら ゆ る置 か れ た 環 境 を 楽 し め る か置 か れ た 環 境 を 楽 し め る か置 か れ た 環 境 を 楽 し め る か置 か れ た 環 境 を 楽 し め る か置 か れ た 環 境 を 楽 し め る か置 か れ た 環 境 を 楽 し め る か

三 井 好 古 先 生 は 、 本 誌 2 0 5 号 の 本 コ ー ナ ー で ご 紹 介 し た 小 山 佳 一 教 授 と と も に 、 磁 場 を 利

用 し た 物 質 合 成 の 研 究 に 携 わ る 気 鋭 の 科 学 者 だ 。 三 井 先 生 は 、 熱 エ ネ ル ギ ー の 一 部 を 磁 場

と 磁 石 の エ ネ ル ギ ー で 代 替 し て 強 磁 性 を 帯 び た 物 質 を 合 成 す る 手 法 を 発 見 。 こ の 手 法 を 用

い て 、 磁 場 中 合 成 に よ っ て 新 し い 物 質 を 生 み 出 す 研 究 を 進 め て い る 。

磁 場 に よ る 物 質 合 成 で 未 知 の 物 質 を 作 り 出 す 。
‘ 見 え な く て も 感 じ る’ 磁 場 の 力 を 生 か す
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原 料 粉 末 (非 磁 石 ) 

磁 場 中 合 成 無 磁 場 合 成 
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　 博 士  （ 工 学 ）

 

S C H O L A R
I N T E R V I E W

三 井

  好 古
 准 教 授

分 野 に ま た が る 学 際 的 分 野 であ る と こ ろ に も 魅 力 を 感 じ 、東 北 大 学 工 学 部  へ 進 学 し た 。だ が  、 3 年 生 で 研 究 室 に 配 属さ れ る 際 、  脳 科 学 を 取 り 扱  って  い た 研 究 室 が な く な  っ て  いた 。  進 路 に 迷  っ て  い る と き 、  小山 先 生 に 出 会  い  、  磁 石 の 道  へ  進む こ と に 。
　 そ ん な 自 ら の 体 験 も 踏 ま

え 、  学 生 に は  「 ど こ に 行  っ て も楽 し め る よ う に 性 格 を 持  っ  てい く と 、  な ん で も 楽 し く な るよ 、  と 言 い た い で す 」  と 語 る 。「 進 学 も 就 職 も 、  ず  っ と 第  一  志
望 と い う こ と は 滅 多 に な い  。た と え 希 望 の 会 社 に 入  っ  て も望 ま な い 部 署 に 配 置 さ れ る こと も あ り ま す  。  収 ま  っ た と ころ で 百 パ ー セ ン ト 楽 し む と いう 意 識 を も  つ と 、  そ の 先 の 研究 や 仕 事 の モ チ  ベ  ー  シ  ョ  ン は 変わ り ま す

」

　 こ れ ま で の 研 究 で は 、  マ  ン
ガ ン ビ ス  マ  ス の ほ か 、  マ  ン ガ ンと ア ル ミ  ニ ウ ム を 合 成 し 、  強い 磁 性 を 帯 び た 磁 石 を 作 り

　 三 井 先 生 の 実 験 室 に 足 を
踏 み 入 れ る と 、  体 が 熱 気 に 包ま れ た 。  室 内 に は い く つ か の小 さ な 炉 や ガ ス  バ ー ナ ー が 並び 、  陶 芸 の 工 房 の よ う で も ある 。  元 素 を 組 み 合 わ せ て 新 しい 合 金 を 作 り 出 す 試 み は 、  予想 以 上 に 地 道 な 手 作 業 と 検証 が 繰 り 返 さ れ て  い  る こ と が窺 え る

。

　 先 生 が 今 取 り 組 ん で  い  る の
は 、  マ  ン ガ  ン と ビ ス  マ  ス  の 合 成 。非 磁 性 の  マ  ン ガ  ン と ビ ス  マ  ス とい  う 2 つ の そ れ ぞ れ は 磁 石 では な  い 物 質 を 混 ぜ て 磁 石 を 作り 出 し て  い  る の だ 。  こ の 2  つ の元 素 の 化 合 物 が 磁 石 に な る こと は 既 に 知 ら れ て い た が  、  合成 の プ  ロ  セ  ス を 、  高 温 に よ る 溶解 に 頼 る と 、  い ず れ も 溶 け 残  って  し ま う と い  う 欠 陥 が あ  っ た 。そ こ で 、  三 井 先 生 は 、  溶 解 で はな く 焼 結 と い う 手 法 を と り 、比 較 的 低 温 で の 合 成 を 試 みた 。  焼 結 は 、  粉 と 粉 を 融 点 以下 の 温 度 で 熱 し て 結 合 さ せ る手 法 で 、  陶 土 を 練  っ  て 窯 の 中  へ入 れ た 時 に 起 こ る 反 応 が そ れ

出 す こ と に 成 功 し た 。  マ  ン ガン ビ ス  マ  ス 、  マ  ン ガ ン ア ル ミ の磁 力 を 強 化 し 永 久 磁 石 化 する 方 法 の 検 討 に 加 え 、  ほ か の元 素 の 組 み 合 わ せ に も 視 野を 広 げ 、  多 角 的 な 研 究 を 進め た い と い  う

。

　 夢 は  「 自 分 が や っ て い る プ
ロ  セ ス 、  手 法 に よ  っ て 、  だ れ も見 た こ と の な い 新 し い 物 質を 作 る こ と 」  。  磁 場 は 、  機 械に よ る 加 工 や 加 熱 な ど に 比べ て エ ネ ル ギ ー が 小 さ い ため 、  も の を 作 る 世 界 で は 注 目さ れ ず 、  基 本 的 に 、  新 し い 物質 は 圧 力 や 熱 を 使 っ て 生 み出 さ れ る こ と が  一  般 的 だ と いう 。  「 現 段 階 で 得 ら れ て い る成 果 は 、  磁 場 を 使  っ て 作 り にく い も の が で き や す く な った 、  と い う く ら い で す が 、  今後 、  磁 場 に よ  っ て 初 め て で きる 、  と い う 全 く 新 し い 物 質 を生 み 出 す こ と が で き た ら 世界 的 に も イ ン  パ  ク ト は 大 き いと 思 い ま す 」  。  日 露 戦 争 に おい て  「 日 本 騎 兵 の 父 」  と 呼 ばれ た 偉 人 と 同 じ 名 を 持 つ 科学 者 の 言 葉 の 端 々 に 、  志 の 高さ が に じ み 出 た

。

 

東 北 大 学 工 学 研 究 科 応 用 物 理 学 専 攻 修 士 課 程 2 0 0 9 年 0 3 月 修 了

東 北 大 学 工 学 研 究 科 応 用 物 理 学 専 攻 博 士 課 程 2 0 1 2 年 0 9 月 修 了

■ 所 属 学 会 ： 応 用 物 理 学 会 、 日 本 磁 気 科 学 会 、 日 本 物 理 学 会 、 日 本 磁

気 学 会 、 日 本 金 属 学 会

■ 専 門 分 野 ： 強 磁 場 材 料 学

■ 研 究 テ ー マ ： 磁 場 中 熱 処 理 に よ る 磁 性 材 料 の 合 成

三 井 　 好 古 （ み つ い ・ よ し ふ る ）

未 知 の 物 質 を 生 み 出 し た  い 偶 然 の 成 功

に 当 た る 。  実 験 室 に 、  陶 房 さ なが ら の 炉 が 置 か れ て  い た 所 以で あ る 。  だ が  、  焼 結 で は 逆 に 温度 が 低 す ぎ て 混 ざ ら な い  。  「 そこ で 磁 場 を か け る こ と を 思 いつ  い  た の で す  。  そ う し た ら 、  な ぜか  、  で き て  し ま  っ た 」  。  原 理 に  つい て は そ の 後 の 研 究 に よ  っ て解 明 し て き た そ う だ が  、  全 く予 想 だ に し な か  っ た 奇 跡 的 なタ  イ ミ  ン グ で の 発 見 だ  っ た そう  。  「 偶 然 み  つ か  っ た 現 象 な ので 、  な ん で も や  っ て み る と い  うの は 大 事 な こ と だ と 思  っ て  いま す 」
　 三 井 先 生 が 高 校 生 の 頃 、  脳

ト レ が ブ ー ム に な  っ た こ と もあ り 、  脳 科 学 に 関 心 を 抱 い た 。医 学 、  工 学 、  文 学 な ど あ ら ゆ る置 か れ た 環 境 を 楽 し め る か

三 井 好 古 先 生 は 、 本 誌 2 0 5 号 の 本 コ ー ナ ー で ご 紹 介 し た 小 山 佳 一 教 授 と と も に 、 磁 場 を 利

用 し た 物 質 合 成 の 研 究 に 携 わ る 気 鋭 の 科 学 者 だ 。 三 井 先 生 は 、 熱 エ ネ ル ギ ー の 一 部 を 磁 場

と 磁 石 の エ ネ ル ギ ー で 代 替 し て 強 磁 性 を 帯 び た 物 質 を 合 成 す る 手 法 を 発 見 。 こ の 手 法 を 用

い て 、 磁 場 中 合 成 に よ っ て 新 し い 物 質 を 生 み 出 す 研 究 を 進 め て い る 。

磁 場 に よ る 物 質 合 成 で 未 知 の 物 質 を 作 り 出 す 。
‘ 見 え な く て も 感 じ る’ 磁 場 の 力 を 生 か す

原 料 粉 末 (非 磁 石 )

磁 場 中 合 成 無 磁 場 合 成 
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三 井

  好 古

准 教 授

分 野 に ま た が る 学 際 的 分 野 であ る と こ ろ に も 魅 力 を 感 じ 、東 北 大 学 工 学 部  へ 進 学 し た 。だ が  、 3 年 生 で 研 究 室 に 配 属さ れ る 際 、  脳 科 学 を 取 り 扱  って  い た 研 究 室 が な く な  っ て  いた 。  進 路 に 迷  っ て  い る と き 、  小山 先 生 に 出 会  い  、  磁 石 の 道  へ  進む こ と に 。
そ ん な 自 ら の 体 験 も 踏 ま

え 、  学 生 に は  「 ど こ に 行  っ て も楽 し め る よ う に 性 格 を 持  っ  てい く と 、  な ん で も 楽 し く な るよ 、  と 言 い た い で す 」  と 語 る 。「 進 学 も 就 職 も 、  ず  っ と 第  一  志
望 と い う こ と は 滅 多 に な い  。た と え 希 望 の 会 社 に 入  っ  て も望 ま な い 部 署 に 配 置 さ れ る こと も あ り ま す  。  収 ま  っ た と ころ で 百 パ ー セ ン ト 楽 し む と いう 意 識 を も  つ と 、  そ の 先 の 研究 や 仕 事 の モ チ  ベ  ー  シ  ョ  ン は 変わ り ま す

」

こ れ ま で の 研 究 で は 、  マ  ン
ガ ン ビ ス  マ  ス の ほ か 、  マ  ン ガ ンと ア ル ミ  ニ ウ ム を 合 成 し 、  強い 磁 性 を 帯 び た 磁 石 を 作 り

三 井 先 生 の 実 験 室 に 足 を
踏 み 入 れ る と 、  体 が 熱 気 に 包ま れ た 。  室 内 に は い く つ か の小 さ な 炉 や ガ ス  バ ー ナ ー が 並び 、  陶 芸 の 工 房 の よ う で も ある 。  元 素 を 組 み 合 わ せ て 新 しい 合 金 を 作 り 出 す 試 み は 、  予想 以 上 に 地 道 な 手 作 業 と 検証 が 繰 り 返 さ れ て  い  る こ と が窺 え る

。

　 先 生 が 今 取 り 組 ん で  い  る の
は 、  マ  ン ガ  ン と ビ ス  マ  ス  の 合 成 。非 磁 性 の  マ  ン ガ  ン と ビ ス  マ  ス とい  う 2 つ の そ れ ぞ れ は 磁 石 では な  い 物 質 を 混 ぜ て 磁 石 を 作り 出 し て  い  る の だ 。  こ の 2  つ の元 素 の 化 合 物 が 磁 石 に な る こと は 既 に 知 ら れ て い た が  、  合成 の プ  ロ  セ  ス を 、  高 温 に よ る 溶解 に 頼 る と 、  い ず れ も 溶 け 残  って  し ま う と い  う 欠 陥 が あ  っ た 。そ こ で 、  三 井 先 生 は 、  溶 解 で はな く 焼 結 と い う 手 法 を と り 、比 較 的 低 温 で の 合 成 を 試 みた 。  焼 結 は 、  粉 と 粉 を 融 点 以下 の 温 度 で 熱 し て 結 合 さ せ る手 法 で 、  陶 土 を 練  っ  て 窯 の 中  へ入 れ た 時 に 起 こ る 反 応 が そ れ

出 す こ と に 成 功 し た 。  マ  ン ガン ビ ス  マ  ス 、  マ  ン ガ ン ア ル ミ の磁 力 を 強 化 し 永 久 磁 石 化 する 方 法 の 検 討 に 加 え 、  ほ か の元 素 の 組 み 合 わ せ に も 視 野を 広 げ 、  多 角 的 な 研 究 を 進め た い と い  う

。

夢 は  「 自 分 が や っ て い る プ
ロ  セ ス 、  手 法 に よ  っ て 、  だ れ も見 た こ と の な い 新 し い 物 質を 作 る こ と 」  。  磁 場 は 、  機 械に よ る 加 工 や 加 熱 な ど に 比べ て エ ネ ル ギ ー が 小 さ い ため 、  も の を 作 る 世 界 で は 注 目さ れ ず 、  基 本 的 に 、  新 し い 物質 は 圧 力 や 熱 を 使 っ て 生 み出 さ れ る こ と が  一  般 的 だ と いう 。  「 現 段 階 で 得 ら れ て い る成 果 は 、  磁 場 を 使  っ て 作 り にく い も の が で き や す く な った 、  と い う く ら い で す が 、  今後 、  磁 場 に よ  っ て 初 め て で きる 、  と い う 全 く 新 し い 物 質 を生 み 出 す こ と が で き た ら 世界 的 に も イ ン  パ  ク ト は 大 き いと 思 い ま す 」  。  日 露 戦 争 に おい て  「 日 本 騎 兵 の 父 」  と 呼 ばれ た 偉 人 と 同 じ 名 を 持 つ 科学 者 の 言 葉 の 端 々 に 、  志 の 高さ が に じ み 出 た

。

東 北 大 学 工 学 研 究 科 応 用 物 理 学 専 攻 修 士 課 程 2 0 0 9 年 0 3 月 修 了

東 北 大 学 工 学 研 究 科 応 用 物 理 学 専 攻 博 士 課 程 2 0 1 2 年 0 9 月 修 了

■ 所 属 学 会 ： 応 用 物 理 学 会 、 日 本 磁 気 科 学 会 、 日 本 物 理 学 会 、 日 本 磁

気 学 会 、 日 本 金 属 学 会

■ 専 門 分 野 ： 強 磁 場 材 料 学

■ 研 究 テ ー マ ： 磁 場 中 熱 処 理 に よ る 磁 性 材 料 の 合 成

三 井 　 好 古 （ み つ い ・ よ し ふ る ）

未 知 の 物 質 を 生 み 出 し た  い未 知 の 物 質 を 生 み 出 し た  い未 知 の 物 質 を 生 み 出 し た  い未 知 の 物 質 を 生 み 出 し た  い 偶 然 の 成 功偶 然 の 成 功偶 然 の 成 功

に 当 た る 。  実 験 室 に 、  陶 房 さ なが ら の 炉 が 置 か れ て  い た 所 以で あ る 。  だ が  、  焼 結 で は 逆 に 温度 が 低 す ぎ て 混 ざ ら な い  。  「 そこ で 磁 場 を か け る こ と を 思 いつ  い  た の で す  。  そ う し た ら 、  な ぜか  、  で き て  し ま  っ た 」  。  原 理 に  つい て は そ の 後 の 研 究 に よ  っ て解 明 し て き た そ う だ が  、  全 く予 想 だ に し な か  っ た 奇 跡 的 なタ  イ ミ  ン グ で の 発 見 だ  っ た そう  。  「 偶 然 み  つ か  っ た 現 象 な ので 、  な ん で も や  っ て み る と い  うの は 大 事 な こ と だ と 思  っ て  いま す 」
　 三 井 先 生 が 高 校 生 の 頃 、  脳

ト レ が ブ ー ム に な  っ た こ と もあ り 、  脳 科 学 に 関 心 を 抱 い た 。医 学 、  工 学 、  文 学 な ど あ ら ゆ る置 か れ た 環 境 を 楽 し め る か置 か れ た 環 境 を 楽 し め る か置 か れ た 環 境 を 楽 し め る か置 か れ た 環 境 を 楽 し め る か置 か れ た 環 境 を 楽 し め る か置 か れ た 環 境 を 楽 し め る か

三 井 好 古 先 生 は 、 本 誌 2 0 5 号 の 本 コ ー ナ ー で ご 紹 介 し た 小 山 佳 一 教 授 と と も に 、 磁 場 を 利

用 し た 物 質 合 成 の 研 究 に 携 わ る 気 鋭 の 科 学 者 だ 。 三 井 先 生 は 、 熱 エ ネ ル ギ ー の 一 部 を 磁 場

と 磁 石 の エ ネ ル ギ ー で 代 替 し て 強 磁 性 を 帯 び た 物 質 を 合 成 す る 手 法 を 発 見 。 こ の 手 法 を 用

い て 、 磁 場 中 合 成 に よ っ て 新 し い 物 質 を 生 み 出 す 研 究 を 進 め て い る 。

磁 場 に よ る 物 質 合 成 で 未 知 の 物 質 を 作 り 出 す 。
‘ 見 え な く て も 感 じ る’ 磁 場 の 力 を 生 か す
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S c h ol a r I nt e r vi e w

医 用 ミ  ニ ブ  タ  ・  先 端 医 療 開 発 研 究 セ  ン  タ  ー臓 器 置 換  ・  異 種 移 植 外 科 分 野

 

S C H O L A R
I N T E R V I E W

山 田

  和 彦

 教 授

年 と  い  う 歳 月 を 要 す る と  い  う  。世 界 的 に 見 て も 、  組 織 適 合 性 の確 立 し た ブ  タ  は 、  他 に  ア  メ  リ カ  に1 種 存 在 す る だ け で  あ り  、  本 学の 医 用 ミ  ニ  ブ  タ は 非 常 に 貴 重 な実 験 資 源 と 言 え  る  。  「 ク  ラ ウ  ン 系ミ  ニ  ブ  タ  は 鹿 児 島 大 学  の 宝  で  す 」

 

　 山 田 先 生 の チ ー  ム  で は 、  国 内各 地 は も と よ り  、  ア  メ リ カ  、  ヨ  ーロ  ッ  パ  、  ア ジ  ア 各 地 に 共 同 研 究 施設 を 有 す る  一  方 、  学 内 の 医 歯 学総 合 研 究 科 、  農 学 部 、  共 同 獣 医学 部 、  工 学 部 と 連 携 を 図 り  、  医用 ミ  ニ  ブ タ を 活 用 し た 移 植  ・  再生 医 療 領 域 の 先 端 研 究 を 推 進し て  い  る  。  ブ  タ  の 繁 殖 、  飼 育 に 適し た 自 然 環 境 と 人 的 資 源 に 恵ま れ て  い  る こ と も 鹿 児 島 な ら では 、  の メ リ  ッ ト  。  「 都 市 型 の 単 科大 学 で は 困 難 な 、  コ  ン  ソ  ー  シ  ア  ムに よ る 研 究 体 制 が 鹿 大 で は 構築 で  き  る  の  で  す 」　  セ  ン  タ ー で は 、  異 種 移 植 の 研究 に と ど ま ら ず  、  新 た な 血 管 グラ  フ  ト や 臓 器 保 存 シ  ス  テ  ム な ど医 用  ・  バ  イ オ 製 品 の 供 給 シ  ス  テム を 企 業 と と も に 構 築 し 、  世 界 　  「 臓 器 移 植 に  お け る 最 大 の 問題 は 臓 器 が 足 り な  い  こ と 」  と 、  山田 先 生 は 話 す  。  「  （ 臓 器 提 供 は ）善 意 の 医 療 で す か ら 、  ド ナ ー の数 は そ う 増 え な  い  。  移 植 待 機 者が ど ん ど ん 増 え  て  い  く 。  こ れ を 解消 す る に は 根 本 的 な 解 決 策 が必 要 な わ け で す 」  。  腎 移 植 を 専門 と す  る 泌 尿 器 専 門 医 で  あ  っ  た山 田 先 生 は 約

2 5年 前 、  異 種 移

植 を 学 ぶ  た め 渡 米 。  米  ハ  ー  バ  ー  ド大 学 移 植 生 物 学 研 究  セ  ン  タ  ー  に
1 3年 間 在 籍 し 、  准 教 授 と し  て 異

種 間 腎 移 植 の プ  ロ  ジ  ェ  ク ト リ ーダ  ー を 務 め た 経 歴 を 持  つ  。 　 現 在 、  手 が け て  い  る 研 究 は 、大 動 物 を 使  っ  た ト ラ  ン  ス  レ  ー  シ  ョナ  ル  リ サ  ー  チ  （ 前 臨 床 研 究 ）  。  マ  ウス  、  ラ  ッ  ト な ど 小 動 物 の 実 験 によ り 得 ら れ た 知 見 を 霊 長 類 やブ  タ な ど の 大 動 物 で 試 験 し 、  臨床  へ  の 応 用 性 を 検 証 、  検 討 す る研 究 だ 。  大 動 物 の 中 で も ブ  タ は生 理 学 的 、  解 剖 学 的 に  ヒ ト に 似て  お り  、  多 産  の ブ  タ  が ド  ナ  ー  と なれ ば 臓 器 不 足 が 解 消 さ れ る メリ  ッ  ト も あ る  。  山 田 チ ー  ム は 、  これ ま  で  に ブ  タ  の 腎 臓 、  膵 島 、  肺 を

へ  発 信 す る こ と を 今 後

1 0年 間

の 具 体 的 目 標 と し て 掲 げ て  いる  。  研 究 テ ー  マ  を 同 じ く す る 企業 や 団 体 と 連 携 し て 研 究 を 継続 す る こ と は 、  資 金 面 、  人 材 確保 の 面 か ら も 重 要 だ と 山 田 先生 は 語 る  。  昨 年 度 、  セ  ン  タ  ー に 設置 さ れ た 寄 附 講 座  「 高 生 体 適合 性 医 療 機 器  ・  臓 器 開 発 講 座 」で は 、  腎 不 全 の 患 者 に 対 す る 治療 や 移 植 す る 臓 器 の 修 復 な どを 研 究 の 主 体 と し て  お り 、  医 療機 関 や 医 療 機 器 メ  ー カ ー 等 とと も に 新 し  い 人 工 血 管 や 血 液透 析 の  シ  ス  テ  ム を 開 発 す る 研 究を 進 め  て  い  る  。 　 将 来 的 な  ビ  ジ  ョ  ン  は  「 畜 産 県  ・鹿 児 島 を 拠 点 と し  て 世 界  へ  向 けて  の 前 臨 床 研 究 が で  き る

’医 療

工 場

‘を 南 九 州 の 事 業 と し て 構

築 す る  こ と 」  。  そ  の  た め  に も 移 植医 療 、  再 生 医 療 に 関 心 の  あ る 若手 研 究 者 を ひ ろ く 受 け 入 れ  、  国際 競 争 力 に 不 可 欠 な 、  ス  ピ  ー ド感 を 持  っ  た 人 材 を 養 成 し た  い  、と 山 田 先 生 は 語 る  。

「 希 望 が あ

れ ば 卒 業 後 は 留 学 で き る 体 制を 構 築 し て  い  ま す 」

。  山 田 チ  ー  ム

は 、  次 代 を 担 う 先 端 医 療 を 継 承す  る 若 手 研 究 者 を 待  っ  て  い  る  。

臓 器 移 植 法 が 施 行 さ れ て 2 0 年 が 過 ぎ た が 、 国 内 に お け る 臓 器 提 供 は 欧 米 諸 国 の 数 十 分 の

一 と い わ れ 、 そ の 数 に は 大 き な 開 き が あ る 。 臓 器 不 全 に 苦 し む 患 者 を 目 の 当 た り に し て き た 臨

床 医 の 立 場 か ら 移 植 医 療 の 研 究 者 に 転 じ 、 ブ タ ・ ヒ ト 間 の 臨 床 異 種 移 植 実 現 を 目 指 し て 研 究

を 続 け る 世 界 的 オ ー ソ リ テ ィ ー 山 田 和 彦 教 授 に 、ミ ニ ブ タ を 使 っ た 研 究 活 動 に つ い て 伺 っ た 。

 

1 9 8 7 年 日 本 医 科 大 学 卒 業 。1 9 8 7 年 医 師 免 許 。1 9 9 9 年 医 学 博

士 。 前 職 ハ ー バ ー ド 大 学 准 教 授 。

■ 所 属 学 会 ： 国 際 異 種 移 植 学 会 理 事 、 日 本 臓 器 保 存 生 物 医 学 会 理 事 、

E dit ori al B o ar d ( Tr a n s pl a nt ati o n 、 X e n otr a n s pl a nt ati o n 、

J o ur n al of Tr a n s pl a nt ati o n 、 ア メ リ カ 移 植 学 会 ( A T C ) 演 題 審 査

員 ( 2 0 0 9 、2 0 1 0 、2 0 1 1 ) 、 国 際 移 植 学 会 n K O L ( 2 0 1 0 ) 等

■ 専 門 分 野 ： 異 種 移 植 、 移 植 免 疫 学 、 泌 尿 器 学

■ 研 究 テ ー マ ： ◯ 先 端 臓 器 置 換 戦 略 ◯ 移 植 免 疫

山 田 　 和 彦 （ や ま だ ・ か ず ひ こ ）

 

1 9 9 4 年 京 都 大 学 卒 業 。1 9 9 4 年 医 師 免 許 。2 0 1 1 年 医 学 博 士 。 前 職 京 都 大 学 助 教 。

■ 所 属 学 会 ： 日 本 呼 吸 器 外 科 学 会 評 議 員 、 日 本 臓 器 保 存 生 物 医 学 会 評 議 員 ・ 学 術 委 員 ・ 国

際 交 流 委 員 、 国 際 心 肺 移 植 学 会 、 ア メ リ カ 移 植 学 会 、 国 際 異 種 移 植 学 会 等

■ 専 門 分 野 ： 移 植 外 科 学 、 移 植 免 疫 学 、 呼 吸 器 外 科 学

■ 研 究 テ ー マ ： ◯ 同 種 ・ 異 種 移 植 ◯ 虚 血 再 灌 流 傷 害 〇 免 疫 寛 容

佐 原 　 寿 史 （ さ は ら ・ ひ さ し ）

産 学 連 携 で 実 現 す る 最 先 端 の 移 植 ・ 再 生 医 療 研 究
～ 本 学 の 誇 る 医 用 ミ ニ ブ タ を 活 用 し て 推 進 す る 世 界 的 前 臨 床 研 究 ～

臓 器 移 植 の 未 来 を 担 う

霊 長 類 に 移 植 す  る 実 験 等 に  お  いて 画 期 的 な 成 果 を 挙 げ て  い  る  。現 在 、  山 田 先 生 が 腎 臓 と 膵 島 、佐 原 寿 史 准 教 授 が 肺 と 心 臓 、関 島 光 裕 特 任 助 教 が 小 腸 と 肝臓 を 主 に 担 当 し 、  ブ  タ  ・  ブ  タ 間 同種 あ る  い  は ブ  タ  ・  霊 長 類 間 異 種移 植 研 究 を 進 め  て  い  る  。　 本 学 の 医 用 ミ  ニ  ブ  タ  （ ク  ラ ウ  ン系 ミ  ニ  ブ  タ ）  は 1 9 7 8 年 、  中 西善 彦 名 誉 教 授 が 中 心 と な  っ  て作 出 。  現 在 、  伊 佐 市 に 設 立 さ れた
N P

O 法 人 に  お  い  て 個 別 ケ  ー

ジ に よ る 繁 殖 、  飼 育 が 行 わ れ  、
「 製 品 」  と し  て  の 出 荷 も 行 わ れ  てい  る  。  こ の 医 用 ミ  ニ  ブ  タ は 最 大 でも

5 0㎏ と 扱  い  や す  い  サ  イ ズ  で  、  臓

器 の 大 き さ も  ヒ ト の そ れ に 近  いと  い  う  メ  リ  ッ  ト を 持  つ  。  加 え  て  、  組織 適 合 性  （ M H

C
）  が 確 立 し  て  い

る こ と が 重 要 、  と 山 田 先 生 は 語る  。  移 植 医 療 に  お け る 拒 絶 反 応抑 制 法 の 開 発 、  ま た 再 生 医 療  への 基 礎  ・  応 用 研 究 な ど に  お  い  ても 、  組 織 適 合 性 の 確 立 し た 動 物の 使 用 は 不 可 欠 な の で あ る  。  組織 適 合 性 の 確 立 に は 、  お  よ そ

2 0

次 世 代 を 担 う 研 究 者 を 求 む今 後  へ  の 展 望 と こ こ で 学 ぶ  メ リ  ッ  ト

鹿 児 島 で  こ そ 可 能 な最 先 端 の 医 療 研 究

山  田  教  授  が  理  事  お  よ  び C o n gr e s s Vi c e Pr e si d e nt と し て
2 0 1 3 年 に 開 催 し た 国 際 異 種 移 植 学 会 の 際 の 研 究 室 メ ン バ ー

海 外 研 究 者 を 迎 え 入 れ て の 実 験 実 施 時

S c h ol a r I nt e r vi e w

医 用 ミ  ニ ブ  タ  ・  先 端 医 療 開 発 研 究 セ  ン  タ  ー臓 器 置 換  ・  異 種 移 植 外 科 分 野

S C H O L A R
I N T E R V I E W

山 田

  和 彦

教 授

年 と  い  う 歳 月 を 要 す る と  い  う  。世 界 的 に 見 て も 、  組 織 適 合 性 の確 立 し た ブ  タ  は 、  他 に  ア  メ  リ カ  に1 種 存 在 す る だ け で  あ り  、  本 学の 医 用 ミ  ニ  ブ  タ は 非 常 に 貴 重 な実 験 資 源 と 言 え  る  。  「 ク  ラ ウ  ン 系ミ  ニ  ブ  タ  は 鹿 児 島 大 学  の 宝  で  す 」　 山 田 先 生 の チ ー  ム  で は 、  国 内各 地 は も と よ り  、  ア  メ リ カ  、  ヨ  ーロ  ッ  パ  、  ア ジ  ア 各 地 に 共 同 研 究 施設 を 有 す る  一  方 、  学 内 の 医 歯 学総 合 研 究 科 、  農 学 部 、  共 同 獣 医学 部 、  工 学 部 と 連 携 を 図 り  、  医用 ミ  ニ  ブ タ を 活 用 し た 移 植  ・  再生 医 療 領 域 の 先 端 研 究 を 推 進し て  い  る  。  ブ  タ  の 繁 殖 、  飼 育 に 適し た 自 然 環 境 と 人 的 資 源 に 恵ま れ て  い  る こ と も 鹿 児 島 な ら では 、  の メ リ  ッ ト  。  「 都 市 型 の 単 科大 学 で は 困 難 な 、  コ  ン  ソ  ー  シ  ア  ムに よ る 研 究 体 制 が 鹿 大 で は 構築 で  き  る  の  で  す 」　  セ  ン  タ ー で は 、  異 種 移 植 の 研究 に と ど ま ら ず  、  新 た な 血 管 グラ  フ  ト や 臓 器 保 存 シ  ス  テ  ム な ど医 用  ・  バ  イ オ 製 品 の 供 給 シ  ス  テム を 企 業 と と も に 構 築 し 、  世 界 　  「 臓 器 移 植 に  お け る 最 大 の 問題 は 臓 器 が 足 り な  い  こ と 」  と 、  山田 先 生 は 話 す  。  「  （ 臓 器 提 供 は ）善 意 の 医 療 で す か ら 、  ド ナ ー の数 は そ う 増 え な  い  。  移 植 待 機 者が ど ん ど ん 増 え  て  い  く 。  こ れ を 解消 す る に は 根 本 的 な 解 決 策 が必 要 な わ け で す 」  。  腎 移 植 を 専門 と す  る 泌 尿 器 専 門 医 で  あ  っ  た山 田 先 生 は 約

2 5年 前 、  異 種 移

植 を 学 ぶ  た め 渡 米 。  米  ハ  ー  バ  ー  ド大 学 移 植 生 物 学 研 究  セ  ン  タ  ー  に
1 3年 間 在 籍 し 、  准 教 授 と し  て 異

種 間 腎 移 植 の プ  ロ  ジ  ェ  ク ト リ ーダ  ー を 務 め た 経 歴 を 持  つ  。　 現 在 、  手 が け て  い  る 研 究 は 、大 動 物 を 使  っ  た ト ラ  ン  ス  レ  ー  シ  ョナ  ル  リ サ  ー  チ  （ 前 臨 床 研 究 ）  。  マ  ウス  、  ラ  ッ  ト な ど 小 動 物 の 実 験 によ り 得 ら れ た 知 見 を 霊 長 類 やブ  タ な ど の 大 動 物 で 試 験 し 、  臨床  へ  の 応 用 性 を 検 証 、  検 討 す る研 究 だ 。  大 動 物 の 中 で も ブ  タ は生 理 学 的 、  解 剖 学 的 に  ヒ ト に 似て  お り  、  多 産  の ブ  タ  が ド  ナ  ー  と なれ ば 臓 器 不 足 が 解 消 さ れ る メリ  ッ  ト も あ る  。  山 田 チ ー  ム は 、  これ ま  で  に ブ  タ  の 腎 臓 、  膵 島 、  肺 を

へ  発 信 す る こ と を 今 後

1 0年 間

の 具 体 的 目 標 と し て 掲 げ て  いる  。  研 究 テ ー  マ  を 同 じ く す る 企業 や 団 体 と 連 携 し て 研 究 を 継続 す る こ と は 、  資 金 面 、  人 材 確保 の 面 か ら も 重 要 だ と 山 田 先生 は 語 る  。  昨 年 度 、  セ  ン  タ  ー に 設置 さ れ た 寄 附 講 座  「 高 生 体 適合 性 医 療 機 器  ・  臓 器 開 発 講 座 」で は 、  腎 不 全 の 患 者 に 対 す る 治療 や 移 植 す る 臓 器 の 修 復 な どを 研 究 の 主 体 と し て  お り 、  医 療機 関 や 医 療 機 器 メ  ー カ ー 等 とと も に 新 し  い 人 工 血 管 や 血 液透 析 の  シ  ス  テ  ム を 開 発 す る 研 究を 進 め  て  い  る  。　 将 来 的 な  ビ  ジ  ョ  ン  は  「 畜 産 県  ・鹿 児 島 を 拠 点 と し  て 世 界  へ  向 けて  の 前 臨 床 研 究 が で  き る

’医 療

工 場

‘を 南 九 州 の 事 業 と し て 構

築 す る  こ と 」  。  そ  の  た め  に も 移 植医 療 、  再 生 医 療 に 関 心 の  あ る 若手 研 究 者 を ひ ろ く 受 け 入 れ  、  国際 競 争 力 に 不 可 欠 な 、  ス  ピ  ー ド感 を 持  っ  た 人 材 を 養 成 し た  い  、と 山 田 先 生 は 語 る  。

「 希 望 が あ

れ ば 卒 業 後 は 留 学 で き る 体 制を 構 築 し て  い  ま す 」

。  山 田 チ  ー  ム

は 、  次 代 を 担 う 先 端 医 療 を 継 承す  る 若 手 研 究 者 を 待  っ  て  い  る  。

臓 器 移 植 法 が 施 行 さ れ て 2 0 年 が 過 ぎ た が 、 国 内 に お け る 臓 器 提 供 は 欧 米 諸 国 の 数 十 分 の

一 と い わ れ 、 そ の 数 に は 大 き な 開 き が あ る 。 臓 器 不 全 に 苦 し む 患 者 を 目 の 当 た り に し て き た 臨

床 医 の 立 場 か ら 移 植 医 療 の 研 究 者 に 転 じ 、 ブ タ ・ ヒ ト 間 の 臨 床 異 種 移 植 実 現 を 目 指 し て 研 究

を 続 け る 世 界 的 オ ー ソ リ テ ィ ー 山 田 和 彦 教 授 に 、ミ ニ ブ タ を 使 っ た 研 究 活 動 に つ い て 伺 っ た 。

1 9 8 7 年 日 本 医 科 大 学 卒 業 。1 9 8 7 年 医 師 免 許 。1 9 9 9 年 医 学 博

士 。 前 職 ハ ー バ ー ド 大 学 准 教 授 。

■ 所 属 学 会 ： 国 際 異 種 移 植 学 会 理 事 、 日 本 臓 器 保 存 生 物 医 学 会 理 事 、

E dit ori al B o ar d ( Tr a n s pl a nt ati o n 、 X e n otr a n s pl a nt ati o n 、

J o ur n al of Tr a n s pl a nt ati o n 、 ア メ リ カ 移 植 学 会 ( A T C ) 演 題 審 査

員 ( 2 0 0 9 、2 0 1 0 、2 0 1 1 ) 、 国 際 移 植 学 会 n K O L ( 2 0 1 0 ) 等

■ 専 門 分 野 ： 異 種 移 植 、 移 植 免 疫 学 、 泌 尿 器 学

■ 研 究 テ ー マ ： ◯ 先 端 臓 器 置 換 戦 略 ◯ 移 植 免 疫

山 田 　 和 彦 （ や ま だ ・ か ず ひ こ ）

1 9 9 4 年 京 都 大 学 卒 業 。1 9 9 4 年 医 師 免 許 。2 0 1 1 年 医 学 博 士 。 前 職 京 都 大 学 助 教 。

■ 所 属 学 会 ： 日 本 呼 吸 器 外 科 学 会 評 議 員 、 日 本 臓 器 保 存 生 物 医 学 会 評 議 員 ・ 学 術 委 員 ・ 国

際 交 流 委 員 、 国 際 心 肺 移 植 学 会 、 ア メ リ カ 移 植 学 会 、 国 際 異 種 移 植 学 会 等

■ 専 門 分 野 ： 移 植 外 科 学 、 移 植 免 疫 学 、 呼 吸 器 外 科 学

■ 研 究 テ ー マ ： ◯ 同 種 ・ 異 種 移 植 ◯ 虚 血 再 灌 流 傷 害 〇 免 疫 寛 容

佐 原 　 寿 史 （ さ は ら ・ ひ さ し ）

産 学 連 携 で 実 現 す る 最 先 端 の 移 植 ・ 再 生 医 療 研 究
～ 本 学 の 誇 る 医 用 ミ ニ ブ タ を 活 用 し て 推 進 す る 世 界 的 前 臨 床 研 究 ～

臓 器 移 植 の 未 来 を 担 う臓 器 移 植 の 未 来 を 担 う臓 器 移 植 の 未 来 を 担 う臓 器 移 植 の 未 来 を 担 う

霊 長 類 に 移 植 す  る 実 験 等 に  お  いて 画 期 的 な 成 果 を 挙 げ て  い  る  。現 在 、  山 田 先 生 が 腎 臓 と 膵 島 、佐 原 寿 史 准 教 授 が 肺 と 心 臓 、関 島 光 裕 特 任 助 教 が 小 腸 と 肝臓 を 主 に 担 当 し 、  ブ  タ  ・  ブ  タ 間 同種 あ る  い  は ブ  タ  ・  霊 長 類 間 異 種移 植 研 究 を 進 め  て  い  る  。　 本 学 の 医 用 ミ  ニ  ブ  タ  （ ク  ラ ウ  ン系 ミ  ニ  ブ  タ ）  は 1 9 7 8 年 、  中 西善 彦 名 誉 教 授 が 中 心 と な  っ  て作 出 。  現 在 、  伊 佐 市 に 設 立 さ れた
N P

O 法 人 に  お  い  て 個 別 ケ  ー

ジ に よ る 繁 殖 、  飼 育 が 行 わ れ  、
「 製 品 」  と し  て  の 出 荷 も 行 わ れ  てい  る  。  こ の 医 用 ミ  ニ  ブ  タ は 最 大 でも

5 0㎏ と 扱  い  や す  い  サ  イ ズ  で  、  臓

器 の 大 き さ も  ヒ ト の そ れ に 近  いと  い  う  メ  リ  ッ  ト を 持  つ  。  加 え  て  、  組織 適 合 性  （ M H

C
）  が 確 立 し  て  い

る こ と が 重 要 、  と 山 田 先 生 は 語る  。  移 植 医 療 に  お け る 拒 絶 反 応抑 制 法 の 開 発 、  ま た 再 生 医 療  への 基 礎  ・  応 用 研 究 な ど に  お  い  ても 、  組 織 適 合 性 の 確 立 し た 動 物の 使 用 は 不 可 欠 な の で あ る  。  組織 適 合 性 の 確 立 に は 、  お  よ そ

2 0

次 世 代 を 担 う 研 究 者 を 求 む次 世 代 を 担 う 研 究 者 を 求 む次 世 代 を 担 う 研 究 者 を 求 む次 世 代 を 担 う 研 究 者 を 求 む今 後  へ  の 展 望 と こ こ で 学 ぶ  メ リ  ッ  ト今 後  へ  の 展 望 と こ こ で 学 ぶ  メ リ  ッ  ト今 後  へ  の 展 望 と こ こ で 学 ぶ  メ リ  ッ  ト今 後  へ  の 展 望 と こ こ で 学 ぶ  メ リ  ッ  ト

鹿 児 島 で  こ そ 可 能 な鹿 児 島 で  こ そ 可 能 な鹿 児 島 で  こ そ 可 能 な鹿 児 島 で  こ そ 可 能 な最 先 端 の 医 療 研 究最 先 端 の 医 療 研 究最 先 端 の 医 療 研 究

山  田  教  授  が  理  事  お  よ  び C o n gr e s s Vi c e Pr e si d e nt と し て山  田  教  授  が  理  事  お  よ  び C o n gr e s s Vi c e Pr e si d e nt と し て
2 0 1 3 年 に 開 催 し た 国 際 異 種 移 植 学 会 の 際 の 研 究 室 メ ン バ ー2 0 1 3 年 に 開 催 し た 国 際 異 種 移 植 学 会 の 際 の 研 究 室 メ ン バ ー

海 外 研 究 者 を 迎 え 入 れ て の 実 験 実 施 時海 外 研 究 者 を 迎 え 入 れ て の 実 験 実 施 時

1 42 0 1 8 S u m m e r        K A D AI J O U R N AL N o. 2 0 81 5 2 0 1 8 S u m m e r        K A D AI J O U R N AL N o. 2 0 8
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年 と  い  う 歳 月 を 要 す る と  い  う  。世 界 的 に 見 て も 、  組 織 適 合 性 の確 立 し た ブ  タ  は 、  他 に  ア  メ  リ カ  に1 種 存 在 す る だ け で  あ り  、  本 学の 医 用 ミ  ニ  ブ  タ は 非 常 に 貴 重 な実 験 資 源 と 言 え  る  。  「 ク  ラ ウ  ン 系ミ  ニ  ブ  タ  は 鹿 児 島 大 学  の 宝  で  す 」

 

　 山 田 先 生 の チ ー  ム  で は 、  国 内各 地 は も と よ り  、  ア  メ リ カ  、  ヨ  ーロ  ッ  パ  、  ア ジ  ア 各 地 に 共 同 研 究 施設 を 有 す る  一  方 、  学 内 の 医 歯 学総 合 研 究 科 、  農 学 部 、  共 同 獣 医学 部 、  工 学 部 と 連 携 を 図 り  、  医用 ミ  ニ  ブ タ を 活 用 し た 移 植  ・  再生 医 療 領 域 の 先 端 研 究 を 推 進し て  い  る  。  ブ  タ  の 繁 殖 、  飼 育 に 適し た 自 然 環 境 と 人 的 資 源 に 恵ま れ て  い  る こ と も 鹿 児 島 な ら では 、  の メ リ  ッ ト  。  「 都 市 型 の 単 科大 学 で は 困 難 な 、  コ  ン  ソ  ー  シ  ア  ムに よ る 研 究 体 制 が 鹿 大 で は 構築 で  き  る  の  で  す 」　  セ  ン  タ ー で は 、  異 種 移 植 の 研究 に と ど ま ら ず  、  新 た な 血 管 グラ  フ  ト や 臓 器 保 存 シ  ス  テ  ム な ど医 用  ・  バ  イ オ 製 品 の 供 給 シ  ス  テム を 企 業 と と も に 構 築 し 、  世 界 　  「 臓 器 移 植 に  お け る 最 大 の 問題 は 臓 器 が 足 り な  い  こ と 」  と 、  山田 先 生 は 話 す  。  「  （ 臓 器 提 供 は ）善 意 の 医 療 で す か ら 、  ド ナ ー の数 は そ う 増 え な  い  。  移 植 待 機 者が ど ん ど ん 増 え  て  い  く 。  こ れ を 解消 す る に は 根 本 的 な 解 決 策 が必 要 な わ け で す 」  。  腎 移 植 を 専門 と す  る 泌 尿 器 専 門 医 で  あ  っ  た山 田 先 生 は 約

2 5年 前 、  異 種 移

植 を 学 ぶ  た め 渡 米 。  米  ハ  ー  バ  ー  ド大 学 移 植 生 物 学 研 究  セ  ン  タ  ー  に
1 3年 間 在 籍 し 、  准 教 授 と し  て 異

種 間 腎 移 植 の プ  ロ  ジ  ェ  ク ト リ ーダ  ー を 務 め た 経 歴 を 持  つ  。 　 現 在 、  手 が け て  い  る 研 究 は 、大 動 物 を 使  っ  た ト ラ  ン  ス  レ  ー  シ  ョナ  ル  リ サ  ー  チ  （ 前 臨 床 研 究 ）  。  マ  ウス  、  ラ  ッ  ト な ど 小 動 物 の 実 験 によ り 得 ら れ た 知 見 を 霊 長 類 やブ  タ な ど の 大 動 物 で 試 験 し 、  臨床  へ  の 応 用 性 を 検 証 、  検 討 す る研 究 だ 。  大 動 物 の 中 で も ブ  タ は生 理 学 的 、  解 剖 学 的 に  ヒ ト に 似て  お り  、  多 産  の ブ  タ  が ド  ナ  ー  と なれ ば 臓 器 不 足 が 解 消 さ れ る メリ  ッ  ト も あ る  。  山 田 チ ー  ム は 、  これ ま  で  に ブ  タ  の 腎 臓 、  膵 島 、  肺 を

へ  発 信 す る こ と を 今 後

1 0年 間

の 具 体 的 目 標 と し て 掲 げ て  いる  。  研 究 テ ー  マ  を 同 じ く す る 企業 や 団 体 と 連 携 し て 研 究 を 継続 す る こ と は 、  資 金 面 、  人 材 確保 の 面 か ら も 重 要 だ と 山 田 先生 は 語 る  。  昨 年 度 、  セ  ン  タ  ー に 設置 さ れ た 寄 附 講 座  「 高 生 体 適合 性 医 療 機 器  ・  臓 器 開 発 講 座 」で は 、  腎 不 全 の 患 者 に 対 す る 治療 や 移 植 す る 臓 器 の 修 復 な どを 研 究 の 主 体 と し て  お り 、  医 療機 関 や 医 療 機 器 メ  ー カ ー 等 とと も に 新 し  い 人 工 血 管 や 血 液透 析 の  シ  ス  テ  ム を 開 発 す る 研 究を 進 め  て  い  る  。 　 将 来 的 な  ビ  ジ  ョ  ン  は  「 畜 産 県  ・鹿 児 島 を 拠 点 と し  て 世 界  へ  向 けて  の 前 臨 床 研 究 が で  き る

’医 療

工 場

‘を 南 九 州 の 事 業 と し て 構

築 す る  こ と 」  。  そ  の  た め  に も 移 植医 療 、  再 生 医 療 に 関 心 の  あ る 若手 研 究 者 を ひ ろ く 受 け 入 れ  、  国際 競 争 力 に 不 可 欠 な 、  ス  ピ  ー ド感 を 持  っ  た 人 材 を 養 成 し た  い  、と 山 田 先 生 は 語 る  。

「 希 望 が あ

れ ば 卒 業 後 は 留 学 で き る 体 制を 構 築 し て  い  ま す 」

。  山 田 チ  ー  ム

は 、  次 代 を 担 う 先 端 医 療 を 継 承す  る 若 手 研 究 者 を 待  っ  て  い  る  。

臓 器 移 植 法 が 施 行 さ れ て 2 0 年 が 過 ぎ た が 、 国 内 に お け る 臓 器 提 供 は 欧 米 諸 国 の 数 十 分 の

一 と い わ れ 、 そ の 数 に は 大 き な 開 き が あ る 。 臓 器 不 全 に 苦 し む 患 者 を 目 の 当 た り に し て き た 臨

床 医 の 立 場 か ら 移 植 医 療 の 研 究 者 に 転 じ 、 ブ タ ・ ヒ ト 間 の 臨 床 異 種 移 植 実 現 を 目 指 し て 研 究

を 続 け る 世 界 的 オ ー ソ リ テ ィ ー 山 田 和 彦 教 授 に 、ミ ニ ブ タ を 使 っ た 研 究 活 動 に つ い て 伺 っ た 。

 

1 9 8 7 年 日 本 医 科 大 学 卒 業 。1 9 8 7 年 医 師 免 許 。1 9 9 9 年 医 学 博

士 。 前 職 ハ ー バ ー ド 大 学 准 教 授 。

■ 所 属 学 会 ： 国 際 異 種 移 植 学 会 理 事 、 日 本 臓 器 保 存 生 物 医 学 会 理 事 、

E dit ori al B o ar d ( Tr a n s pl a nt ati o n 、 X e n otr a n s pl a nt ati o n 、

J o ur n al of Tr a n s pl a nt ati o n 、 ア メ リ カ 移 植 学 会 ( A T C ) 演 題 審 査

員 ( 2 0 0 9 、2 0 1 0 、2 0 1 1 ) 、 国 際 移 植 学 会 n K O L ( 2 0 1 0 ) 等

■ 専 門 分 野 ： 異 種 移 植 、 移 植 免 疫 学 、 泌 尿 器 学

■ 研 究 テ ー マ ： ◯ 先 端 臓 器 置 換 戦 略 ◯ 移 植 免 疫

山 田 　 和 彦 （ や ま だ ・ か ず ひ こ ）

 

1 9 9 4 年 京 都 大 学 卒 業 。1 9 9 4 年 医 師 免 許 。2 0 1 1 年 医 学 博 士 。 前 職 京 都 大 学 助 教 。

■ 所 属 学 会 ： 日 本 呼 吸 器 外 科 学 会 評 議 員 、 日 本 臓 器 保 存 生 物 医 学 会 評 議 員 ・ 学 術 委 員 ・ 国

際 交 流 委 員 、 国 際 心 肺 移 植 学 会 、 ア メ リ カ 移 植 学 会 、 国 際 異 種 移 植 学 会 等

■ 専 門 分 野 ： 移 植 外 科 学 、 移 植 免 疫 学 、 呼 吸 器 外 科 学

■ 研 究 テ ー マ ： ◯ 同 種 ・ 異 種 移 植 ◯ 虚 血 再 灌 流 傷 害 〇 免 疫 寛 容

佐 原 　 寿 史 （ さ は ら ・ ひ さ し ）

産 学 連 携 で 実 現 す る 最 先 端 の 移 植 ・ 再 生 医 療 研 究
～ 本 学 の 誇 る 医 用 ミ ニ ブ タ を 活 用 し て 推 進 す る 世 界 的 前 臨 床 研 究 ～

臓 器 移 植 の 未 来 を 担 う

霊 長 類 に 移 植 す  る 実 験 等 に  お  いて 画 期 的 な 成 果 を 挙 げ て  い  る  。現 在 、  山 田 先 生 が 腎 臓 と 膵 島 、佐 原 寿 史 准 教 授 が 肺 と 心 臓 、関 島 光 裕 特 任 助 教 が 小 腸 と 肝臓 を 主 に 担 当 し 、  ブ  タ  ・  ブ  タ 間 同種 あ る  い  は ブ  タ  ・  霊 長 類 間 異 種移 植 研 究 を 進 め  て  い  る  。　 本 学 の 医 用 ミ  ニ  ブ  タ  （ ク  ラ ウ  ン系 ミ  ニ  ブ  タ ）  は 1 9 7 8 年 、  中 西善 彦 名 誉 教 授 が 中 心 と な  っ  て作 出 。  現 在 、  伊 佐 市 に 設 立 さ れた
N P

O 法 人 に  お  い  て 個 別 ケ  ー

ジ に よ る 繁 殖 、  飼 育 が 行 わ れ  、
「 製 品 」  と し  て  の 出 荷 も 行 わ れ  てい  る  。  こ の 医 用 ミ  ニ  ブ  タ は 最 大 でも

5 0㎏ と 扱  い  や す  い  サ  イ ズ  で  、  臓

器 の 大 き さ も  ヒ ト の そ れ に 近  いと  い  う  メ  リ  ッ  ト を 持  つ  。  加 え  て  、  組織 適 合 性  （ M H

C
）  が 確 立 し  て  い

る こ と が 重 要 、  と 山 田 先 生 は 語る  。  移 植 医 療 に  お け る 拒 絶 反 応抑 制 法 の 開 発 、  ま た 再 生 医 療  への 基 礎  ・  応 用 研 究 な ど に  お  い  ても 、  組 織 適 合 性 の 確 立 し た 動 物の 使 用 は 不 可 欠 な の で あ る  。  組織 適 合 性 の 確 立 に は 、  お  よ そ

2 0

次 世 代 を 担 う 研 究 者 を 求 む今 後  へ  の 展 望 と こ こ で 学 ぶ  メ リ  ッ  ト

鹿 児 島 で  こ そ 可 能 な最 先 端 の 医 療 研 究

山  田  教  授  が  理  事  お  よ  び C o n gr e s s Vi c e Pr e si d e nt と し て
2 0 1 3 年 に 開 催 し た 国 際 異 種 移 植 学 会 の 際 の 研 究 室 メ ン バ ー

海 外 研 究 者 を 迎 え 入 れ て の 実 験 実 施 時

S c h ol a r I nt e r vi e w

医 用 ミ  ニ ブ  タ  ・  先 端 医 療 開 発 研 究 セ  ン  タ  ー臓 器 置 換  ・  異 種 移 植 外 科 分 野

S C H O L A R
I N T E R V I E W

山 田

  和 彦

教 授

年 と  い  う 歳 月 を 要 す る と  い  う  。世 界 的 に 見 て も 、  組 織 適 合 性 の確 立 し た ブ  タ  は 、  他 に  ア  メ  リ カ  に1 種 存 在 す る だ け で  あ り  、  本 学の 医 用 ミ  ニ  ブ  タ は 非 常 に 貴 重 な実 験 資 源 と 言 え  る  。  「 ク  ラ ウ  ン 系ミ  ニ  ブ  タ  は 鹿 児 島 大 学  の 宝  で  す 」　 山 田 先 生 の チ ー  ム  で は 、  国 内各 地 は も と よ り  、  ア  メ リ カ  、  ヨ  ーロ  ッ  パ  、  ア ジ  ア 各 地 に 共 同 研 究 施設 を 有 す る  一  方 、  学 内 の 医 歯 学総 合 研 究 科 、  農 学 部 、  共 同 獣 医学 部 、  工 学 部 と 連 携 を 図 り  、  医用 ミ  ニ  ブ タ を 活 用 し た 移 植  ・  再生 医 療 領 域 の 先 端 研 究 を 推 進し て  い  る  。  ブ  タ  の 繁 殖 、  飼 育 に 適し た 自 然 環 境 と 人 的 資 源 に 恵ま れ て  い  る こ と も 鹿 児 島 な ら では 、  の メ リ  ッ ト  。  「 都 市 型 の 単 科大 学 で は 困 難 な 、  コ  ン  ソ  ー  シ  ア  ムに よ る 研 究 体 制 が 鹿 大 で は 構築 で  き  る  の  で  す 」　  セ  ン  タ ー で は 、  異 種 移 植 の 研究 に と ど ま ら ず  、  新 た な 血 管 グラ  フ  ト や 臓 器 保 存 シ  ス  テ  ム な ど医 用  ・  バ  イ オ 製 品 の 供 給 シ  ス  テム を 企 業 と と も に 構 築 し 、  世 界 　  「 臓 器 移 植 に  お け る 最 大 の 問題 は 臓 器 が 足 り な  い  こ と 」  と 、  山田 先 生 は 話 す  。  「  （ 臓 器 提 供 は ）善 意 の 医 療 で す か ら 、  ド ナ ー の数 は そ う 増 え な  い  。  移 植 待 機 者が ど ん ど ん 増 え  て  い  く 。  こ れ を 解消 す る に は 根 本 的 な 解 決 策 が必 要 な わ け で す 」  。  腎 移 植 を 専門 と す  る 泌 尿 器 専 門 医 で  あ  っ  た山 田 先 生 は 約

2 5年 前 、  異 種 移

植 を 学 ぶ  た め 渡 米 。  米  ハ  ー  バ  ー  ド大 学 移 植 生 物 学 研 究  セ  ン  タ  ー  に
1 3年 間 在 籍 し 、  准 教 授 と し  て 異

種 間 腎 移 植 の プ  ロ  ジ  ェ  ク ト リ ーダ  ー を 務 め た 経 歴 を 持  つ  。　 現 在 、  手 が け て  い  る 研 究 は 、大 動 物 を 使  っ  た ト ラ  ン  ス  レ  ー  シ  ョナ  ル  リ サ  ー  チ  （ 前 臨 床 研 究 ）  。  マ  ウス  、  ラ  ッ  ト な ど 小 動 物 の 実 験 によ り 得 ら れ た 知 見 を 霊 長 類 やブ  タ な ど の 大 動 物 で 試 験 し 、  臨床  へ  の 応 用 性 を 検 証 、  検 討 す る研 究 だ 。  大 動 物 の 中 で も ブ  タ は生 理 学 的 、  解 剖 学 的 に  ヒ ト に 似て  お り  、  多 産  の ブ  タ  が ド  ナ  ー  と なれ ば 臓 器 不 足 が 解 消 さ れ る メリ  ッ  ト も あ る  。  山 田 チ ー  ム は 、  これ ま  で  に ブ  タ  の 腎 臓 、  膵 島 、  肺 を

へ  発 信 す る こ と を 今 後

1 0年 間

の 具 体 的 目 標 と し て 掲 げ て  いる  。  研 究 テ ー  マ  を 同 じ く す る 企業 や 団 体 と 連 携 し て 研 究 を 継続 す る こ と は 、  資 金 面 、  人 材 確保 の 面 か ら も 重 要 だ と 山 田 先生 は 語 る  。  昨 年 度 、  セ  ン  タ  ー に 設置 さ れ た 寄 附 講 座  「 高 生 体 適合 性 医 療 機 器  ・  臓 器 開 発 講 座 」で は 、  腎 不 全 の 患 者 に 対 す る 治療 や 移 植 す る 臓 器 の 修 復 な どを 研 究 の 主 体 と し て  お り 、  医 療機 関 や 医 療 機 器 メ  ー カ ー 等 とと も に 新 し  い 人 工 血 管 や 血 液透 析 の  シ  ス  テ  ム を 開 発 す る 研 究を 進 め  て  い  る  。　 将 来 的 な  ビ  ジ  ョ  ン  は  「 畜 産 県  ・鹿 児 島 を 拠 点 と し  て 世 界  へ  向 けて  の 前 臨 床 研 究 が で  き る

’医 療

工 場

‘を 南 九 州 の 事 業 と し て 構

築 す る  こ と 」  。  そ  の  た め  に も 移 植医 療 、  再 生 医 療 に 関 心 の  あ る 若手 研 究 者 を ひ ろ く 受 け 入 れ  、  国際 競 争 力 に 不 可 欠 な 、  ス  ピ  ー ド感 を 持  っ  た 人 材 を 養 成 し た  い  、と 山 田 先 生 は 語 る  。

「 希 望 が あ

れ ば 卒 業 後 は 留 学 で き る 体 制を 構 築 し て  い  ま す 」

。  山 田 チ  ー  ム

は 、  次 代 を 担 う 先 端 医 療 を 継 承す  る 若 手 研 究 者 を 待  っ  て  い  る  。

臓 器 移 植 法 が 施 行 さ れ て 2 0 年 が 過 ぎ た が 、 国 内 に お け る 臓 器 提 供 は 欧 米 諸 国 の 数 十 分 の

一 と い わ れ 、 そ の 数 に は 大 き な 開 き が あ る 。 臓 器 不 全 に 苦 し む 患 者 を 目 の 当 た り に し て き た 臨

床 医 の 立 場 か ら 移 植 医 療 の 研 究 者 に 転 じ 、 ブ タ ・ ヒ ト 間 の 臨 床 異 種 移 植 実 現 を 目 指 し て 研 究

を 続 け る 世 界 的 オ ー ソ リ テ ィ ー 山 田 和 彦 教 授 に 、ミ ニ ブ タ を 使 っ た 研 究 活 動 に つ い て 伺 っ た 。

1 9 8 7 年 日 本 医 科 大 学 卒 業 。1 9 8 7 年 医 師 免 許 。1 9 9 9 年 医 学 博

士 。 前 職 ハ ー バ ー ド 大 学 准 教 授 。

■ 所 属 学 会 ： 国 際 異 種 移 植 学 会 理 事 、 日 本 臓 器 保 存 生 物 医 学 会 理 事 、

E dit ori al B o ar d ( Tr a n s pl a nt ati o n 、 X e n otr a n s pl a nt ati o n 、

J o ur n al of Tr a n s pl a nt ati o n 、 ア メ リ カ 移 植 学 会 ( A T C ) 演 題 審 査

員 ( 2 0 0 9 、2 0 1 0 、2 0 1 1 ) 、 国 際 移 植 学 会 n K O L ( 2 0 1 0 ) 等

■ 専 門 分 野 ： 異 種 移 植 、 移 植 免 疫 学 、 泌 尿 器 学

■ 研 究 テ ー マ ： ◯ 先 端 臓 器 置 換 戦 略 ◯ 移 植 免 疫

山 田 　 和 彦 （ や ま だ ・ か ず ひ こ ）

1 9 9 4 年 京 都 大 学 卒 業 。1 9 9 4 年 医 師 免 許 。2 0 1 1 年 医 学 博 士 。 前 職 京 都 大 学 助 教 。

■ 所 属 学 会 ： 日 本 呼 吸 器 外 科 学 会 評 議 員 、 日 本 臓 器 保 存 生 物 医 学 会 評 議 員 ・ 学 術 委 員 ・ 国

際 交 流 委 員 、 国 際 心 肺 移 植 学 会 、 ア メ リ カ 移 植 学 会 、 国 際 異 種 移 植 学 会 等

■ 専 門 分 野 ： 移 植 外 科 学 、 移 植 免 疫 学 、 呼 吸 器 外 科 学

■ 研 究 テ ー マ ： ◯ 同 種 ・ 異 種 移 植 ◯ 虚 血 再 灌 流 傷 害 〇 免 疫 寛 容

佐 原 　 寿 史 （ さ は ら ・ ひ さ し ）

産 学 連 携 で 実 現 す る 最 先 端 の 移 植 ・ 再 生 医 療 研 究
～ 本 学 の 誇 る 医 用 ミ ニ ブ タ を 活 用 し て 推 進 す る 世 界 的 前 臨 床 研 究 ～

臓 器 移 植 の 未 来 を 担 う臓 器 移 植 の 未 来 を 担 う臓 器 移 植 の 未 来 を 担 う臓 器 移 植 の 未 来 を 担 う

霊 長 類 に 移 植 す  る 実 験 等 に  お  いて 画 期 的 な 成 果 を 挙 げ て  い  る  。現 在 、  山 田 先 生 が 腎 臓 と 膵 島 、佐 原 寿 史 准 教 授 が 肺 と 心 臓 、関 島 光 裕 特 任 助 教 が 小 腸 と 肝臓 を 主 に 担 当 し 、  ブ  タ  ・  ブ  タ 間 同種 あ る  い  は ブ  タ  ・  霊 長 類 間 異 種移 植 研 究 を 進 め  て  い  る  。　 本 学 の 医 用 ミ  ニ  ブ  タ  （ ク  ラ ウ  ン系 ミ  ニ  ブ  タ ）  は 1 9 7 8 年 、  中 西善 彦 名 誉 教 授 が 中 心 と な  っ  て作 出 。  現 在 、  伊 佐 市 に 設 立 さ れた
N P

O 法 人 に  お  い  て 個 別 ケ  ー

ジ に よ る 繁 殖 、  飼 育 が 行 わ れ  、
「 製 品 」  と し  て  の 出 荷 も 行 わ れ  てい  る  。  こ の 医 用 ミ  ニ  ブ  タ は 最 大 でも

5 0㎏ と 扱  い  や す  い  サ  イ ズ  で  、  臓

器 の 大 き さ も  ヒ ト の そ れ に 近  いと  い  う  メ  リ  ッ  ト を 持  つ  。  加 え  て  、  組織 適 合 性  （ M H

C
）  が 確 立 し  て  い

る こ と が 重 要 、  と 山 田 先 生 は 語る  。  移 植 医 療 に  お け る 拒 絶 反 応抑 制 法 の 開 発 、  ま た 再 生 医 療  への 基 礎  ・  応 用 研 究 な ど に  お  い  ても 、  組 織 適 合 性 の 確 立 し た 動 物の 使 用 は 不 可 欠 な の で あ る  。  組織 適 合 性 の 確 立 に は 、  お  よ そ

2 0

次 世 代 を 担 う 研 究 者 を 求 む次 世 代 を 担 う 研 究 者 を 求 む次 世 代 を 担 う 研 究 者 を 求 む次 世 代 を 担 う 研 究 者 を 求 む今 後  へ  の 展 望 と こ こ で 学 ぶ  メ リ  ッ  ト今 後  へ  の 展 望 と こ こ で 学 ぶ  メ リ  ッ  ト今 後  へ  の 展 望 と こ こ で 学 ぶ  メ リ  ッ  ト今 後  へ  の 展 望 と こ こ で 学 ぶ  メ リ  ッ  ト

鹿 児 島 で  こ そ 可 能 な鹿 児 島 で  こ そ 可 能 な鹿 児 島 で  こ そ 可 能 な鹿 児 島 で  こ そ 可 能 な最 先 端 の 医 療 研 究最 先 端 の 医 療 研 究最 先 端 の 医 療 研 究

山  田  教  授  が  理  事  お  よ  び C o n gr e s s Vi c e Pr e si d e nt と し て山  田  教  授  が  理  事  お  よ  び C o n gr e s s Vi c e Pr e si d e nt と し て
2 0 1 3 年 に 開 催 し た 国 際 異 種 移 植 学 会 の 際 の 研 究 室 メ ン バ ー2 0 1 3 年 に 開 催 し た 国 際 異 種 移 植 学 会 の 際 の 研 究 室 メ ン バ ー

海 外 研 究 者 を 迎 え 入 れ て の 実 験 実 施 時海 外 研 究 者 を 迎 え 入 れ て の 実 験 実 施 時

1 42 0 1 8 S u m m e r        K A D AI J O U R N AL N o. 2 0 81 5 2 0 1 8 S u m m e r        K A D AI J O U R N AL N o. 2 0 8
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鹿 児 島 大 学 教 職 大 学 院 開 設 記 念 式 典 を 開 催

３ 月 ３ 日 、 平 成 2 9 年 度 に ス タ ー ト し た 鹿 児 島 大 学 教 職 大 学 院 （ 大 学 院 教 育 学 研 究 科 学 校 教 育

実 践 高 度 化 専 攻 ） の 開 設 記 念 式 典 を 、 教 育 学 部 を 会 場 と し て 開 催 し ま し た 。

当 日 は 開 設 記 念 式 典 に 引 き 続 き 、 平 成 2 9 年 度 成 果 報 告 会 と し て 、こ の １ 年 間 の 成 果 報 告 と ポ ス タ ー 発 表 、 文 部 科 学 省 高 等 教 育

局 大 学 振 興 課 教 員 養 成 企 画 室 の 福 島 哉 史 室 長 補 佐 に よ る 「 教 職 大 学 院 へ の 期 待 」と 題 し た 基 調 講 演 、「 鹿 児 島 の 教 員 育 成 の 未

来 を 考 え る 」と 題 し た ト ー ク セ ッ シ ョ ン が 行 わ れ 、 約 1 5 0 人 が 参 加 し ま し た 。

開 設 記 念 式 典 で は 、 前 田 芳 實 学 長 の 挨 拶 に 続 き 、 古 川 仲 二 鹿 児 島 県 教 育 委 員 会 教 育 長 （ 寺 園 伸 二 教 育 次 長 代 読 ）と 、 本 教 職

大 学 院 と 連 携 す る 県 内 の 九 つ の 教 育 委 員 会 の 代 表 と し て 江 口 英 雄 三 島 村 教 育 委 員 会 教 育 長 か ら ご 祝 辞 を い た だ き ま し た 。 引 き

続 き 行 わ れ た 成 果 報 告 会 で は 、 有 倉 巳 幸 専 攻 長 に よ る 基 調 報 告 、 教 職 員 支 援 機 構 に 今 年 度 採 択 さ れ た 「 教 員 の 資 質 向 上 の た め

の 研 修 プ ロ グ ラ ム 開 発 支 援 事 業 」 の 成 果 報 告 、 院 生 を 代 表 し て 、 上 野 朝 香 さ ん （ ス ト レ ー ト マ ス タ ー ）と 現 職 教 員 院 生 の 櫻 木 俊 郎 さ

ん （ 霧 島 市 立 青 葉 小 学 校 教 諭 ） の 二 人 が こ の １ 年 間 の 学 修 成 果 を そ れ ぞ れ 発

表 し ま し た 。 ま た 、 別 室 で 行 わ れ た 院 生 1 2 人 に よ る ポ ス タ ー 発 表 に も 参 加 者 の

多 く が 訪 れ 、 院 生 と 質 疑 応 答 が 交 わ さ れ る 熱 心 な 参 観 風 景 が 見 ら れ ま し た 。

午 後 は 、 福 島 室 長 補 佐 に よ る 基 調 講 演 の 後 、ト ー ク セ ッ シ ョ ン を 行 い ま し た 。

パ ネ ラ ー と し て 、 菊 地 史 晃 鹿 児 島 県 教 育 委 員 会 義 務 教 育 課 長 、 大 久 保 哲 志

県 総 合 教 育 セ ン タ ー 所 長 、 鮎 川 真 理 三 島 村 立 三 島 小 中 学 校 長 、 廣 瀬 真 琴 教

職 大 学 院 准 教 授 が 登 壇 し 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 髙 谷 哲 也 教 職 大 学 院 准 教 授

の 進 行 の も と 忌 憚 の な い 意 見 交 換 が 行 わ れ 、 参 加 者 に 、 教 員 養 成 大 学 を め ぐ

る 課 題 や 本 教 職 大 学 院 の 取 り 組 み を 知 っ て い た だ く 貴 重 な １ 日 と な り ま し た 。

平 成 2 9 年 度 卒 業 式 ・ 修 了 式 を 挙 行 ～ 2, 4 8 5 人 が 巣 立 つ ～

3 月 2 3 日 、 平 成 2 9 年 度 鹿 児 島 大 学 卒 業 式 ・ 修 了 式 が 鹿 児 島 県 総 合 体 育 セ ン タ ー 体 育 館 に お い て 挙 行 さ れ ま し た 。

今 年 度 卒 業 ・ 修 了 し た の は 、 学 部 卒 業 者 1, 9 7 6 人 、 大 学 院 修 了 者 5 0 9 人 の 計 2, 4 8 5 人 で 、 各 学 部 ・ 研 究 科 の 総 代 へ 学 部 長 ・ 研

究 科 長 か ら 学 位 記 が 授 与 さ れ ま し た 。 前 田 芳 實 学 長 は 、 告 辞 で 、 進 取 の 気 風 広 場 に 設 置 し て あ る 本 学 稲 盛 和 夫 名 誉 博 士 の 銘 文

を 紹 介 し 、 本 学 で 培 っ た 進 取 の 精 神 を 礎 と し て 、こ れ か ら の 社 会 で の 活 躍 を 祈 念 し て い る と 激 励 し ま し た 。

学 長 告 辞 に 続 き 、 来 賓 紹 介 、 共 同 獣 医 学 部 ５ 年 畠 中 大 地 さ ん に よ る 在 学 生 総 代 送 辞 、 歯 学 部 ６ 年 山 中 あ ず さ さ ん に よ る 卒 業

生 ・ 修 了 生 総 代 答 辞 が 行 わ れ 、 最 後 に 会 場 の 全 員 に よ る 「 北 辰 斜 に 」と「 螢 の 光 」 の 斉 唱 に て 式 が 締 め く く ら れ ま し た 。

式 中 で は 、 本 年 度 の 優 秀 な 学 生 を 表 彰 す る 「 鹿 児 島 大 学 稲 盛 賞 」（ 受 賞 者 　 学 部 学 生 1 4 人 、 大 学 院 生 1 人 ）と「 鹿 児 島 大 学 工

業 倶 楽 部 賞 」（ 受 賞 者 　 大 学 院 生 2 名 ） の 授 与 も 併 せ て 行 わ れ ま し た 。

平 成 3 0 年 度 入 学 式 を 挙 行

４ 月 ６ 日 、 鹿 児 島 県 総 合 体 育 セ ン タ ー 体 育 館 に お い て 、 平 成

３ ０ 年 度 鹿 児 島 大 学 入 学 式 を 挙 行 し ま し た 。

今 年 度 の 入 学 生 は 、 学 部 学 生 1, 9 6 5 名 、 大 学 院 生 6 0 0 名 の 計

2, 5 6 5 名 で す 。

式 で は 、 前 田 芳 實 学 長 に よ る 入 学 許 可 に 続 き 、 学 部 入 学 生 代

表 の 佐 藤 礼 さ ん （ 工 学 部 ）と 大 学 院 入 学 生 代 表 の 寺 内 愛 さ ん （ 教

育 学 研 究 科 ） が 宣 誓 を 行 い ま し た 。

続 く 学 長 告 辞 で は 、 前 田 学 長 よ り 、 本 学 に お け る 各 種 学 生 支 援

制 度 の 内 容 が 紹 介 さ れ 、 進 取 の 精 神 の 下 、 支 援 制 度 を 活 用 し た

海 外 留 学 や 海 外 研 修 の 機 会 を 積 極 的 に 取 得 し 、 国 際 的 視 野 の

拡 大 と 異 文 化 理 解 の 醸 成 や 企 画 力 、 課 題 解 決 力 、 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 力 の 向 上 な ど 、 自 身 の 可 能 性 へ チ ャ レ ン ジ し て ほ し い と 、 新

入 生 へ 激 励 の 言 葉 が 贈 ら れ ま し た 。

ま た 、 式 の 最 後 に は 、 恒 例 と な っ て い る 鹿 児 島 大 学 学 友 会 管 弦

楽 団 と 鹿 児 島 大 学 混 声 合 唱 団 ポ リ フ ォ ニ ー コ ー ル 、 鹿 児 島 大 学 男

声 合 唱 団 フ ロ イ デ コ ー ル O B 楠 声 会 に よ る 「 ハ レ ル ヤ 」 、「 北 辰 斜 に 」

（ 大 正 ４ 年 第 七 高 等 学 校 第 1 4 回 記 念 祭 歌 ） 、「 火 の 島 は 」（ 鹿 児

島 大 学 創 立 3 0 周 年 記 念 歌 ） の 歓 迎 演 奏 が あ り ま し た 。

教 育 学 研 究 科 の 福 留 さ ん が

鹿 児 島 陶 芸 展 で グ ラ ン プ リ を 受 賞

総 数 1 7 1 点 の 応 募 が あ っ た 第 4 6 回 鹿 児 島 陶 芸 展

（ ４ 月 ６ 日 か ら １ ５ 日 、 鹿 児 島 市 黎 明 館 ） に お い て 、 本 学

教 育 学 研 究 科 １ 年 の 福 留 春 菜 さ ん が グ ラ ン プ リ（ 鹿 児

島 県 知 事 賞 ） を 受

賞 し ま し た 。 ま た 、 創

作 部 門 の 南 日 本 新

聞 社 賞 を 教 育 学 部

美 術 専 修 ４ 年 久 野

菜 々 美 さ ん 、 特 選 を

同 ４ 年 山 元 昌 俊 さ

ん 、 テ ー マ 部 門 の 特

選 を 教 育 学 部 美 術

専 修 ４ 年 池 田 楓 さ

ん と 山 元 昌 俊 さ ん

が 受 賞 し ま し た 。

グ ラ ン プ リ 受 賞 の 福 留 さ ん の 作 品 　 「 先 は 」

2 0 1 8. 3 ~ 2 0 1 8. 6
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「 食 品 管 理 技 術 者 養 成 コ ー ス 」 記 念 式 典 お よ び 公 開 セ ミ ナ ー を 開 催 し ま し た

4 月 1 3 日 、 鹿 児 島 大 学 稲 盛 会 館 キ ミ ＆ ケ サ メ モ リ ア ル ホ ー ル に お い て 、

食 品 産 業 の 中 核 と な る 食 品 安 全 専 門 人 材 の 育 成 を 目 的 と し た 「 食 品 管

理 技 術 者 養 成 コ ー ス 」 の 記 念 式 典 お よ び 公 開 セ ミ ナ ー を 開 催 し ま し た 。

食 品 産 業 で は 食 品 安 全 管 理 ・ 品 質 管 理 の 高 度 化 が 必 要 不 可 欠 な 状

況 と な っ て お り 、 日 本 の 食 品 産 業 の 発 展 及 び 国 際 競 争 力 強 化 の た め に

は 、 食 品 安 全 に 関 わ る 専 門 人 材 の 育 成 が 急 務 と な っ て い ま す 。

今 回 開 設 す る 養 成 コ ー ス で は 、 本 学 と 農 林 水 産 省 、 鹿 児 島 県 、 日 本 マ ク

ド ナ ル ド 株 式 会 社 、 食 品 安 全 マ ネ ジ メ ン ト 協 会 が 、 産 学 官 連 携 に よ る 食 品

安 全 専 門 人 材 育 成 を 推 進 す る 取 り 組 み と し て 、 本 コ ー ス の 開 始 ・ 実 現 に

協  力 し 合 う も の で す 。

式 で は 、 は じ め に 前 田 芳 實 学 長 か ら 「 鹿 児 島 の 食 品 産 業 者 が 世 界 最 先 端 の ノ ウ ハ ウ を 持 つ こ と で 、 食 品 安 全 認 証 の 取 得 率 が

全 国 で 最 上 位 と な り 、 今 後 は 鹿 児 島 県 だ け で な く 、 九 州 地 域 ひ い て は 日 本 全 国 の 食 品 関 連 業 界 の 主 役 の 一 翼 を 担 う 存 在 た る べ

く 、 高 い 意 欲 を 持 っ て 取 り 組 ん で ま い る 所 存 で す 。 」 と 挨 拶 が あ り ま し た 。 ま た 、 鹿 児 島 県 か ら 三 反 園 知 事 、 日 本 マ ク ド ナ ル ド 株 式 会

社 石 渡 氏 、 農 林 水 産 省 杉 田 氏 、 食 品 安 全 マ ネ ジ メ ン ト 協 会 西 谷 氏 か ら 挨 拶 が あ り ま し た 。

そ の 後 、 公 開 セ ミ ナ ー が 開 催 さ れ 、 農 林 水 産 省 杉 田 氏 か ら 「 農 林 水 産 省 の 推 進 す る 食 品 安 全 関 連 の 政 策 、 産 学 官 連 携 に よ る

食 品 安 全 専 門 人 材 育 成 の 推 進 」 に つ い て 、 食 品 安 全 マ ネ ジ メ ン ト 協 会 西 谷 氏 か ら 「 J F S M （ 食 品 安 全 マ ネ ジ メ ン ト 協 会 ） の 取 り 組

み 」 に つ い て 、 本 学 岩 井 農 学 部 長 か ら 「 鹿 児 島 大 学 で 開 催 す る 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム の 概 要 」 に つ い て 、 本 学 紙 谷 農 学 部 准 教 授 か ら

「 食 品 管 理 技 術 者 養 成 コ ー ス の 目 的 と 期 待 」 に つ い て 、 日 本 マ ク ド ナ ル ド 株 式 会 社 小 山 氏 か ら 「 マ ク ド ナ ル ド の 食 品 安 全 へ の 取 り

組 み と マ ク ド ナ ル ド が 実 施 す る 食 品 安 全 専 門 人 材 育 成 」 に つ い て 講 演 が あ り ま し た 。

最 後 に 質 疑 応 答 で は 、 活 発 な 意 見 交 換 が な さ れ ま し た 。

各 学 部 同 窓 会 か ら の 寄 附 金 受 納 式 を 開 催

6 月 1 1 日 、 鹿 児 島 大 学 同 窓 会 連 合 会 会 長 お よ び 9 学 部 の 同 窓 会 会 長 が

学 長 室 を 訪 れ 、 寄 附 金 受 納 式 を 執 り 行 い ま し た 。

各 学 部 の 同 窓 会 よ り 母 校 の 発 展 ・ 充 実 の た め 、 鹿 大 「 進 取 の 精 神 」 支 援 基

金 へ ご 寄 附 を い た だ い て お り 、 こ の 日 の 受 納 式 で は 、 各 同 窓 会 を 代 表 し て 、

江 口 正 純 同 窓 会 連 合 会 会 長 か ら 前 田 芳 實 学 長 へ 目 録 が 手 渡 さ れ ま し た 。

受 け 取 っ た 前 田 学 長 は 、「 同 窓 会 か ら い た だ い た 寄 附 金 は 、 本 学 の 教 育

研 究 の た め に 大 切 に 使 わ せ て い た だ き ま す 」と 謝 辞 を 述 べ ま し た 。

寄 附 金 受 納 式 後 に 開 催 さ れ た 懇 談 会 で は 、 本 学 及 び 各 同 窓 会 が 互 い に 近 況 報 告 を 行 う と と も に 、 本 学 に 対 す る 意 見 交 換 等 を

行 い ま し た 。

タ イ ・ モ ン ク ッ ト 王 工 科 大 学 ラ カ バ ン 校 と 大 学 間 学 術 交 流 協 定 を 締 結

５ 月 １ ４ 日 、 タ イ ・ モ ン ク ッ ト 王 工 科 大 学 ラ カ バ ン 校 の ピ ア ム サ ッ ク ・ メ ナ ス ヴ ェ タ 大 学 名

誉 役 員 一 行 が 鹿 児 島 大 学 を 来 訪 し 、 大 学 間 学 術 交 流 協 定 締 結 の 調 印 式 を 行 い ま し た 。

調 印 式 で は 、 本 学 か ら 、 前 田 芳 實 学 長 、 清 原 貞 夫 教 育 担 当 理 事 、 伊 牟 田 均 監 事 、

馬 場 昌 範 副 学 長 （ 国 際 企 画 推 進 担 当 ） ほ か 関 係 教 員 が 出 席 し ま し た 。

前 田 学 長 か ら 、「 私 た ち は 、 地 球 の 温 暖 化 、 人 口 増 加 、 食 料 や 水 の 確 保 、 感 染 症 の

脅 威 、 巨 大 災 害 の 発 生 、 サ イ バ ー 問 題 な ど 、 地 球 レ ベ ル の 様 々 な 課 題 に 対 し 、 国 を 超 え

て 協 力 し あ い 解 決 す る 努 力 を し て い か な け れ ば な り ま せ ん 。 両 大 学 が 、 協 力 し こ れ ら の

教 育 や 研 究 に 取 り 組 む こ と で 、 世 界 の 平 和 や 福 祉 に 貢 献 す る こ と が 期 待 で き ま す 。 」と 挨 拶 が あ り ま し た 。

前 田 学 長 の 挨 拶 に 続 き 、 出 席 者 紹 介 が 行 わ れ ま し た 。 そ の 後 、 協 定 書 に 調 印 が 行 わ れ 、 最 後 に ピ ア ム サ ッ ク ・ メ ナ ス ヴ ェ タ 大 学

名 誉 役 員 か ら 、「 両 大 学 が 教 育 や 技 術 的 な 協 力 に よ り 、 農 学 、 水 産 学 や ロ ボ ッ ト テ ク ノ ロ ジ ー な ど の 分 野 で 研 究 を 進 め る こ と が 期 待

で き ま す 。 」と 閉 会 の 挨 拶 が あ り 、 式 を 終 了 し ま し た 。

タ イ ・ モ ン ク ッ ト 王 工 科 大 学 ラ カ バ ン 校 は 、 タ イ 国 バ ン コ ク 都 ラ ー ト ク ラ バ ン 区 に 本 部 を 置 く タ イ 王 国 の 国 立 総 合 大 学 で 、 学 生 数

は 、 約 2 5, 0 0 0 人 。1 9 6 4 年 に 設 立 さ れ ま し た 。 本 学 と は 、２ ０ １ ６ 年 ４ 月 に 理 工 学 研 究 科 と 部 局 間 学 術 交 流 協 定 を 締 結 し 、 こ れ ま で

教 員 の 相 互 訪 問 、 学 生 交 流 、 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム の 共 催 等 を 通 じ て 交 流 を 推 進 し て き ま し た 。 今 回 、 両 大 学 の 強 い 希 望 の 中 で 理 工

学 研 究 科 の 他 、 農 学 部 や 水 産 学 部 な ど と 交 流 が 期 待 さ れ る こ と か ら 、 本 協 定 締 結 の 運 び と な り ま し た 。

左 か ら 、 西 谷 氏 、 石 渡 氏 、 前 田 学 長 、 三 反 園 知 事 、 杉 田 氏
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第

4 6回 鹿 児 島 陶 芸 展 で グ ラ

ン  プ リ を 受 賞 し た 作 品 は 、 卒業 制 作

3部 作 「 先 は 」 の ひ と

つ  。 テ ー  マ は 、 怖 い も の 見 たさ 。  「 自 分 が  、 見 た く な い けど 見 た く な る よ う な 、 好 奇 心を そ そ ら れ る も の を 作 り ま した 」 と 、 福 留 春 菜 さ ん は 制作 意 図 を 語 り ま す  。  「 自 分 との 会 話 を 重 ね て 、 自 分 の 中 に不 気 味 な も の 、 気 持 ち 悪 い もの  へ  の お う 盛 な 好 奇 心 や 探 究心 が あ る こ と に 気 が  つ き ま した 。 形 は 自 然 に で き ま し た 。後 で 考 え る と 、 む く む く 沸 き立  つ 好 奇 心 を 想 像 し て  い た のか な 、 と 」  。
制 作 中 は 、 ひ び 割 れ な ど 技

術 的 な 失 敗 を 繰 り 返 し 、 提出 期 限 間 際 に な  っ て 、 や  っ との 思 い  で 完 成 し ま し た 。 目 下の 課 題 は 「 自 分 の 世 界 観 、 イメ  ー ジ を

1 0 0

パ  ー セ  ン ト 形

に 落 と し 込 め る 技 術 の 習 得 」  。将 来 は 、 自 分 の 制 作 も 続 けな が ら 、 表 現 の 楽 し さ を 伝 える 仕 事 に 就 き た い と い  う 夢 があ り ま す  。 手 元 に は 、 作 り 始め た ば か り の 「 ま と わ り  つ く 」ヘ  ビ の よ う な イ メ  ー ジ の 作 品が ︙ 。  「 怖 い も の 見 た さ 」 の追 求 、  し ば ら く 続 き そ う で す  。

福
ふ く ど め

留

 春
は る

菜
な

 さ  ん

（ 教 育 学 研 究 科

1年 ）

見 た く な い け ど  見 た く な る よ う な 、 自  分  が  好  奇  心 そ そ ら れ る も の を 作 り た い

～ 自 ら と の 対 話 に よ っ て 見 え て く る 、 内 的 テ ー マ を 造 形 で 表 現 す る ～

「 ２ つ の 世 界 を 隔 て る も の は 存 在 し な い 」
最 近 、 最 も 心 に 残 っ た 言 葉 。 村 上 春 樹 の 小 説 『 ア フ タ ー ダ ー ク 』 に 出 て く る タ カ ハ シ と い う 男 の 台 詞 で す 。 世

界 に は 、 善 と 悪 、 美 術 と 音 楽 な ど 、 物 事 を 区 別 す る た め の 概 念 が 無 数 に 存 在 し ま す 。し か し 、 数 学 者 と 深 く 話

す と 、 美  術 と 数  学 は  、 あ る 面 で と て も 似  通 っ て い る こ と に 気  づ き ま す 。 タ カ ハ シ の 言 う よ う に 、 物  事 に は  境  界 と

い う も の な ど 無 く 、 常 に 互 い に 交 錯 し 、 関 わ り あ っ て い る の で す 。 境 界 や 分 野 の 違 い に 臆 す る こ と な く 、 知 る こ

と は 新 し い 発 見 に 繋 が り ま す 。 表 現 の 幅 を 広 げ る た め に も 、 常 に 視 野 を 広 く し 、 好 奇 心 を 絶 や さ ず に い た い

と 思 い ま す 。

第

4 6回 鹿 児 島 陶 芸 展 グ ラ  ン  プ  リ  （ 知 事 賞 ）  受 賞
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鹿 児 島 大 学 は 、 地 域 活 性 化 の 中 核 的 拠 点 と し て 、 学 生 の グ ロ ー バ ル 教 育 の 推 進 や 地 域 に 貢 献 す る 人 材 の 育 成 な ど

教 育 研 究 支 援 の 強 化 に 取 り 組 む た め 、 鹿 大 「 進 取 の 精 神 」 支 援 基 金 を 創 設 し 、 寄 附 の ご 協 力 を お 願 い し て お り ま す 。

つ き ま し て は 、 本 基 金 の 趣 旨 に ご 賛 同 い た だ き 、 皆 様 の ご 協 力 を 賜 り ま す よ う 、 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

な お 、 本 学 へ の 寄 附 に つ き ま し て は 、 所 得 税 法 、 法 人 税 法 上 の 優 遇 措 置 の 対 象 と な り ま す 。

鹿 大 「 進 取 の 精 神 」 支 援 基 金 へ の ご 寄 附 の お 願 い

鹿 児 島 大 学 総 務 課 基 金 ・ 渉 外 係 　 T E L ：0 9 9- 2 8 5- 3 1 0 1, 3 1 0 2 　 F A X ：0 9 9- 2 8 5- 7 0 3 4

E- m ail ： s- ki ki n @ k u a s. k a g o s hi m a- u. a c.j p

基 金 ホ ー ム ペ ー ジ ： htt p s: / / w w w. k a g o s hi m a- u. a c.j p / kif u ki n /

お 問 い 合 わ せ 先

「 ユ ニ バ ー シ テ ィ ・ カ レ ッ ジ ・ ロ ン ド ン( U C L) 稲 盛 留 学 生 制 度 」

に 係 る 協 定 締 結

幕 末 時 代 の 薩 摩 藩 の 精 神 を 継 承 し 、「 進 取 の 精 神 ・ 気 風 」 を 備 え た 人 材 を 輩 出 す る 理 念 の 下 に 、

鹿 児 島 大 学 ２ １ 世 紀 版 薩 摩 藩 英 国 留 学 生 派 遣 事 業 「 U C L 稲 盛 留 学 生 制 度 」 を 設 立 し 、６ 月 ２ １ 日 に

ロ ン ド ン に て ユ ニ バ ー シ テ ィ ・ カ レ ッ ジ ・ ロ ン ド ン （ U C L ）と の 協 定 を 締 結 し ま し た 。

「 U C L 稲 盛 留 学 生 」 は 、Affili at e st u d e nt と し て 各 分 野 に お け る 卓 越 し た 学 問 を 修 得 す る こ と

を 目 的 と し て 1 年 間 U C L へ 留 学 し ま す 。

本 学 が 、 こ の 「 U C L 稲 盛 留 学 生 」 に 求 め る も の は 、「 大 き な 将 来 性 」 で あ り 、 本 学 な ら び に 我 が 国 を 代 表 す る 教 育 者 や 研 究 者 に な

る こ と 、 稲 盛 和 夫 鹿 児 島 大 学 名 誉 博 士 の よ う な 我 が 国 を リ ー ド す る 世 界 的 企 業 人 と し て 活 躍 で き る 人 物 を 目 指 す と こ ろ に あ り ま す 。

当 日 は 、 前 田 芳 實 学 長 一 行 と U C L ア ー サ ー 学 長 一 行 と で 和 や か な 懇 談 が 行 わ れ た 後 、 調 印 式 を 執 り 行 い ま し た 。

在 英 国 日 本 国 大 使 館 に て 「 維 新 1 5 0 周 年 記 念 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 」 を 開 催

鹿 児 島 大 学 、 山 口 大 学 、 ユ ニ バ ー シ テ ィ ・ カ レ ッ ジ ・ ロ ン ド ン （ U C L ） な ら び に 在 英 国 日 本 大 使 館 と の 共 催 に よ り 、６ 月 ２ ２ 日 に 「 維 新

１ ５ ０ 周 年 記 念 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 」 を 在 英 国 日 本 国 大 使 館 に て 開 催 し ま し た 。

幕 末 に 命 懸 け で 英 国 に 渡 り U C L で 科 学 や 技 術 な ど を 学 び 新 し い 日 本 創 り の 原 動 力 と な っ た 、「 薩 摩 ス チ ュ ー デ ン ト 」と「 長 州 フ ァ イ

ブ 」 の 精 神 を 受 け 継 い で 、 明 治 維 新 か ら １ ５ ０ 年 と な る 記 念 の 年 に 、 関 係 の 深 い ３ 大 学 が 連 携 し て 地 球 環

境 問 題 や 大 規 模 災 害 の 課 題 に つ い て 世 界 へ 向 け て メ ッ セ ー ジ を 送 る こ と は 極 め て 意 義 深 い こ と で す 。

シ ン ポ ジ ウ ム で は 、 今 人 類 が 抱 え て い る 地 球 規 模 の 環 境 問 題 、 大 規 模 災 害 な ど の 課 題 解 決 に 向 け

て 最 新 の 科 学 技 術 を テ ー マ に 、 宇 宙 科 学 技 術 、リ モ ー ト セ ン シ ン グ 技 術 、 環 境 ・ 防 災 技 術 を キ ー テ ク ノ ロ

ジ ー と し て 、 安 全 で 安 心 、 か つ 持 続 可 能 な 人 類 社 会 を 実 現 す る た め の 日 英 の 研 究 動 向 に つ い て 、 日 英 の

大 学 や 研 究 機 関 の 研 究 者 が 一 般 を 対 象 に 分 か り や す く 講 演 を 行 い ま し た 。

ま た 、 シ ン ポ ジ ウ ム 終 了 後 に 開 催 さ れ た 交 流 会 で は 、 鹿 児 島 の 紅 茶 や 焼 酎 の 紹 介 を 行 い 、 鹿 児 島 の

特 産 品 な ど も 提 供 し 、 鹿 児 島 の 食 に 触 れ て も ら う 機 会 と も な り ま し た 。

薩 長 同 盟 1 5 0 年 記 念 オ リ ジ ナ ル 焼 酎 「 薩 摩 熱 徒 」 制 作 発 表 会 を 開 催

6 月 1 5 日 、 鹿 児 島 大 学 と 山 口 大 学 が 協 力 し て 制 作 し た オ リ ジ ナ ル 焼 酎 「 薩 摩 熱 徒 （ さ つ ま ね っ

と ） 」 の 制 作 発 表 会 を 行 い ま し た 。

こ の 焼 酎 は 、 明 治 維 新 1 5 0 年 を 記 念 し て 鹿 児 島 市 と 山 口 市 が 始 め た 新 た な 薩 長 同 盟 プ ロ

ジ ェ ク ト の 一 環 と し て 、 両 大 学 の 農 学 部 が 結 成 し た 「 薩 長 同 盟 酒 プ ロ ジ ェ ク ト 」 に よ り 開 発 ・ 製 造

さ れ た も の で す 。プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 両 大 学 の 学 生 と 教 員 に 地 元 の 小 学 生 が 加 わ っ て 、 原 料 の サ

ツ マ イ モ （ 黄 金 千 貫 ）と 酒 米 （ 山 田 錦 ） を 栽 培 し ま し た 。

制 作 発 表 会 で は 、 前 田 学 長 か ら 、「 1 5 0 年 余 り 前 、 近 代 日 本 の 礎 を 築 く 若 者 た ち が ロ ン ド ン で

交 流 し た よ う に 、 山 口 大 学 と 本 学 が 新 た に 築 い て い く 薩 長 同 盟 の 一 つ の 証 に な れ ば 幸 い で す 。 」

と 挨 拶 が あ り ま し た 。そ の 後 、プ ロ ジ ェ ク ト 代 表 の 本 学 農 学 部 下 田 代 智 英 准 教 授 、 農 学 部 3 年 の 佐 々 木 香 菜 子 さ ん 、 梶 山 萌 さ ん が 概 要

説 明 を 行 っ た 後 、こ の オ リ ジ ナ ル 焼 酎 の 名 称 募 集 に お い て 優 秀 賞 を 受 賞 し た 工 学 部 3 年 の 郷 原 稜 海 さ ん 、 準 優 秀 賞 を 受 賞 し た 農 学

部 3 年 の 中 園 育 孝 さ ん 、ラ ベ ル デ ザ イ ン を 手 が け た デ ザ イ ン 賞 の 農 学 部 4 年 の 氏 原 悠 香 里 さ ん ら の 表 彰 式 が 執 り 行 わ れ ま し た 。

制 作 発 表 会 の 後 に は 、 試 飲 会 も 行 わ れ 、 集 ま っ た 関 係 者 に も「 薩 摩 熱 徒 」 を 味 わ っ て い た だ き ま し た 。 

「 薩 摩 熱 徒 」 は 、7 月 2 日 か ら 、 鹿 児 島 市 の 大 河 ド ラ マ 館 な ど で 販 売 し て い ま す 。ま た 今 回 、 山 口 大 学 が 販 売 す る 日 本 酒 「 長 州 学 舎 」と

の セ ッ ト 商 品 （ 限 定 販 売 ）も 販 売 さ れ ま す 。

薩 摩 熱 徒 ［ 右 か ら 2  番 目 ］ 、 右 は 「 長 州 学 舎 」 と 「 薩

摩 熱 徒 」 の ミ ニ ボ ト ル セ ッ ト
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鹿 大 ト ピ ッ ク ス

K A G O S HI M A   U NI V E R SI T Y  T o pi cs

鹿 大 ト ピ ッ ク ス

K A G O S HI M A   U NI V E R SI T Y  T o pi cs

座 右 の 銘

鹿 大 生
S T U D E N T I N T E R VI E W

第

4 6回 鹿 児 島 陶 芸 展 で グ ラ

ン  プ リ を 受 賞 し た 作 品 は 、 卒業 制 作

3部 作 「 先 は 」 の ひ と

つ  。 テ ー  マ は 、 怖 い も の 見 たさ 。  「 自 分 が  、 見 た く な い けど 見 た く な る よ う な 、 好 奇 心を そ そ ら れ る も の を 作 り ま した 」 と 、 福 留 春 菜 さ ん は 制作 意 図 を 語 り ま す  。  「 自 分 との 会 話 を 重 ね て 、 自 分 の 中 に不 気 味 な も の 、 気 持 ち 悪 い もの  へ  の お う 盛 な 好 奇 心 や 探 究心 が あ る こ と に 気 が  つ き ま した 。 形 は 自 然 に で き ま し た 。後 で 考 え る と 、 む く む く 沸 き立  つ 好 奇 心 を 想 像 し て  い た のか な 、 と 」  。
制 作 中 は 、 ひ び 割 れ な ど 技

術 的 な 失 敗 を 繰 り 返 し 、 提出 期 限 間 際 に な  っ て 、 や  っ との 思 い  で 完 成 し ま し た 。 目 下の 課 題 は 「 自 分 の 世 界 観 、 イメ  ー ジ を

1 0 0

パ  ー セ  ン ト 形

に 落 と し 込 め る 技 術 の 習 得 」  。将 来 は 、 自 分 の 制 作 も 続 けな が ら 、 表 現 の 楽 し さ を 伝 える 仕 事 に 就 き た い と い  う 夢 があ り ま す  。 手 元 に は 、 作 り 始め た ば か り の 「 ま と わ り  つ く 」ヘ  ビ の よ う な イ メ  ー ジ の 作 品が ︙ 。  「 怖 い も の 見 た さ 」 の追 求 、  し ば ら く 続 き そ う で す  。

福
ふ く ど め

留

 春
は る

菜
な

 さ  ん

（ 教 育 学 研 究 科

1年 ）

見 た く な い け ど  見 た く な る よ う な 、 自  分  が  好  奇  心 そ そ ら れ る も の を 作 り た い

～ 自 ら と の 対 話 に よ っ て 見 え て く る 、 内 的 テ ー マ を 造 形 で 表 現 す る ～

「 ２ つ の 世 界 を 隔 て る も の は 存 在 し な い 」
最 近 、 最 も 心 に 残 っ た 言 葉 。 村 上 春 樹 の 小 説 『 ア フ タ ー ダ ー ク 』 に 出 て く る タ カ ハ シ と い う 男 の 台 詞 で す 。 世

界 に は 、 善 と 悪 、 美 術 と 音 楽 な ど 、 物 事 を 区 別 す る た め の 概 念 が 無 数 に 存 在 し ま す 。し か し 、 数 学 者 と 深 く 話

す と 、 美  術 と 数  学 は  、 あ る 面 で と て も 似  通 っ て い る こ と に 気  づ き ま す 。 タ カ ハ シ の 言 う よ う に 、 物  事 に は  境  界 と

い う も の な ど 無 く 、 常 に 互 い に 交 錯 し 、 関 わ り あ っ て い る の で す 。 境 界 や 分 野 の 違 い に 臆 す る こ と な く 、 知 る こ

と は 新 し い 発 見 に 繋 が り ま す 。 表 現 の 幅 を 広 げ る た め に も 、 常 に 視 野 を 広 く し 、 好 奇 心 を 絶 や さ ず に い た い

と 思 い ま す 。

第

4 6回 鹿 児 島 陶 芸 展 グ ラ  ン  プ  リ  （ 知 事 賞 ）  受 賞
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鹿 大 キ ャ ン パ ス 漫 遊 記

が 行 く！
S A T T U N ’ s  C a m p u s S k e t c h e s

● 編 集 ・ 発 行 ／ 鹿 児 島 大 学 広 報 セ ン タ ー
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2 0 1 8 年 7 月 発 行

障 害 学 生 支 援 セ ン タ ー

V ol. 1 0

　 「 誰 も が 自 分 ら し く 学 び 合 う 」 の モ ッ ト ー の も と

に 平 成 2 6 年 4 月 、 設 置 さ れ ま し た 。 障 害 の 有 無

を 問 わ ず 、 心 理 支 援 や 学 習 支 援 、 生 活 リ ズ ム 支

援 や 居 場 所 の 提 供 な ど 、 一 人 一 人 の 悩 み や

ニ ー ズ に 寄 り 添 っ た 、 き め こ ま や か な 支 援 活 動 を

行 っ て い ま す 。 必 要 時 に は 、 要 望 に 応 じ て 配 慮

願 い や 支 援 申 請 書 を 作 成 。 教 職 員 、 保 護 者 等 と

の 連 携 の 中 で 支 援 を 行 っ て い ま す 。 昨 年 度 は

1 1 4 5 件 の 利 用 （ 面 談 ・ 来 室 ） が み ら れ ま し た 。

　 セ ン タ ー で は こ の ほ か  学  内  の バ リ ア フ リ ー マ ッ

プ を 作 成 、 配 布 し て お り 、 修 学 支 援 に 関 す るI C レ

コ ー ダ ー  や  車  い  す 、 支  援  ソ フ ト ウ エ  ア  等  の  貸 し  出

し も 行 っ て い ま す 。 お  気  軽  に  訪  室 く だ さ い  。

開 室 ： 月 ～ 金 曜 　 午 前 9: 0 0 ～ 午 後 5: 0 0

　 ウ イ リ ア ム ・ ウ イ リ ス は 、 英 国 総 領 事 館 付 医 官 と し て 1 8 6 2 （ 文 久 2 ） 年 に 来 日 。 生 麦 事 件

や 薩 英 戦 争 の 現 場 に 関 わ り 、 戊 辰 戦 争 に お い て は 双 方 の 負 傷 兵 治 療 に 奔 走 し ま し た 。

英 国 公 使 館 を 辞 し た 後 、 明 治 2 年 1 2 月（ 1 8 7 0 年 1 月 ） 、 西 郷 隆 盛 の 招 き に よ っ て 来 鹿 。 鹿

児 島 医 学 校 兼 病 院 （ 後 の 鹿 児 島 大 学 医 学 部 ） の 初 代 院 長 と し て 教 鞭 を と り ま し た 。 西 南

の  役 ま で  の  お よ そ 7  年  に  わ  た り 英  国  式  医  療  の  実  践 と 医  学  教  育  に  当  た り 、こ の  間  栄  養  指

導 、 妊 産 婦 検 診 、 上 下 水 道 完 備 へ の 提 言 な ど 予 防 医 学 や 公 衆 衛 生 面 に お い て も 地 域

貢 献 を 果 た し て い ま す 。 医 学 教 育 に お い て は 石 神 良 策 、 三 田 村 一 、 高 木 兼 寛 ら 3 0 0 名 余

り の 有 能 な 門 下 生 を 輩 出 。ウ イ リ ス が 導 入 し た 近 代 医 学 の 潮 流 は 、 鹿 児 島 の み な ら ず 広

く 国 内 の 医 療 と 医 学 教 育 の 中 に 継 承 さ れ て い ま す 。そ の 遺 徳 を 偲 ん で 明 治 2 6 年 、 門 下

生  に よ っ て  建  て ら れ  た  頌  徳  碑  は  、 い ま 桜 ヶ 丘  キ ャ ン パ  ス に  静  か  に た  た  ず ん で  い ま す 。

K A D AI  K A D AI  J O U R N AL

鹿 大 広 報

今 号 の 表 紙 「 ウ イ リ ア ム ・ ウ イ リ ス 頌 徳 記 念 碑 」  

特 集

地 域 に 貢 献 す る 人 材 と知  の  集 約 す る 中 核 的 拠 点  へ〜  「 南 九 州  ・  南 西 諸 島 域 共 創 機 構 」  始 動 〜

潜 入 ル ポ ～ 学 び の 部 屋 ～

身 近 な 動  物 と 人  の 病  気 を 知 る
共 同 獣 医 学 部 獣 医 学 科 臨 床 獣 医 学
矢 吹 映  准 教 授

0 8

鹿  大 ト ピ ッ ク  ス

鹿 児 島 大 学
教 職 大 学 院 開 設 記 念 式 典 を 開 催 ほ か

1 6

進 め ！ 鹿 大 生

見  た  く な  い  け  ど  見  た  く な  る よ う な  、
自 分 が 好 奇 心 そ そ ら れ る も の を 作 り た い
教 育 学 研 究 科 １ 年 生 　 福 留 春 菜  さ ん

1 9

さ っ つ ん が 行 く ！
障 害 学 生 支 援 セ ン タ ー

先  輩  か  ら  の  メ ッ セ  ー  ジ

O B : ア  ー  テ ィ ス ト ・ イ ラ  ス ト レ  ー  タ  ー

篠 崎 理 一 郎  さ ん

1 0

研 究 室 か ら S C H O L A R I N T E R VI E W

‘ 見 え な く て も 感 じ る ’ 磁 場 の 力 を 生 か す
鹿 児 島 大 学 理 工 学 研 究 科 物 理 ・ 宇 宙 専 攻 　 三 井 好 古  准 教 授

産 学 連 携 で 最 先 端 の 移 植 ・ 再 生 医 療 研 究
医 用 ミ ニ ブ タ ・ 先 端 医 療 開 発 研 究 セ ン タ ー 　 山 田 和 彦  教 授

1 2

2 0 1 8 

広 報

特 集

地 域 に 貢 献 す る 人 材 と知  の  集 約 す る 中 核 的 拠 点  へ

2 0 1 8 
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